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研究記事 48




129番の歌 決して負けない 最後まで



苦しいとき，ヨブ記が力になる



「神は絶対に悪を行[い]ません」。ヨブ 34:12




ポイント

ヨブ記から，つらいことが起きるのを神が止めないのはどうしてか，苦しいときもどんなふうに忍耐できるかを学べます。




1-2. ヨブ記を読むとよいのはどうしてですか。


あなたの答え



最近ヨブ記を読みましたか。約3500年前に書かれたヨブ記は，世界文学の最高傑作の1つと言われています。シンプルながら美しい文体で，表現力豊かに大切なメッセージがつづられています。それで，ある参考文献はヨブ記の筆者を「まさに文学の天才である」と評しています。この素晴らしい本を書いたのはモーセですが，それを書かせたのはエホバです。（テモ二 3:16）

2 ヨブ記は聖書の中でも，要になる部分です。全ての天使と全ての人間に突き付けられた非常に重要な問題を明らかにしているからです。それはエホバの名前が神聖なものとされることです。また，愛，知恵，公正，力など，エホバの素晴らしいところも教えています。例えば，ヨブ記はエホバのことを31回「全能者」と呼んでいます。聖書のほかの書を合わせてもその数には及びません。このヨブ記は，多くの人の人生観にも影響を与えてきました。つらいことが起きるのをどうして神が止めないのか，といった疑問の答えが見つかるからです。

 3. ヨブ記を学ぶことにはほかにもどんなメリットがありますか。


あなたの答え



3 山に登って見晴らしのいい場所に行くと視野が広がり，下の様子がよく見えるようになります。それと同じように，ヨブ記を読めば，人生の悩みについて高い視点から，つまりエホバの視点から見ることができるようになります。ヨブの物語は，おそらく古代のイスラエル人にとってためになったはずです。どのようにでしょうか。現代の私たちはどんなことが学べますか。ヨブ記を使ってほかの人をどのように助けられるでしょうか。

神はヨブが苦しむままにした

 4. ヨブは，エジプトにいたイスラエル人とどんなところが大きく違っていましたか。


あなたの答え



4 イスラエル人がエジプトで奴隷だった頃，ウツの地方にヨブという男性がいました。ウツは約束の地より東側，アラビア北部にあったと思われます。エジプトの偶像を崇拝するようになっていたイスラエル人とは全く違い，ヨブはエホバだけを崇拝していました。（ヨシュ 24:14。エゼ 20:8）エホバはヨブについて「地上に彼のような人はほかにいない。神に忠誠を尽くす正直な人」だと言っています。* （ヨブ 1:8）とても裕福で，周りから尊敬されていました。（ヨブ 1:3）そういうよく知られた影響力のある人がエホバに誠実に仕えている様子を見て，サタンは激怒していたに違いありません。

 5. エホバはどうしてヨブが苦しむままにしましたか。（ヨブ 1:20-22; 2:9，10）


あなたの答え



5 サタンはヨブについてある主張をしました。ヨブは苦しい目に遭えばエホバに仕えるのをやめるというのです。（ヨブ 1:7-11; 2:2-5）エホバはヨブをとても愛していましたが，サタンにその主張が正しいかどうかを証明させることにしました。（ヨブ 1:12-19; 2:6-8）サタンはヨブの持っていたたくさんの家畜を奪い，ヨブの10人の子供たちを殺し，ヨブに頭のてっぺんから足の裏まで痛みを伴う腫れ物を生じさせました。でも，どれだけ痛めつけられてもヨブは信仰を捨てませんでした。（ヨブ 1:20-22; 2:9，10を読む。）エホバは，ヨブが試練に耐えた後，元通り健康で裕福になり，周りから尊敬されるようにしました。子供たちもさらに10人与えました。ヨブはエホバが寿命を延ばしてくれたので，その後140年生き，4世代先の子孫が幸せに暮らすのを見ることもできました。（ヨブ 42:10-13，16）ヨブのこの物語はおそらく，古代イスラエル人にとってためになったはずです。どのようにでしょうか。現代の私たちにとってはどうでしょうか。

 6. もしイスラエル人がヨブの物語を知っていたなら，それはどのように役立ったと思いますか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



6 イスラエル人にとってどのようにためになったか。エジプトにいたイスラエル人は大変な生活を送っていました。例えば，ヨシュアとカレブについて考えてみましょう。若い時，奴隷として生活し，自分たちに非はないのに40年間荒野をさまよいました。当時のイスラエル人は，苦労したヨブが幸せな結末を迎えたことを知っていたのでしょうか。知っていたとすれば，当時のイスラエル人も後代のイスラエル人も，つらいことが起きる本当の原因，人間が苦しい目に遭うのをエホバが止めない理由，忠誠を貫く人をエホバがどれほど大切に思っているかなどが分かったはずです。



[image: エジプトでイスラエル人の男性がれんがを積みながら考え込んでいる。近くでは，奴隷のイスラエル人がエジプト人から棒でたたかれている。]

イスラエル人はエジプトで奴隷として苦しんだ。後にヨブの物語を知ったとすれば，いろんなことを学べたはず。（6節を参照）







7-8. ヨブ記を読むとどんなことが分かりますか。そのことはつらい目に遭っている人にとってどう役立ちますか。


あなたの答え



7 私たちにとってどのようにためになるか。今ほとんどの人は，善良な人に悪いことが降り掛かる理由を理解していません。そのせいで神を信じられなくなっています。ルワンダのヘイゼル*のことを考えてみましょう。ヘイゼルは小さい頃から神を信じていました。そんなヘイゼルに，次々とつらい出来事が降り掛かります。両親が離婚した後，血のつながっていない父親にとてもひどいことをされました。また，10代の時にレイプされました。心の安らぎを求めて宗教の集まりに行ったこともありましたが，気持ちは満たされませんでした。ヘイゼルは神様に宛ててこんな手紙を書きました。「神様，あなたに祈って，良いことをしようと頑張ってきました。なのに，どうして私をひどい目に遭わせるんですか。もうあなたのことを考えるのはやめて，これからは好きなように生きていきたいと思います」。ヘイゼルのようにつらいことが起きるのを神のせいだと考えている人を見ると，私たちは悲しくなります。

8 でもヨブ記を読むと，私たちがつらい思いをするのは神のせいではなく，サタンのせいであることが分かります。それで，苦しい目に遭っている人を見て，「身から出たさびだ」などと考えるべきではありません。聖書によれば，「思いも寄らないことがいつ誰にでも起き」ます。（伝 9:11。ヨブ 4:1，8）私たちが苦しいときもエホバを愛して忍耐するなら，エホバはあざけってくるサタンに答えることができます。エホバの名誉が守られることにもなります。（ヨブ 2:3。格 27:11）私たちは，自分や愛する人が苦しむ本当の理由を知っています。そのことを理解できているのは決して当たり前ではありません。先ほどのヘイゼルは，エホバの証人と聖書を勉強し，つらいことが起きるのは神のせいではないということが分かりました。こう言っています。「神に心からもう一度祈りました。あなたのことを考えるのはやめますと言いましたが，本当はそうしたくはなかったと伝えました。結局，神のことをよく知らなかっただけなんです。今ではエホバが私を愛してくれていることがよく分かります。本当に幸せで満ち足りた気持ちです」。確かに，神がつらいことが起きるのを止めない理由を知っているのはありがたいことです。次に，苦しい事態に耐えないといけないときに，ヨブ記からどんなふうに力をもらえるか考えましょう。

ヨブ記を読んで，忍耐する力をもらう

 9. 灰の中に座っていたヨブはどんな様子だったと思いますか。（ヤコブ 5:11）


あなたの答え



9 体中に腫れ物ができたヨブが1人灰の中に座り，痛みにもだえているところを想像してみてください。病気のせいで肌が黒ずみ，やせこけた体から皮膚がはがれていきます。すっかり力を失い，できることといえば土器のかけらで体をかくだけです。ヨブの発する言葉からは苦しみがにじみ出ています。でも，この時のヨブはただ生きていたのではありません。必死に闘い，忍耐していました。（ヤコブ 5:11を読む。）ヨブがそうできたのはどうしてでしょうか。

10. ヨブがエホバに気持ちをさらけ出したことから，ヨブとエホバの関係についてどんなことが分かりますか。


あなたの答え



10 ヨブは自分の気持ちをありのままにエホバにさらけ出しました。（ヨブ 10:1，2; 16:20）例えば3章では，ヨブが自分の身に降り掛かった悲劇に深く心を痛め，不満をこぼしています。苦しんでいるのはエホバのせいだという考え違いをしていました。また，3人の友人とのやりとりの中で，自分は間違ったことはしていない，苦しい目に遭うのはエホバのせいだと言ってしまいました。その時のヨブは，自分は神よりも正しいと思い込んでいました。（ヨブ 10:1-3; 32:1，2; 35:1，2）そうやって自分の正しさを主張するあまり，「言葉が過ぎ」てしまいました。ヨブ自身もそのことを認めています。（ヨブ 6:3，26）31章では，神に自分の潔白を認めてほしいと訴えています。（ヨブ 31:35）でも，自分が苦しんでいる理由をヨブが神に問いただしたのは間違っていました。

11. 忠誠を尽くしてきたと主張するヨブにエホバはどんなことをしましたか。


あなたの答え



11 ヨブがそんなふうにエホバに訴えたのは，エホバを深く愛していて，エホバが自分の忠誠心を分かってくれていると信じていたからです。最終的にエホバは暴風の中からヨブに語り掛けましたが，ヨブが苦しんでいる理由を詳しく説明したりはしませんでした。また，ヨブが不平不満をこぼしたことや身の潔白を必死で主張したことを非難したりもしませんでした。むしろ優しい父親が息子を教えるようにヨブの考えを正しました。その時のヨブにぴったりの教え方でした。そのおかげで，ヨブは自分がいかに何も分かっていないかを謙虚に認めることができ，軽率な発言をしてしまったことを後悔しました。（ヨブ 31:6; 40:4，5; 42:1-6）では，この記録は古代のイスラエル人にとってどのようにためになったでしょうか。私たちはどんなことを学べるでしょうか。

12. イスラエル人にとって，ヨブの物語はどのようにためになったはずですか。


あなたの答え



12 イスラエル人にとってどのようにためになったか。イスラエル人はヨブの経験したことから多くのことを学べたはずです。例えば，モーセにとってはどうだったでしょうか。モーセはイスラエル国民のリーダーとして，苦しいことや心が折れそうな状況に何度も耐えなければいけませんでした。エホバに繰り返し不平不満をぶちまけたイスラエル国民とは全く違い，モーセはエホバに心配事を打ち明けました。（出 16:6-8。民 11:10-14; 14:1-4，11; 16:41，49; 17:5）モーセは失敗して正されるという経験もしました。例えば，イスラエル人が荒野をさまよい始めて40年がたった頃，カデシュで宿営を張った時，モーセは「軽率な発言をし」エホバの名前をたたえませんでした。（詩 106:32，33）そのせいで，モーセは約束の地に入れませんでした。（申 32:50-52）モーセはつらく感じたはずですが，矯正を謙虚に受け入れました。モーセより後の時代のイスラエル人たちも，ヨブの物語から，つらい中でも頑張っていく力をもらえたはずです。エホバに自分の気持ちを洗いざらい伝えてもいいこと，また自分を正当化してはいけない，ということを学んだことでしょう。エホバからの矯正を謙虚に受け入れることの大切さも理解できたはずです。

13. 私たちが忍耐する上でヨブ記はどのように役立ちますか。（ヘブライ 10:36）


あなたの答え



13 私たちにとってどのようにためになるか。クリスチャンには忍耐が必要です。（ヘブライ 10:36を読む。）みんな，いろいろな問題を抱えています。体や心の病気，家族のこと，愛する人との死別などがあります。ほかの人が言ったことやしたことのせいで，余計につらい思いをすることもあります。（格 12:18）ヨブ記を読むと，エホバには本音を包み隠さず伝えられること，そういう祈りをエホバは必ず聞いてくれることが分かります。（ヨハ一 5:14）そうやって祈っているうちに，ヨブのように「言葉が過ぎ」てしまうとしても，エホバは責めたりしません。むしろ，私たちが耐えられるように力や知恵を与えてくれます。（代二 16:9。ヤコ 1:5）ヨブに対してしたように，私たちを優しく正してくれることもあります。聖書や長老たちや友達などを通して，アドバイスや矯正を与えてくれます。そんなときも，諦めずに頑張っていくためにヨブ記が役立ちます。（ヘブ 12:5-7）ヨブは正されたとき素直に受け止め，大切なことを学びました。私たちも矯正されるとき，つらくても謙虚に受け止めるようにしましょう。それは自分のためになります。（コリ二 13:11）次に，ヨブ記を使ってほかの人をどのように助けられるか考えてみましょう。

ヨブ記を使ってほかの人を助ける

14. 人が苦しい目に遭うのはどうしてか疑問に感じている人にどんな説明ができますか。


あなたの答え



14 伝道で，人はどうして苦しい目に遭うのかと疑問に感じている人に会ったことがありますか。どんなふうにその疑問に答えましたか。聖書から次のように説明したことでしょう。エデンの園で，サタンという邪悪な天使が最初の人間の夫婦にうそをつき，神に反逆するよう仕向けました。（創 3:1-6）アダムとエバが反逆した結果，人は苦しんで死ぬようになりました。（ロマ 5:12）神は，サタンの主張が間違っていることを証明するために時間を置くことにしました。そしてその時間を使って，人間がまた完全になれるという良い知らせが広まるようにしています。（啓 21:3，4）こんなふうに説明すると，納得してもらえるかもしれません。

15. 人が苦しい目に遭うのはどうしてか疑問に感じている人に，ヨブ記からはどんなふうに説明できますか。（写真も参照。）


あなたの答え



15 ヨブ記を使って説明するのも一つの方法です。まず，「いい質問ですね」と言えます。次に，聖書に出てくるヨブという誠実な人も，苦しい目に遭った時同じように感じた，と話せます。ヨブは神のせいで苦しんでいるとまで思っていました。（ヨブ 7:17-21）ここまで話すと，相手は自分と同じ疑問を持つ人が昔からいたと知って，安心するかもしれません。その後，ヨブが災難に遭ったのは神のせいではなく，悪魔のせいだったということを説明できます。悪魔は，人間が神に仕えるのは自分にメリットがあるからにすぎない，と主張していました。それから，こういうことも話せます。神がヨブをつらい目に遭わせたわけではありませんが，ヨブが苦しむままにしたのは人間のことをとても信頼していたからです。神を心から愛する人たちはサタンの主張が間違いだと証明できる，と信じていました。さらに，苦しくてもエホバから離れなかったヨブをエホバは豊かに報いました。こんなふうに話して，つらい目に遭うのは神のせいではないと説明すれば，きっと安心してもらえます。



[image: 1. 山火事の後，女性ががれきの中に座り悲しみに打ちひしがれている。額に入った写真を手に取っている。2. 災害救援センターの近くで公共エリア伝道が行われている。女性が文書カートのそばで姉妹から聖書を読んでもらっている。]

ヨブ記を使って，「神は絶対に悪を行わ」ないということを説明できる。（15節を参照）







16. つらい思いをしている人もヨブ記から力をもらえます。どんな例がありますか。


あなたの答え



16 マリオという男性は，ヨブ記に救われました。2021年のある日，電話で伝道していた姉妹がマリオのところに電話をかけました。姉妹はマリオに聖句をシェアし，神が祈りを聞いてくれるだけでなく，素晴らしい将来を約束している，ということを教えました。どう思うか尋ねられたマリオは，実は今遺書を書いていたところだった，と言いました。そして，こう言いました。「神を信じているんだけど，今朝，もう神にも見放されたんじゃないかと思ってました」。2度目の電話の時に，姉妹はヨブがつらい目に遭ったことについて話しました。それを聞いたマリオがヨブ記を読みたいと言ったので，姉妹は「新世界訳聖書」のリンクを送ってあげました。どうなったでしょうか。マリオは喜んで聖書レッスンを始め，自分のことを気に掛けてくれている愛情深い神について学ぶようになりました。

17. エホバがヨブの物語を聖書に記録してくれたことに感謝できます。どうしてですか。（ヨブ 34:12）


あなたの答え



17 確かに聖書には大きな力があります。苦しんでいる人も聖書を読むと慰められます。（ヘブ 4:12）エホバがヨブの物語を聖書に記録してくれたことに私たちは深く感謝しています。（ヨブ 19:23，24）ヨブ記を読むと，「神は絶対に悪を行わ」ないという確信が持てます。（ヨブ 34:12を読む。）また，つらいことが起きるのを神が止めない理由や，苦しいときもどんなふうに忍耐できるかを学べます。ヨブ記を使って，今苦しんでいる人を助けることもできます。次の記事では，ヨブ記からどうすれば上手にアドバイスができるかを考えます。



何を学びましたか


	  エホバがヨブを苦しむままにした理由を知るのはどうして大切ですか。


あなたの答え





	  ヨブ記を読むと，苦しくても忍耐する力を持てるのはどうしてですか。


あなたの答え





	  ヨブ記を使ってほかの人をどんなふうに助けられますか。


あなたの答え












156番の歌 信仰を抱いて



^  ヨブが生きていたのは，信仰を貫いたヨセフが亡くなった紀元前1657年より後，モーセがイスラエルのリーダーとして選ばれた紀元前1514年ごろより前と思われます。エホバとサタンが話し，ヨブが試練に遭ったのもその時代のことのようです。


^  一部の名前は変えてあります。






^ （ヨブ 34:12） 神は絶対に悪を行わず， 全能者は絶対に公正を曲げません。



^  （テモ二 3:16） 聖書全体は神の聖なる力*の導きによって書かれたもので，教え，戒め，矯正し，正しいことに基づいて指導するのに役立ちます。

用語集参照。


^  （ヨシュ 24:14） それで，エホバを畏れ，清い心で*忠実に*仕えなさい。川*の向こうやエジプトで父祖たちが仕えた神々を除き去り，エホバに仕えなさい。

または，「非難されるところがない方法で」，「忠誠を尽くして」。
または，「真実をもって」。
ユーフラテス川のこと。


^  （エゼ 20:8） ところが，彼らは私に反逆し，耳を傾けようとしなかった。目の前にある忌まわしい物を投げ捨てず，エジプトの汚らわしい偶像を捨て去らなかった。それで私は，彼らに激しい怒りを浴びせることにし，エジプトで彼らへの怒りを十分に表そうと考えた。



^  （ヨブ 1:8） エホバはサタンに言った。「私に仕えるヨブに注目したか。地上に彼のような人はほかにいない。神に忠誠を尽くす*正直な人で，神を畏れ，悪から離れている」。

または，「非難されるところがない」。


^  （ヨブ 1:3） 所有していた家畜は，羊7000匹，ラクダ3000頭，牛1000頭*，ロバ*500頭で，召し使いも非常に大勢いた。ヨブは東方で最も裕福な人だった。

直訳，「500対」。
直訳，「雌ロバ」。


^ （ヨブ 1:20-22） ヨブは立ち上がって衣服を引き裂き，髪を切り落とし，ひれ伏して， 21 言った。 「母から生まれた時は裸だった。だから裸で戻ろう。 エホバが与え，エホバが取り去った。 エホバの名が引き続き賛美されますように」。 22 こうしたことがあっても，ヨブは罪を犯さず，神を非難*しなかった。

または，「神のせいには」。


^ （ヨブ 2:9， 10） ヨブの妻はヨブに言った。「こうなってもまだ神に忠誠を尽くそうとするの？ 神を侮辱して死んでしまいなさい！」 10 しかし，ヨブは妻に言った。「まるで愚かな女性が話しているみたいだ。私たちは真の神から良いことだけを受けて，悪いことは受けないのだろうか」。この一連の出来事の中で，ヨブは言葉*で罪を犯すことがなかった。

直訳，「唇」。


^  （ヨブ 1:7-11） エホバはサタンに，「どこから来たのか」と尋ねた。サタンはエホバに答えた。「地上を巡り，歩き回ってきました」。 8 エホバはサタンに言った。「私に仕えるヨブに注目したか。地上に彼のような人はほかにいない。神に忠誠を尽くす*正直な人で，神を畏れ，悪から離れている」。 9 サタンはエホバに答えた。「ヨブは本当に純粋な気持ちで神を畏れているのでしょうか。 10 彼も家族も全ての持ち物も，あなたが柵で囲んで守ったのではありませんか。あなたの祝福によって彼の仕事はうまく運び，家畜は非常に多くなりました。 11 試しに，あなたの手を出して，彼の持つもの全てを破壊してください。彼はきっと面と向かってあなたを侮辱します」。

または，「非難されるところがない」。


^  （ヨブ 2:2-5） エホバはサタンに，「どこから来たのか」と尋ねた。サタンはエホバに答えた。「地上を巡り，歩き回ってきました」。 3 エホバはサタンに言った。「私に仕えるヨブに注目したか。地上に彼のような人はほかにいない。神に忠誠を尽くす*正直な人で，神を畏れ，悪から離れている。今でも私に忠誠を尽くしている。あなたが私をけしかけ，不当にも彼を破滅させ*ようとしているのに」。 4 サタンはエホバに答えた。「誰でも自分の身が一番*です。人は自分の命を守るために，自分が持つもの全てを差し出します。 5 試しに，あなたの手を出して，彼の体に傷を負わせて*ください。彼はきっと面と向かってあなたを侮辱します」。

または，「非難されるところがない」。
直訳，「のみ込ませ」。
直訳，「皮膚のためには皮膚」。
直訳，「骨と肉にまで触れて」。


^  （ヨブ 1:12-19） エホバはサタンに言った。「いいだろう，彼の持つもの全てをあなたの手に委ねよう。ただし，彼自身に手を出してはならない！」 そこで，サタンはエホバの前から出ていった。 13 さて，ヨブの息子や娘が長男の家で食事をし，ぶどう酒を飲んでいた日のこと， 14 ある人がヨブの所に来て報告した。「牛が耕し，ロバが近くで草を食べていると， 15 シバ人が襲ってきました。家畜は奪われ，召し使いたちは剣で殺されました。私だけが逃げ延びたので，知らせに参りました」。 16 この人が話しているうちに，別の人が来て言った。「神の火*が天から下り，羊と召し使いたちを焼き尽くしました。私だけが逃げ延びたので，知らせに参りました」。 17 この人が話しているうちに，別の人が来て言った。「カルデア人の3つの集団が襲ってきて，ラクダが奪われ，召し使いたちは剣で殺されました。私だけが逃げ延びたので，知らせに参りました」。 18 この人が話しているうちに，さらに別の人が来て言った。「息子さんや娘さんは，ご長男の家で食事やぶどう酒を召し上がっていました。 19 すると突然，荒野の方から激しい風が家の四隅に吹き付け，家が倒れ，お子さんたちは下敷きになって亡くなりました。私だけが逃げ延びたので，知らせに参りました」。

もしかすると，「稲妻」。


^  （ヨブ 2:6-8） エホバはサタンに言った。「いいだろう，あなたの手に委ねよう。ただし，命を奪ってはならない！」 7 そこで，サタンはエホバの前から出ていき，ヨブの体に，頭のてっぺんから足の裏まで，痛みの伴う腫れ物*を生じさせた。 8 ヨブは土器のかけらを手に取って体をかき，灰の中に座っていた。

または，「ひどい潰瘍」。


^  （ヨブ 1:20-22） ヨブは立ち上がって衣服を引き裂き，髪を切り落とし，ひれ伏して， 21 言った。 「母から生まれた時は裸だった。だから裸で戻ろう。 エホバが与え，エホバが取り去った。 エホバの名が引き続き賛美されますように」。 22 こうしたことがあっても，ヨブは罪を犯さず，神を非難*しなかった。

または，「神のせいには」。


^  （ヨブ 2:9， 10） ヨブの妻はヨブに言った。「こうなってもまだ神に忠誠を尽くそうとするの？ 神を侮辱して死んでしまいなさい！」 10 しかし，ヨブは妻に言った。「まるで愚かな女性が話しているみたいだ。私たちは真の神から良いことだけを受けて，悪いことは受けないのだろうか」。この一連の出来事の中で，ヨブは言葉*で罪を犯すことがなかった。

直訳，「唇」。


^  （ヨブ 42:10-13） ヨブが友人たちのために祈った後，エホバはヨブの苦難を取り去り，再び豊かな生活を送らせた*。エホバは，ヨブが以前に持っていた物を，2倍にして与えた。 11 ヨブの兄弟姉妹やかつての友人が皆やって来て，ヨブの家で一緒に食事をした。皆は，エホバがヨブの身に生じるままにしたさまざまな災難のことで，同情して慰めた。一人一人がヨブに，お金と金の輪1つを贈った。 12 エホバがヨブを祝福したので，ヨブの残りの人生は以前よりも豊かになった。ヨブは，羊1万4000匹，ラクダ6000頭，牛1000対，雌ロバ1000頭を持つようになった。 13 さらに，息子7人と娘3人を持つようになった。

直訳，「エホバは捕らわれていたヨブを戻した」。


^  （ヨブ 42:16） こうしてヨブはさらに140年生き，自分の子供と孫，4世代を見た。



^  （伝 9:11） 私はこの地上で次のことも知るようになった。足の速い人がいつも競走に勝つわけでも，強い人が戦いに勝つわけでもない。また，賢い人がいつも食事にありつけるとは限らない。知的な人が裕福になるとも，知識がある人が成功するとも限らない。なぜなら，思いも寄らないことがいつ誰にでも起きるからだ。



^  （ヨブ 4:1） テマン人エリパズがそれを聞いて言った。



^  （ヨブ 4:8） 私が知る限り，有害なことを植える*人や， 面倒なことをまく人は，植えてまいたものを刈り取る。

または，「たくらむ」。


^  （ヨブ 2:3） エホバはサタンに言った。「私に仕えるヨブに注目したか。地上に彼のような人はほかにいない。神に忠誠を尽くす*正直な人で，神を畏れ，悪から離れている。今でも私に忠誠を尽くしている。あなたが私をけしかけ，不当にも彼を破滅させ*ようとしているのに」。

または，「非難されるところがない」。
直訳，「のみ込ませ」。


^  （格 27:11） わが子よ，賢くあって，私の心を喜ばせよ。 私をあざける*者に私が答えるためである。

または，「に挑む」。


^ （ヤコ 5:11） 私たちは，忍耐した人は幸せである*と考えます。皆さんはヨブの忍耐について聞き，ヨブがエホバ*のおかげでどんな結末を迎えたかを知っています。エホバ*は優しい愛情*にあふれ，憐れみ深い方なのです。

または，「祝福されている」。
付録A5参照。
付録A5参照。
または，「思いやり」。


^  （ヤコ 5:11） 私たちは，忍耐した人は幸せである*と考えます。皆さんはヨブの忍耐について聞き，ヨブがエホバ*のおかげでどんな結末を迎えたかを知っています。エホバ*は優しい愛情*にあふれ，憐れみ深い方なのです。

または，「祝福されている」。
付録A5参照。
付録A5参照。
または，「思いやり」。


^  （ヨブ 10:1， 2） 私は自分の命に嫌気が差す。 不満を述べ，ひどい苦しみのままに語る。  2 神に申し上げよう。 『私に有罪を宣告しないでください。 なぜ私と争っているのか教えてください。



^  （ヨブ 16:20） 友人が私をあざける。 私は涙を流して*神を見る。

もしかすると，「眠らずに」。


^  （ヨブ 3:1-26） その後，ヨブは話し始め，自分が誕生した日*のことを悪く言った。 2 ヨブは言った。  3 「私が生まれた日は滅んでしまえ。 『男の子が生まれた！』と誰かが言った夜も。  4 その日は闇となれ。 天の神に関心を払われることも， 光に照らされることもなくなってしまえ。  5 深い闇がその日を再び支配せよ*。 雨雲が垂れ込めよ。 昼を暗くするものがその日をおびえさせよ。  6 その夜は暗闇に捕らえられてしまえ。 1年のほかの日々と一緒に喜ぶことがあってはならない。 1年のどの月にも入ってはならない。  7 そうだ，その夜には何も生まれなくてよい。 喜びの声も聞かれなくてよい。  8 その夜に対して災いを宣告せよ。日に災いを宣告する者よ， レビヤタン*を目覚めさせることができる者よ。  9 その夜，出てくる星は暗くなれ。 その夜は昼の光を待って無駄に終われ。 夜明けの光を見てはならない。 10 私の母の腹の扉を閉じなかったからだ。 そのせいで私は災難を見ることになった。 11 なぜ私は生まれた時に死ななかったのだろう。 なぜ母の腹から出てきた時に息絶えなかったのだろう。 12 どうして私を乗せる膝があったのか。 どうして私を育てる乳房があったのか。 13 今ごろ，私は安らかに横たわっていただろう。 休んで眠っていただろう， 14 地上の王たちや助言者たち， 今は廃虚になっている*場所を自分のために建てた人たちと一緒に。 15 金を蓄えた高官たち， 家を銀で満たした人たちと一緒に。 16 なぜ私は，流産された子のように消えなかったのだろう。 なぜ，光を見ずに死ぬ子供のようにならなかったのだろう。 17 あそこでは悪人でさえも騒ぎ立てるのをやめ， 疲れた人たちも休んでいる。 18 囚人もくつろぎ， 自分たちを仕事に追いやる声を聞かない。 19 身分が低い人も高い人もあの場所では同じで， 奴隷は主人から自由にされている。 20 神はなぜ苦しむ人に光を見させ， ひどく苦悩する人に命を与えるのか。 21 なぜ死にたい人に死が訪れないのか。 その人は秘宝を掘り当てようとする以上に，死を求める。 22 墓を見つけて大喜びし，ほっとする。 23 神はなぜ道に迷った人に， ご自分が閉じ込めた人に，光を見させるのか。 24 私には食物の代わりにため息がある。 うめき声が水のように流れ出る。 25 恐れていたことが私に生じた。 怖がっていたことが私に降り掛かった。 26 平和も静寂も休息もなく，災難が続く」。

直訳，「自分の日」。
または，「闇と死の陰がその日を取り戻せ」。
ワニか他の大型の，力が強い水生動物のことと考えられている。
もしかすると，「荒れ果てた」。


^  （ヨブ 10:1-3） 私は自分の命に嫌気が差す。 不満を述べ，ひどい苦しみのままに語る。  2 神に申し上げよう。 『私に有罪を宣告しないでください。 なぜ私と争っているのか教えてください。  3 ご自分の手で造った人を退け，虐げるのは， 何かあなたのためになるのでしょうか。 悪人の助言に好意を示しておきながら。



^  （ヨブ 32:1， 2） 3人はヨブに話すのをやめた。ヨブが自分は正しいと確信していたからである。 2 さて，ラムの氏族のブズの子孫，バラクエルの子エリフは怒りに燃えた。なぜなら，ヨブが神の正しさよりも自分の正しさを証明しようとしたからだった。



^  （ヨブ 35:1， 2） エリフは続けた。  2 「あなたは『私は神よりも正しい』と言いました。 それほどまでに自分が正しいと確信しているのですか。



^  （ヨブ 6:3） 今それは海の砂よりも重い。 だから私は言葉が過ぎたのだ*。

または，「軽率に話してしまった」。


^  （ヨブ 6:26） 絶望した人の言葉は，風に吹き飛ばされるようなもの。 それなのに私の言葉を戒めようとたくらむのか。



^  （ヨブ 31:1-40） 私は自分の目と契約を結んだ。 だから若い女性に対して不適切な関心を向けることなどできない。  2 そんなことをすれば，天の神から頂く分け前はどうなるのだろう。 高い所にいる全能者から頂く財産はどうなるのだろう。  3 悪を行う人には災難が， 有害なことを行う人には不幸が待ち受けているのではないか。  4 神は私が歩く道を見，私の歩みを全て数えているのではないか。  5 私は不正直に*歩んだだろうか。 欺こうと足を急がせただろうか。  6 神に，正確なはかりで私を評価していただきたい。 神は私の忠誠心を知ってくださる。  7 もし私の歩みが正しい道からそれたり， 心が目に支配されたり， 手が汚れたりしたなら，  8 私が種をまいてもほかの誰かが食べ， 私が植えた物は引き抜かれる*がよい。  9 もし私が女性に心を引かれ， 仲間の戸口の所で待ち伏せしていたなら， 10 私の妻が別の男のために粉をひき， ほかの男たちが私の妻と関係を持つがよい。 11 私は，恥ずべき行いを， 裁かれて処罰される過ちをしたことになるからだ。 12 その行いは，滅ぼし尽くす火のようであり， 私のあらゆる作物の根までも焼き尽くす*。 13 召し使いの男や女が私に訴えてきたのに， もし私がその人たちを公正に扱わなかったなら， 14 神が私に立ち向かう時，私は何ができるだろう。 神に責任を問われる時，何と答えればよいだろう。 15 私を母の腹の中に造った方が，彼らを造ったのではないか。 私たちは同じ方に形作られて誕生したのではないか。 16 もし，貧しい人が望んでいる物を私が与えなかったなら， また，私がやもめに悲しい目をさせたなら， 17 また，私が自分の分を独りで食べ， 孤児にそれを分け与えなかったなら， 18 （私は若い時から，父親のようにその孤児の成長を見守り， 子供の頃から，そのやもめの手を引いてきた。） 19 もし私が，着る物がなくて死にそうな人や， 身を覆う物がない貧しい人を見たなら， 20 そして，その人が私の羊の毛で身を温めず， 私に感謝することもなかったなら， 21 また，孤児が町の門の所で私の助けを求めた*時に， もし私が孤児に向かってこぶしを振り上げたなら， 22 私の腕*は肩から落ちてしまうがよい。 私の腕は肘*の所で折れてしまうがよい。 23 私は神による災難を恐れていた。 神の威厳の前で立つことはできなかった。 24 もし私が金に頼ったり， 純金に向かって『私が頼る物よ！』と言ったりしたなら， 25 もし私が多くの物を手にしたことで， 増えた資産に喜んだなら， 26 もし，輝く太陽*や，進んでいく明るい月を見て， 27 私の心がひそかに誘われ， そうしたものを崇拝しようと自分の手に口づけしたなら， 28 それは裁かれて処罰される過ちだ。 天にいる真の神に背くことになるからだ。 29 私は敵が滅びるのを喜んだだろうか。 彼らに悪が降り掛かるのを見てひそかに笑っただろうか。 30 私は，敵が災いに遭って死ぬようにと願うことはしなかった。 そう願って言葉で罪を犯すことはしなかった。 31 私の天幕にいる人は， 『ご主人の食物で満腹にならない人がどこにいるか』と言わなかっただろうか。 32 私はよそから来た人*に外で夜を過ごさせはしなかった。 旅人のために戸を開けた。 33 私はほかの人のように自分の違反を隠そうとしただろうか。 自分の過ちを衣服の中に隠しただろうか。 34 私は群衆の反応を恐れただろうか。 また，他の氏族に侮辱されるのを恐れて沈黙し， 外に出るのが怖くなっただろうか。 35 誰かが聞いてくれればよいのに！ 私は自分が言ったことに署名しよう*。 全能者が答えてくださればよいのに！ 私を訴える方*が訴状を書いていればよいのに！ 36 私はそれを肩に載せて運び， それを冠のように頭に置こう。 37 私は自分の行い全てについてその方に釈明し， 地位が高い人のように堂々とその方に近づこう。 38 もし私の土地が私について不満を叫び， 畝も一緒になって泣いたなら， 39 もし私が土地の産物をただで食べたり， 土地の所有者を絶望させたりしたなら， 40 私のために小麦の代わりにいばらが生え， 大麦の代わりに悪臭のする雑草が生えるがよい」。 ヨブの言葉は終わった。

もしかすると，「不正直な人と」。
または，「私の子孫は根絶される」。
または，「作物を引き抜く」。
もしかすると，「私が町の門の所で支持を得ていた」。
または，「肩甲骨」。
または，「関節」，「上腕骨」。
直訳，「光」。
または，「外国人居住者」。
または，「これが私の署名だ」。
または，「私を訴える人」。


^  （ヨブ 31:35） 誰かが聞いてくれればよいのに！ 私は自分が言ったことに署名しよう*。 全能者が答えてくださればよいのに！ 私を訴える方*が訴状を書いていればよいのに！

または，「これが私の署名だ」。
または，「私を訴える人」。


^  （ヨブ 31:6） 神に，正確なはかりで私を評価していただきたい。 神は私の忠誠心を知ってくださる。



^  （ヨブ 40:4， 5） 「ご覧ください，私は取るに足りない者です。 何とお答えしましょう。 手で口を押さえるしかありません。  5 1度，いえ2度話しましたが，もう話しません。 何も言いません」。



^  （ヨブ 42:1-6） ヨブはそれを聞いてエホバに言った。  2 「私は今分かりました。 あなたは何でも行うことができる方です。 あなたが行おうとすることで，あなたに不可能なことはありません。  3 あなたはこうおっしゃいました。 『知らないのに，私の考えを覆い隠しているのは誰か』。 私は話しましたが，分かっていませんでした。 あまりにも素晴らしい事実を理解していませんでした。  4 こうもおっしゃいました。 『どうか聞いてほしい。私が話そう。 あなたに質問しよう。あなたは私に答えなさい』。  5 あなたのことを耳で聞いてはいましたが， 今ではあなたをこの目で見ております。  6 それで，言ったことを撤回し， 後悔して土と灰をかぶります」。



^  （出 16:6-8） モーセとアロンはイスラエル人全員に言った。「夕方，エジプトから連れ出してくださったのがエホバであることが必ず分かります。 7 朝，エホバの栄光を見ることになります。皆さんは私たちに対して不満を口にしていますが，私たちが何者だというのでしょうか。エホバは，その不満をご自分に対するものとして聞きました」。 8 モーセはさらに言った。「エホバが夕方に肉を，朝にパンを与えて満足するまで食べさせてくださる時，皆さんは，口にしている不満をエホバが聞いたということが分かります。私たちが何者だというのでしょうか。皆さんの不満は，私たちではなくエホバに対するものなのです」。



^  （民 11:10-14） モーセは，民がどの家族も，それぞれ自分の天幕の入り口で泣いているのを聞いた。エホバは非常に怒り，モーセも不快に思った。 11 モーセはエホバに言った。「どうして私を苦しめるのですか。どうして私はあなたの好意を得られず，この民全てを重荷として負わされているのでしょうか。 12 私がこの民全てを身ごもったのでしょうか。彼らを産んだのは私でしょうか。それであなたは私に，父祖たちに誓った土地に連れていくため，『子守が赤ん坊を抱くように彼らを懐に入れて抱きなさい』とおっしゃるのですか。 13 この民全てに与える肉がどこで手に入るでしょうか。民は私の前で泣き続け，『肉を食べさせてくれ』と言っているのです。 14 私独りで，この民全てを負うことはできません。私には無理です。



^  （民 14:1-4） 民全員が声を上げ，夜通し大声で泣き続けた。 2 イスラエル人は皆モーセとアロンに対して不満を口にし始め，民全体がこう言った。「私たちはエジプトで死んでいればよかった。あるいは，この荒野で死んでいればよかった。 3 どうしてエホバは私たちをこの土地に連れてきて，剣によって倒れるようにするのか。妻や子供たちも連れ去られてしまう。エジプトに戻った方がよいのではないか」。 4 民は，「指導者を立ててエジプトに戻ろう」と言い合うまでになった。



^  （民 14:11） エホバはモーセに言った。「この民はいつまで私に不敬な振る舞いをするのか。私が彼らの間で行った全ての奇跡*を見ながら，いつまで私に信仰を持たないのか。

直訳，「しるし」。


^  （民 16:41） その次の日，イスラエル人の民全体がモーセとアロンに対して不満を口にし始め，「あなたたちはエホバの民を死なせた」と言った。



^  （民 16:49） この神罰で死んだ人は1万4700人で，ほかにコラの件で死んだ人たちがいた。



^  （民 17:5） 私が選ぶ人のつえから芽が出る。こうして私は，イスラエル人が私に対して，またあなたたちに対して口にしている不満を静める」。



^  （詩 106:32， 33） 父祖たちはメリバ*の水の所で神を怒らせ， モーセは彼らのせいで災いに遭った。 33 彼らが感情を刺激したので， モーセは軽率な発言をした。

意味，「言い争い」。


^  （申 32:50-52） あなたは，これから登るその山で死に，先祖たちと共に横たわる。兄のアロンがホル山で死んで先祖たちと共に横たわったように。 51 2人とも，チンの荒野にあるカデシュのメリバの水の所で，イスラエル人の間で私に不忠実だったからだ。イスラエルの民の前で私を神聖なものとしなかったのだ。 52 あなたは，私がイスラエルの民に与える土地を遠くから見るが，そこに入ることはない」。



^ （ヘブ 10:36） 皆さんには忍耐が必要です。神の望むことを行った後，約束されたものを受けるためです。



^  （ヘブ 10:36） 皆さんには忍耐が必要です。神の望むことを行った後，約束されたものを受けるためです。



^  （格 12:18） 心ない*発言は剣のように突き刺し， 賢い人たちの舌は人を癒やす。

または，「軽率な」。


^  （ヨハ一 5:14） 私たちは神について次の確信を持っています*。神は，私たちが神の意志に沿って願い求めることは何でも聞いてくださるのです。

または，「私たちは気後れせずに神に語り掛けることができます」。


^  （代二 16:9） エホバは，心の全てがご自分に向いている人の力*になろうとして，世界中に目を行き届かせています。今回の件であなたは愚かなことをしました。これからあなたに対する戦争があります」。

または，「支え」。


^  （ヤコ 1:5） 皆さんの中に知恵の欠けた人がいるなら，その人は神に求め続けてください。神はとがめたり*せず，全ての人に惜しみなく与えてくださるからです。求め続ければ与えられます。

または，「あら探しをしたり」。


^  （ヘブ 12:5-7） そして，皆さんに子と呼び掛けている次の言葉をすっかり忘れてしまっています。「わが子よ，エホバ*からの矯正を軽く見てはならない。神に正されるとき，諦めてはならない。 6 エホバ*は愛する人を矯正するからだ。ご自分が子として迎え入れる人を皆むち打つ*のである」。 7 皆さんは矯正*の一環として忍耐する必要があります。神は皆さんを子として扱っています。父親から矯正を受けない子がいるでしょうか。

付録A5参照。
付録A5参照。
または，「罰する」。
または，「訓練」。


^  （コリ二 13:11） 最後に，兄弟たち，これからも喜び，正され，慰められ，同じ考え方をし，平和に生活してください。そうすれば，愛と平和の神が共にいてくださいます。



^  （創 3:1-6） さて，エホバ神が造った野生動物の中で蛇が最も用心深かった*。蛇が女に言った。「あなたたちは庭園の全ての木の実を食べてはならない，と神が言ったのは本当ですか」。 2 女は蛇に言った。「私たちは庭園の木の実を食べてよいのです。 3 でも，庭園の真ん中にある木の実について，神は，『食べてはならない。触れてもならない。食べたり触れたりするなら死ぬ』と言いました」。 4 蛇は女に言った。「あなたたちは決して死にません。 5 その木の実を食べた日に，目が開かれ，あなたたちが神のようになって善悪を知るようになることを神は知っているのです」。 6 そこで女がその木を見ると，おいしそうな実が付いていて，魅力的な美しい木に見えた。それで女はその木の実を取って食べ始めた。その後，一緒にいた時に夫にも渡した。夫もそれを食べ始めた。

または，「利口だった」。


^  （ロマ 5:12） このような訳で，1人の人によって人類に罪が入り，罪によって死が入り，こうして，全ての人が罪人になったために，死が全ての人に広がったように―。



^  （啓 21:3， 4） その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。 4 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^  （ヨブ 7:17-21） 死にゆく人間が何者なので， あなたは気に掛けるのですか。注意を払うのですか。 18 なぜ毎朝詳しく調べ，いつも試すのですか。 19 私から視線をそらさないのですか。 私を放っておかないのですか。唾をのみ込む時間さえ与えないのですか。 20 人間を見ている方よ，私が罪を犯したとしても，あなたに何の害が及ぶでしょうか。 どうして私を標的にするのですか。 私はあなたにとって重荷となりましたか。 21 どうして私の違反を許さず， 私の過ちを見過ごしてくださらないのですか。 私はもうすぐ横たわり，土に戻ります。 あなたが捜す時，私はいません」。



^ （ヨブ 34:12） 神は絶対に悪を行わず， 全能者は絶対に公正を曲げません。



^  （ヘブ 4:12） 神の言葉は生きていて，力を及ぼし，どんな両刃の剣よりも鋭く，人の外面*と内面*，骨*と骨髄を分けるほど深く刺し通して，心の中にある考えや願いを明らかにすることができます。

ギリシャ語，プシュケー。用語集参照。
ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
直訳，「関節」。


^  （ヨブ 19:23， 24） 私の言葉が書かれたらよいのに！ 書き記されたらよいのに！ 24 鉄の筆記具*と鉛で，永久に岩に彫り込まれたらよいのに！

または，「尖筆」。


^  （ヨブ 34:12） 神は絶対に悪を行わず， 全能者は絶対に公正を曲げません。









研究記事 49




44番の歌 謙遜な人の祈り



アドバイスするとき，ヨブ記が役立つ



「ヨブ，私の言葉を聞いてください」。ヨブ 33:1




ポイント

ヨブ記からどうすれば良いアドバイスができるか学べます。




1-2. ヨブの3人の友人とエリフは，どんな難題に取り組む必要がありましたか。


あなたの答え



裕福なヨブが全てを失った，という衝撃的なニュースが広まります。ヨブの身に降り掛かったことを聞いたエリパズ，ビルダド，ツォファルは，ヨブを慰めるためウツにやって来ます。3人は苦しんでいるヨブの姿を目の当たりにしてショックを受けます。

2 ヨブは何もかも失っていました。たくさんの羊や牛，ラクダやロバを奪われ，子供たちや召し使いたちを殺されました。子供たちがいた家も倒壊してしまいました。追い打ちをかけるように，ヨブの体には痛みの伴う腫れ物ができました。憔悴して灰の中に座っているヨブを，3人の友人は遠くから眺めています。彼らはどうするでしょうか。耐え難い苦痛を味わっているヨブが目の前にいるのに，なんと7日間もヨブに一言も話し掛けませんでした。（ヨブ 2:12，13）そこへ，エリフという若い男性がやって来て3人の近くに座ります。ついにヨブが沈黙を破り，「いっそ生まれてこなかった方がよかった」と言います。（ヨブ 3:1-3，11）ヨブは慰めてもらう必要がありました。では，エリフと3人の友人はヨブに何を言うでしょうか。どんな言い方をするでしょうか。そこに，本当にヨブのことを気遣っているかどうかが表れます。

 3. この記事ではどんなことを学びますか。


あなたの答え



3 エホバは，3人の友人とエリフが言ったことやしたことをモーセに記録させました。注目したい点があります。エリパズの発言の一部は邪悪な天使の影響を受けていたと思われます。一方，エリフの発言はエホバの聖なる力に導かれていました。（ヨブ 4:12-16; 33:24，25）それで，ヨブ記には最高のアドバイスと最悪のアドバイスの両方が含まれています。ヨブ記を読むと，アドバイスするときに覚えておきたいことが学べます。まず3人の友人の悪い例を，次にエリフの良い例を考えます。そういう記録がどのようにイスラエル人にとってためになったか，現代の私たちにどのようにためになるかも学びます。

3人の友人はどのようにアドバイスしたか

 4. 3人の友人のしたことがヨブにとって慰めにならなかったのはどうしてですか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



4 3人の友人は，つらい思いをしている「ヨブに同情して慰め」るために来ていました。（ヨブ 2:11）でも，慰めるためにしたことが逆効果になってしまいました。どうしてでしょうか。少なくとも3つの原因があります。1つ目に，ヨブの話をきちんと聞きもせず，結論を急いでしまいました。例えば，ヨブが苦しんでいるのは犯した罪の罰を受けているからだという考え違いをしました。* （ヨブ 4:7; 11:14）2つ目に，3人のアドバイスは不親切でヨブを傷つけました。もっともらしく聞こえても，中身のないアドバイスでした。（ヨブ 13:12）ビルダドはヨブに，いつまで話し続けるのかと2度も冷たく言いました。（ヨブ 8:2; 18:2）ツォファルは，ヨブが「愚か」だと決め付けました。（ヨブ 11:12）3つ目に，3人はヨブに声を荒げることはなかったかもしれませんが，見下した，嫌みっぽくて責めるような話し方をしました。（ヨブ 15:7-11）結局のところ，3人は傷ついたヨブの心を癒やし，エホバをもっと信じるよう助けるどころか，ヨブの間違いを証明することに夢中になってしまいました。



[image: 友人の1人がヨブを問い詰めている。ほかの2人がその様子を見ている。体中に腫れ物ができたヨブは地面に座ってつらそうに聞いている。]

アドバイスするとき，見下すような言い方をしない。相手を助けることを目指す。（4節を参照）







 5. 3人の友人のアドバイスはヨブにどんな影響を与えましたか。


あなたの答え



5 ヨブが3人の言葉に慰められるどころか，打ちのめされたのも当然です。（ヨブ 19:2）自分を弁護したくなったのも無理はありません。ヨブはバランスの取れた考え方ができなくなり，言うべきではないことを言ってしまいます。（ヨブ 6:3，26）3人は，エホバがヨブに伝えたいと思っていることを話すことができませんでした。ヨブを思いやることもできませんでした。そのつもりはなかったとはいえ，サタンにいいように使われてしまいました。（ヨブ 2:4，6）ヨブの物語のこの部分はイスラエル人にとってどのようにためになったでしょうか。私たちにとってはどのようにためになりますか。

 6. イスラエルの長老たちは，ヨブの3人の友人たちの悪い例からどんなことを学べたはずですか。


あなたの答え



6 イスラエル人にとってどのようにためになったか。エホバはイスラエル国民に律法を与えた後，民を正しく裁くため，信頼できる男性たちを選びました。（申 1:15-18; 27:1）そういう長老たちは，アドバイスしたり裁いたりする前にまず相手の話をよく聞く必要がありました。（代二 19:6）自分が全ての事実を知っていると思い込むのではなく，質問することも大切でした。（申 19:18）助けを求めてきた人たちに，きつい話し方をするべきではありませんでした。いらいらした気持ちが伝わると，相手は心を閉ざして本当のことを言わなくなってしまうかもしれません。（出 22:22-24）イスラエルの長老たちは，ヨブの物語からたくさん学べたはずです。

 7. イスラエル人はヨブの物語からどんなことを学べたはずですか。（格言 27:9）


あなたの答え



7 仲間にアドバイスしたのは長老たちだけではありませんでした。老若男女を問わず，全てのイスラエル人がお互いにアドバイスできました。改善点を指摘したり，仲間がエホバともっと親しくなれるようにしたりするためです。（詩 141:5）相手のためを思ってアドバイスするのは，本物の友情の証しです。（格言 27:9を読む。）イスラエル人は誰かにアドバイスしようと思うとき，ヨブの3人の友人を反面教師にできたはずです。アドバイスするときにどんなことを言うべきではないか，どんなことをするべきではないかが学べたからです。

 8. アドバイスするとき，どんなことに気を付けるべきですか。（写真も参照。）


あなたの答え



8 私たちにとってどのようにためになるか。私たちは，兄弟姉妹が苦しんでいるとき力になりたいと思います。でも，ヨブの3人の友人のようになってはいけません。まず，アドバイスする前によく事実を確認します。結論を急いだりしません。次に，聖書を基にしてアドバイスします。エリパズのように，自分の考えで話すべきではありません。（ヨブ 4:8; 5:3，27）さらに，相手を責めるような冷たい話し方をしないようにします。もちろんエリパズもほかの2人も，正しいことを何も言わなかったわけではありません。後にパウロがエリパズの言葉を引用したほどです。（ヨブ 5:13をコリント第一 3:19と比較。）でも3人はほとんどの発言の中で，エホバについて事実とは違うことを言い，ヨブを傷つけました。それで，そのことをエホバからはっきり指摘されました。（ヨブ 42:7，8）私たちもアドバイスするとき，相手に「エホバは厳しい」とか「エホバは愛してくれていない」などと思わせたくはありません。次にエリフから学べることを考えましょう。



[image: 兄弟が，つらそうにしている兄弟に優しくアドバイスしている。1. 兄弟がつらそうにしている兄弟の話をじっくり聞いている。2人は家の外で座っていて，テーブルの上にはジュースが置かれている。2. 話を聞いている兄弟が聖書を開いている。3. 兄弟が聖書から優しくアドバイスし，つらそうにしていた兄弟は穏やかに聞いている。]

アドバイスするとき心掛けたいこと。（1）事実を確認する，（2）聖書を使う，（3）温かい話し方をする。（8節を参照）







エリフはどのようにアドバイスしたか

 9. 3人の友人とのやりとりの後，ヨブが慰め正してもらう必要があったのはどうしてですか。エホバはどうやってヨブを助けましたか。


あなたの答え



9 ヨブと3人の友人のやりとりの後，その場の空気はとても張り詰めていたはずです。聖書の28の章にも及ぶ長い話し合いでしたが，ほとんどは怒りやいら立ちに任せた発言でした。ヨブは心の傷が全く癒えていません。慰めてもらい，正してもらう必要があります。エホバはどうやってヨブを助けるでしょうか。エリフを通してヨブにアドバイスします。でも，エリフはすぐに話さず，ヨブと3人の友人の話し合いが終わるのを待っていました。どうしてでしょうか。こう言っています。「私は若く，皆さんはお年を召しています。それで私は敬意を込めて身を引き……ました」。（ヨブ 32:6，7）エリフは，人生経験のある年長の人の方が，若い人よりも知恵があるということを分かっていました。確かにその通りです。でも，エリフはヨブと3人のやりとりを聞いて，黙っていられなくなりました。こう言っています。「ただ年を取れば賢くなるのでも，ただ年を重ねれば正しい事を理解するのでもありません」。（ヨブ 32:9）では，エリフはどんなことをどんなふうに話すでしょうか。

10. エリフはヨブにアドバイスする前に何をしましたか。（ヨブ 33:6，7）


あなたの答え



10 エリフはヨブにアドバイスする前に，まず自分の感情をコントロールしました。聖書によると，エリフはヨブの話を聞いて怒りを感じていました。（ヨブ 32:2-5）それでも腹立ち紛れにヨブを非難したりはしませんでした。それどころか，「見てください，真の神の前で私はあなたと同じです」と言って，ヨブをほっとさせました。そうやって，緊張した雰囲気を和らげるようにしました。（ヨブ 33:6，7を読む。）それからエリフは，ヨブの6回の発言のポイントを簡潔にまとめて，ヨブの話をよく聞いていたことを伝えます。（ヨブ 32:11; 33:8-11）エリフは，その後ヨブにアドバイスした時も，ヨブの言葉を繰り返しています。（ヨブ 34:5，6，9; 35:1-4）

11. エリフはヨブにどのようにアドバイスしましたか。（ヨブ 33:1）


あなたの答え



11 エリフは，ヨブに思いやり深く敬意を込めてアドバイスしました。例えば，ヨブに名前で呼び掛けました。ほかの3人は一度もそうしなかったようです。（ヨブ 33:1を読む。）それに，アドバイスするときも，ヨブにも話すチャンスを与えました。もしかするとエリフは，ヨブと3人のやりとりを聞いていて自分も話したいという気持ちになったことを思い出したのかもしれません。（ヨブ 32:4; 33:32）ヨブの間違った考え方をはっきり指摘しつつ，エホバの知恵や力，公正さ，揺るぎない愛に目を向けられるよう優しく助けました。（ヨブ 36:18，21-26; 37:23，24）こういうエリフのアドバイスのおかげで，ヨブはエホバからのアドバイスを聞く心の準備ができました。（ヨブ 38:1-3）エリフの手本は，イスラエル人にとってどのようにためになったでしょうか。私たちにとってはどのようにためになりますか。

12. エホバは預言者たちを通して，どのようにイスラエル国民を助けましたか。イスラエル人はエリフからどんなことを学べたはずですか。


あなたの答え



12 イスラエル人にとってどのようにためになったか。エホバは預言者たちを通してイスラエル人を教え，正しました。例えば，裁き人の時代，デボラがまるで母親のように国民を守り，世話しました。サムエルは若い頃からエホバのメッセージをみんなに伝えました。（裁 4:4-7; 5:7。サム一 3:19，20）王たちの時代にも，エホバは次々と預言者たちを遣わしました。国民が正しくエホバを崇拝できるよう助けるため，またエホバに従わなくなった人たちを正すためです。（サム二 12:1-4。使徒 3:24）そういう役割を任されたイスラエル人は，ヨブ記に出てくるエリフから，アドバイスするときに何をどのように言うべきかが学べたはずです。

13. どのように仲間を元気づけることができますか。


あなたの答え



13 私たちにとってどのようにためになるか。私たちも，預言者たちのように神の考えを聖書から人に伝えます。また，言葉で仲間の兄弟姉妹を慰め，元気づけます。（コリ一 14:3）長老たちが兄弟姉妹に「慰めの言葉を掛け」るのは特に大切なことです。感情的になったり「言葉が過ぎ」てしまったりする人にもそうします。（テサ一 5:14。ヨブ 6:3）

14-15. 長老はアドバイスするとき，どのようにエリフに倣えますか。


あなたの答え



14 例えばある長老が，会衆の姉妹が落ち込んでいる，と聞いたとします。それで長老はほかの兄弟と一緒に，姉妹を励ますために家に行きます。姉妹はネガティブな気持ちを口にします。集会にも奉仕にも行っているけど楽しくない，と言います。長老はどうするでしょうか。

15 まず，兄弟は姉妹がそのようにつらく感じている本当の理由を知ろうとします。そのために姉妹の話をじっくり聞きます。自分はエホバに愛してなんかもらえないと感じているのでしょうか。「生活上の心配事」でいっぱいいっぱいになってしまっているのでしょうか。（ルカ 21:34）それから，姉妹のよく頑張っているところを褒めます。例えば，気持ちが晴れなくても集会に出席し，伝道に出ていることです。姉妹の状況や落ち込んでいる理由が分かったら，長老は聖書を使い，エホバが姉妹を愛していることを信じられるように助けます。（ガラ 2:20）

ヨブ記から学び続ける

16. ヨブ記はどのように役立ちますか。


あなたの答え



16 ヨブ記は本当にためになる本です。前の記事で考えたように，つらいことが起きるのを神が止めない理由や，苦しいときもどんなふうに忍耐できるかを学べます。この記事ではどうすれば良いアドバイスができるかを考えました。ヨブの3人の友人ではなく，エリフに倣いましょう。誰かにアドバイスするときには，ヨブ記から学んだことを思い出してみるのはどうでしょうか。最近ヨブ記を読んでいないなら，ぜひ読み返してみましょう。ヨブ記は今でもとても役立つ本だからです。



何を学びましたか


	  ヨブの3人の友人の例からすると，アドバイスするときどんなことに気を付けるといいですか。


あなたの答え





	  エリフはヨブにどのようにアドバイスしましたか。


あなたの答え





	  ヨブ記から学び続けるにはどうしたらいいですか。


あなたの答え












125番の歌 「憐れみ深い人たちは幸福」



^  エリパズは，邪悪な天使の影響を受けてしまっていたため，エホバは人間を正しいなどとは思っていない，だから人間が神に喜んでもらうことは決してできない，と考えていたようです。エリパズはそういう思考パターンにとらわれていました。3回の発言全てで同じような趣旨のことを言っています。（ヨブ 4:17，18; 15:15，16; 22:2）






^ （ヨブ 33:1） ヨブ，私の言葉を聞いてください。 私が語る全てを聞いてください。



^  （ヨブ 2:12， 13） そして遠くからヨブを見たが，本人だと分からなかった。3人は大声で泣いて衣服を引き裂き，土を頭上に放り上げた。 13 7日間ずっと*，ヨブと一緒に地面に座っていた。ヨブの痛みが大変ひどいのを見て，誰も話し掛けなかった。

直訳，「7日7夜」。


^  （ヨブ 3:1-3） その後，ヨブは話し始め，自分が誕生した日*のことを悪く言った。 2 ヨブは言った。  3 「私が生まれた日は滅んでしまえ。 『男の子が生まれた！』と誰かが言った夜も。

直訳，「自分の日」。


^  （ヨブ 3:11） なぜ私は生まれた時に死ななかったのだろう。 なぜ母の腹から出てきた時に息絶えなかったのだろう。



^  （ヨブ 4:12-16） さて，1つの言葉がひそかに私に伝えられ， ささやき声が私の耳に届いた。 13 夜，人々が深く眠っている時， 私は夢を見て不安に駆られ， 14 ひどい恐怖に襲われた。 体中の骨が恐れで満たされた。 15 何か*が顔の上を通り過ぎた。 私は身の毛がよだった。 16 それは立ち止まったが， その姿は分からなかった。 何かがぼんやりと見え， 静けさの後に，声が聞こえた。

または，「見えない力」。


^  （ヨブ 33:24， 25） 神はその人に親切を示して言います。 『彼が墓穴に下らないようにしなさい！ 私は贖い*を見いだした！ 25 彼の肉体を若い頃よりも元気にし， 彼を活力にあふれた若い日々に戻そう』。

用語集参照。


^  （ヨブ 2:11） ヨブの3人の友人*は，ヨブに生じた数々の災難について聞いた。テマン人エリパズ，シュアハ人ビルダド，ナアマ人ツォファルである。3人はヨブに同情して慰めようと，一緒に行く約束をし，それぞれ自分の所からやって来た。

または，「知人」。


^  （ヨブ 4:7） 思い出してほしい。 無実なのに滅びた人がいるだろうか。 正直な人がいつ滅ぼされただろうか。



^  （ヨブ 11:14） もし悪いことをしているのなら，やめなさい。 あなたの天幕に不正を住まわせてはならない。



^  （ヨブ 13:12） あなた方の賢い*言葉は灰の格言だ。 あなた方の言い分は粘土の盾のようにもろい。

または，「ありがたい」。


^  （ヨブ 8:2） 「いつまでそんなふうに話し続けるのか。 あなたの口から出る言葉は強い風にすぎない！



^  （ヨブ 18:2） 「いつになったら，そのひどい話をやめるのか。 物分かりが良ければ，私たちが話してあげよう。



^  （ヨブ 11:12） 愚かな人は，野ロバが人間を産まない*限り，理解力が得られない。

または，「が人間として生まれない」。


^  （ヨブ 15:7-11） あなたは誰よりも先に生まれたのか。 丘よりも前に生まれたのか。  8 神の内密の話を聞くのか。 知恵はあなたにしかないのか。  9 私たちが知らないどんなことを，あなたは知っているのか。 私たちが理解していないどんなことを，あなたは理解しているのか。 10 私たちの中には白髪の人も老人もいる。 あなたの父親よりずっと年上の人も。 11 あなたは神に十分慰めてもらったではないか。 優しい言葉がまだ足りないというのか。



^  （ヨブ 19:2） 「いつまで私をいら立たせ，言葉で打ちのめすのか。



^  （ヨブ 6:3） 今それは海の砂よりも重い。 だから私は言葉が過ぎたのだ*。

または，「軽率に話してしまった」。


^  （ヨブ 6:26） 絶望した人の言葉は，風に吹き飛ばされるようなもの。 それなのに私の言葉を戒めようとたくらむのか。



^  （ヨブ 2:4） サタンはエホバに答えた。「誰でも自分の身が一番*です。人は自分の命を守るために，自分が持つもの全てを差し出します。

直訳，「皮膚のためには皮膚」。


^  （ヨブ 2:6） エホバはサタンに言った。「いいだろう，あなたの手に委ねよう。ただし，命を奪ってはならない！」



^  （申 1:15-18） 私は，部族の長，賢くて経験のある男性たちを，皆さんを導く人として，千人長，百人長，五十人長，十人長，部族の役人に任命しました。 16 その時，私は裁判人たちに指示しました。『兄弟たちの間の問題を扱う時，兄弟たち同士あるいは兄弟と外国人居住者とを正しく裁かなければなりません。 17 裁きの時に不公平であってはなりません。身分の低い人が述べることを，身分の高い人の場合と同じように聞くべきです。人を恐れてはなりません。裁きは神から来るからです。皆さんにとって難し過ぎる件は私の所に持ってきてください。私が聞きます』。 18 私はその時，皆さんが行うべきことを全て指示しました。



^  （申 27:1） モーセはイスラエルの長老たちと一緒に，民にこう命じた。「私が今日命じるおきて全てを守りなさい。



^  （代二 19:6） それから裁判人たちに言った。「自分がすることをよく考えなさい。皆さんは人のためではなくエホバのために裁くからです。判決を下す時，神は皆さんと共にいてくださいます。



^  （申 19:18） 裁判人たちは徹底的に調査します。もしその証人が偽りの証言をしており，自分の兄弟に無実の罪を着せていたのであれば，



^  （出 22:22-24） どんなやもめや父親のいない子供*も苦しめてはならない。 23 もし苦しめるようなことがあって，その人が私に向かって叫ぶなら，私は間違いなくその叫びを聞く。 24 私は怒りに燃え，あなたたちを剣で殺す。あなたたちの妻はやもめになり，子供たちには父親がいなくなる。

または，「孤児」。


^ （格 27:9） 油と香は心を喜ばせる。 誠実な助言を与えてくれる友もそうである。



^  （詩 141:5） 正しい人が私を打つとしても，それは揺るぎない愛の表れです。 私を戒めるとしても，それは頭に注がれる油のようであり， 私がそれを拒むことはありません。 彼らが災難に遭う時，私は祈り続けます。



^  （格 27:9） 油と香は心を喜ばせる。 誠実な助言を与えてくれる友もそうである。



^  （ヨブ 4:8） 私が知る限り，有害なことを植える*人や， 面倒なことをまく人は，植えてまいたものを刈り取る。

または，「たくらむ」。


^  （ヨブ 5:3） 愚かな人は勢いづいたが， 突然その人の住まいは災いに遭った。



^  （ヨブ 5:27） さあ，私たちはこうしたことを調べ，事実だと知った。 聞いて，受け入れなさい」。



^  （ヨブ 5:13） 神は，賢い人がその人自身のずる賢さに捕らわれるようにする。 抜け目がない人の計画が行き詰まるようにする。



^  （コリ一 3:19） この世の知恵は神にとっては愚かなものだからです。「神は，賢い人がその人自身のずる賢さに捕らわれるようにする」と書かれています。



^  （ヨブ 42:7， 8） エホバはヨブに話し終えた。エホバはテマン人エリパズにこう言った。 「私の怒りは，あなたとあなたの2人の友人に対して燃えている。あなたたちは，私に仕えるヨブとは異なり，私について真実を語らなかった。 8 さあ，雄牛7頭と雄羊7匹を連れて，私に仕えるヨブの所に行き，自分たちのために全焼の犠牲を捧げなさい。私に仕えるヨブがあなたたちのために祈る。愚かなことをしたあなたたちを処罰しないでほしいと。私はその願いを必ず聞き入れる。あなたたちは，私に仕えるヨブとは異なり，私について真実を語らなかった」。



^  （ヨブ 32:6， 7） そこでブズの子孫，バラクエルの子エリフは話し始めた。 「私は若く，皆さんはお年を召しています。 それで私は敬意を込めて身を引き， 自分が知っている事を述べませんでした。  7 『年老いた者*が語り， 年を重ねた者が知恵を知らせればよい』と考えました。

直訳，「日々」。


^  （ヨブ 32:9） ただ年を取れば賢くなる*のでも， ただ年を重ねれば正しい事を理解するのでもありません。

または，「多くの日々だけが人を賢くする」。


^ （ヨブ 33:6， 7） 見てください，真の神の前で私はあなたと同じです。 私も粘土で形作られました。  7 ですから，あなたが私を恐れておびえることはありません。 私のせいで圧倒されることもありません。



^  （ヨブ 32:2-5） さて，ラムの氏族のブズの子孫，バラクエルの子エリフは怒りに燃えた。なぜなら，ヨブが神の正しさよりも自分の正しさを証明しようとしたからだった。 3 またエリフは，ヨブの3人の友人が答えを見つけるどころか神を悪者扱いしたので，非常に怒った。 4 エリフはその人たちが年上だったので，ヨブに話し掛けるのを控えていた。 5 ところが3人が何も言えなくなったのを見て，怒りに燃えた。



^  （ヨブ 33:6， 7） 見てください，真の神の前で私はあなたと同じです。 私も粘土で形作られました。  7 ですから，あなたが私を恐れておびえることはありません。 私のせいで圧倒されることもありません。



^  （ヨブ 32:11） 私は皆さんの言葉を待ちました。 皆さんが何を言おうかと考えながら話す間， 皆さんの言い分をずっと聞いていました。



^  （ヨブ 33:8-11） あなたの言葉が私の耳に入りました。 私は次の言葉を確かに聞きました。  9 『私は清く，違反がない。 私は清く，過ちがない。 10 それなのに神は，私に敵対する理由を見つけ， 私を敵と見なす。 11 神は私に足かせをはめ， 私がどこに行っても監視する』。



^  （ヨブ 34:5， 6） ヨブは言いました。 『私は正しい。しかし神は私を公正に扱わなかった。  6 自分がどんな判決を受けるかについてうそをつけるだろうか。 私の傷は治らない。違反を犯していないのに』。



^  （ヨブ 34:9） 『神に喜んでいただこうとしても， 何の得があるだろう』と言いました。



^  （ヨブ 35:1-4） エリフは続けた。  2 「あなたは『私は神よりも正しい』と言いました。 それほどまでに自分が正しいと確信しているのですか。  3 『あなた*に何の関係があるのですか。 罪を犯す人でも，これほどの目に遭うことはあるでしょうか』とも言っています。  4 私があなたに答えましょう。 あなたの友人たちにもです。

神のことを指していると思われる。


^ （ヨブ 33:1） ヨブ，私の言葉を聞いてください。 私が語る全てを聞いてください。



^  （ヨブ 33:1） ヨブ，私の言葉を聞いてください。 私が語る全てを聞いてください。



^  （ヨブ 32:4） エリフはその人たちが年上だったので，ヨブに話し掛けるのを控えていた。



^  （ヨブ 33:32） 言いたいことがあるなら，私に言ってください。 話してください。あなたの正しさを証明したいのです。



^  （ヨブ 36:18） それで，憤りのままに恨みを抱くことがないよう気を付けてください。 多額の賄賂によって道を踏み外さないでください。



^  （ヨブ 36:21-26） 悪に向かわないように用心してください。 苦悩したくないからといって，悪を行おうとしてはなりません。 22 神には，強い力があります。 神のような教師がいるでしょうか。 23 神に道を指し示した*人はいますか。 『あなたがしたことは間違っている』と神に言った人がいますか。 24 神の行いをたたえることを忘れないでください。 神の行いについて人々は歌いました。 25 全ての人が神の行いを見ました。 死にゆく人間が遠くから見ます。 26 神の偉大さは私たちの理解をはるかに超えています。 神の年の数はとうてい理解できません*。

もしかすると，「神の道を批判した」，「神に弁明を求めた」。
または，「計り知れません」。


^  （ヨブ 37:23， 24） 全能者を理解することなど，私たちには到底できません。 神は偉大な力を持っており， ご自分の公正さと正しさを曲げることは決してありません。 24 それで，人は神を畏れなければなりません。 神は，自分が賢いと思っている人に好意を示すことはありません」。



^  （ヨブ 38:1-3） そこでエホバは暴風の中からヨブに言った。  2 「知らないのに言葉を発し， 私の考えを覆い隠しているのは誰か。  3 男らしく，私の問いに向き合ってみなさい。 私はあなたに質問しよう。あなたは私に答えなさい。



^  （裁 4:4-7） その頃，ラピドトの妻である女預言者デボラがイスラエルを裁いていた。 5 彼女は，エフライムの山地，ラマとベテルの間にあるデボラのヤシの木の下に座っていた。イスラエル人は裁きを求めて彼女の所に上ってくるのだった。 6 デボラはアビノアムの子バラクをケデシュ･ナフタリから呼び寄せ，こう言った。「イスラエルの神エホバは命じました。『さあ，タボル山に進軍*しなさい。ナフタリとゼブルンから1万人を連れていくように。 7 私は，ヤビンの軍隊の長シセラ，彼の戦車と部隊をあなたの所に，キションの川*に連れてきて，あなたを勝たせる』」。

または，「展開」。
または，「ワジ」。


^  （裁 5:7） イスラエルに村人がいなくなった。 彼らがいなくなり，ついに私，デボラは立ち上がった。 イスラエルで母として立ち上がった。



^  （サム一 3:19， 20） サムエルはさらに成長していった。エホバが共にいて，彼の言葉をどれも実現させた。 20 イスラエル全体はダンからベエル･シェバまで，サムエルがエホバの預言者として認められたことを知った。



^  （サム二 12:1-4） それでエホバはナタンをダビデの所に遣わした。ナタンはダビデの所に来て言った。「ある町に2人の男性がいました。1人は裕福な人，もう1人は貧しい人でした。 2 裕福な人は非常に多くの羊や牛を持っていました。 3 しかし貧しい人には，自分で買った小さな雌の子羊が1匹いるだけで，ほかには何もいませんでした。その人はその子羊を世話し，子羊はその人の家族と一緒に成長していきました。その人は，少ない食べ物の中から子羊に食べさせ，自分の器から飲ませ，腕の中で寝かせました。子羊は娘のようになりました。 4 ある時，1人の旅人が裕福な人の所にやって来ました。ところが裕福な人は，その旅人のために自分の羊や牛を振る舞おうとはせず，貧しい人の雌の子羊を取って，それを振る舞いました」。



^  （使徒 3:24） そして，サムエル以来の全ての預言者も，この時代のことをはっきり告げました。



^  （コリ一 14:3） しかし，預言する人は，言葉によって人を力づけ，励まし，慰めます。



^  （テサ一 5:14） 兄弟たち，さらに勧めます。秩序を無視する人に警告を与え*，気落ちしている人に慰めの言葉を掛け，弱い人を支え，誰に対しても辛抱強くあってください。

または，「を訓戒し」。


^  （ヨブ 6:3） 今それは海の砂よりも重い。 だから私は言葉が過ぎたのだ*。

または，「軽率に話してしまった」。


^  （ルカ 21:34） とはいえ，食べ過ぎや飲み過ぎや生活上の心配事*で心が圧迫されないよう注意していなさい。そうでないと，その日が全く突然に訪れます。

または，「暮らしのための心配事」，「日常生活の心配」。


^  （ガラ 2:20） 私はキリストと共に杭にくぎ付けにされています。もう自分のためには生きておらず，キリストと結び付いて生きています*。人間としての今の命を，神の子への信仰によって生きているのです。神の子は私を愛し，私のために自分を差し出してくださいました。

直訳，「生きているのはもはや私ではなく，私と結び付いて生きているキリストです」。


^ （ヨブ 4:17， 18） 『死にゆく人間は神よりも正しいのか。 人は人を造った方よりも清いのか』。 18 何と，神はご自分に仕える人のことを信じていない。 ご自分の天使*をとがめる。

または，「使者」。


^ （ヨブ 15:15， 16） 何と，神は天使*たちを信じていない。 神から見れば，天でさえも清くない。 16 忌まわしくて腐敗している人間はなおさらだ！ 水を求めるかのように，不正なことをしようとする人間はなおさらだ！

直訳，「ご自分の聖なる者」。


^ （ヨブ 22:2） 「人は神の役に立てるだろうか。 洞察力がある人は神の力になれるだろうか。









研究記事 50




48番の歌 毎日エホバと共に歩む



エホバのように謙虚な人になる



「皆さんは子供として神に愛されているのですから，神に倣ってください」。エフェソス 5:1




ポイント

謙虚なエホバにどう倣えるか，4つの点を考えます。




 1. エホバが謙虚なのはすごいことです。どうしてですか。


あなたの答え



世の中で権力を持っている人たちは，たいていは謙虚ではありません。でも，誰よりも高い地位にいるエホバはとても謙虚な方です。（詩 113:5-8）エホバには誇り高ぶったところなど，みじんもありません。いつも謙虚です。この記事ではエホバの良いところを4つ考えます。そこからエホバの謙虚さについて何が分かるでしょうか。イエスはエホバの謙虚さにどのように倣いましたか。こういうことを学ぶと，エホバに引き付けられ，エホバのようにもっと謙虚な人になりたいと思えるはずです。

エホバは話しやすい

 2. 詩編 62編8節からエホバについてどんなことが分かりますか。（写真も参照。）


あなたの答え



2 プライドの高い人とは話しづらいと思うものです。そういう人は周りを見下すような態度を取りがちだからです。エホバは全く違います。とても謙虚で，私たちの話を何でも聞こうとしてくれます。それで私たちもエホバに何でも打ち明けたいと思います。（詩編 62:8を読む。）優しい父親が子供の話をよく聞くのと同じように，エホバも私たちの祈りを聞きたいと思っています。エホバは聖書に祈りの言葉をたくさん記録させました。エホバが本当に話しやすい方だということが分かります。（ヨシュ 10:12-14。サム一 1:10-18）でも，何かの理由で自分はエホバに祈れないと思う場合はどうでしょうか。



[image: おもちゃの飛行機で遊んでいる時に花瓶を壊してしまった息子が父親に話している。父親は話をじっくり聞いている。]

遊んでいる時に花瓶を壊してしまった息子が父親に話している。父親はエホバに倣って話をじっくり聞いている。（2節を参照）







 3. エホバが私たちにいつも祈ってほしいと願っていることは，どんなことから分かりますか。


あなたの答え



3 自分はエホバに愛してなんかもらえない，と思うようなときもエホバに祈れます。どうしてですか。イエスは，家を出ていった息子の例え話の中で，エホバを心の広い父親に例えました。息子は家に戻ることにした時，自分はとても家族に迎え入れてもらえないだろうと感じていました。父親はどうしたでしょうか。遠くから息子が家に戻ってくる様子を見てすぐに「走っていって抱き締め，優しく口づけしました」。（ルカ 15:17-20）エホバはこの父親のようです。罪悪感や心配事で心が折れそうになっている人が祈るとき，エホバはその人を放ってはおけません。見下したりせずその祈りにじっと耳を傾けます。（哀 3:19，20）エホバはそういう苦しい思いをしている人を心からかわいそうに思い，愛を伝え力づけるために，いわば「走って」いきます。（イザ 57:15）では，どのように助けに駆け付けてくれるのでしょうか。長老やエホバの証人の家族，兄弟姉妹を通してです。（ヤコ 5:14，15）エホバはいつも私たちのそばにいたいと思っているので，そうやって支えてくれます。

 4. イエスが話しやすい人だったことは，どんなことから分かりますか。


あなたの答え



4 イエスはエホバに倣っている。イエスもエホバと同じように謙虚です。それでイエスは誰にとっても話しやすい人でした。みんなイエスに遠慮なく何でも尋ねることができました。（マル 4:10，11）イエスから意見を聞かれた弟子たちは，思っていることを自由に話せました。（マタ 16:13-16）失敗してしまった時も，イエスに怒られるんじゃないかとビクビクしたりはしませんでした。イエスが優しくて思いやりがあり，すぐに怒ったりしないということを分かっていたからです。（マタ 17:24-27）弟子たちは，エホバによく似たイエスを通して，エホバがどんな方かをよく知ることができました。（ヨハ 14:9）冷たくてプライドが高く厳しい宗教指導者たちとは違い，エホバは謙虚で話しやすい存在です。

 5. 謙虚さを忘れないでいると話しやすい人になれます。どうしてですか。


あなたの答え



5 どのようにエホバに倣えるか。謙虚さを忘れないようにすれば，みんなにとって話しやすい存在になれます。謙虚でないと，ねたんだり，偉そうにしたり，厳しかったりしてしまい，周りの人を遠ざけます。でも謙虚だと，優しくて思いやりがあり，心が広い人になれるので，周りの人を引き寄せます。（コロ 3:12-14）特に長老たちは，話しやすい人になることを目指すべきです。そのためにはまず仲間のそばにいないといけません。できる限り，集会にはオンラインではなく，じかに出席するようにしましょう。長老が兄弟姉妹と家から家の伝道を一緒にするのも大切です。長老のことをよく知って親しみを感じていれば，何か困ったことがあったとき相談しやすくなるはずです。

エホバは柔軟で分別がある

6-7. エホバが柔軟に考えを変え，願いを聞き入れたどんな例がありますか。


あなたの答え



6 プライドが高い人はたいてい自分の考えにこだわり，押し通そうとします。でもエホバは，あらゆる面で誰よりも優れているのに，謙虚なので自分の意見に固執せず柔軟な考え方をします。例えば，モーセの姉ミリアムにどう接したかを考えてみましょう。ミリアムはアロンと一緒にモーセを悪く言いました。モーセはエホバがリーダーに選んだ人だったので，ミリアムはエホバを悪く言っていたも同然でした。エホバは激怒し，ミリアムは罰として重い皮膚病にかかりました。モーセはアロンに頼まれて，ミリアムを癒やしてください，とエホバにお願いします。エホバはどうしたでしょうか。自分が下した裁きは覆さない，という態度は取りませんでした。モーセの願いを謙虚に聞き入れ，ミリアムを癒やしました。（民 12:1-15）

7 ヒゼキヤ王に起きた事からもエホバの謙虚さについて学べます。エホバは預言者を通して，ヒゼキヤがもうすぐ死ぬことになると伝えました。それを聞いたヒゼキヤは涙ながらに，助けてほしいとエホバにお願いします。それでエホバは寿命を15年延ばしてあげることにしました。（王二 20:1，5，6）エホバはヒゼキヤをかわいそうに思い，柔軟に考えを変え，願いを聞き入れました。

 8. イエスは柔軟な方です。どうしてそれが分かりますか。（マルコ 3:1-6）


あなたの答え



8 イエスはエホバに倣っている。イエスは地球にいた時，柔軟な考え方をし，人のためになることをしました。例えば，頭が固い宗教指導者たちからの反対があっても，安息日に人を癒やし，助けました。（マルコ 3:1-6を読む。）クリスチャン会衆のリーダーであるイエスは今も，柔軟な考え方をし，厳し過ぎることはありません。会衆の誰かが重大な過ちを犯してもすぐに見限ったりせず，行いを改めるための十分な機会を与えます。（啓 2:2-5）

 9. 柔軟で分別がある人はどんなことをしますか。（写真も参照。）


あなたの答え



9 どのようにエホバに倣えるか。私たちも，エホバのように柔軟で分別がある人になりたいと思います。（ヤコ 3:17）例えば，柔軟な考え方ができる親は子供を甘やかしたりはしませんが，無理なことを期待したりもしません。ヤコブがそうでした。創世記 33章12-14節には，ヤコブが子供たちの限界に配慮したことが書かれています。また，バランスの取れた親は子供同士を比較したりはしません。長老たちも，柔軟な考え方をすることが大切です。たとえ自分の意見とは違ったとしても，長老団の大多数が賛成して決めた事なら，聖書の教えに反しない限り喜んでサポートします。（テモ一 3:2，3）私たちはみんな，自分とは違う意見や考えの人のことを理解しようと努めます。（ロマ 14:1）「分別があることが全ての人に知られる」ようにしていきましょう。（フィリ 4:5）



[image: 父親がうれしそうに子供たちと家から家に伝道している。1. 息子が男の人に「いつまでも幸せに暮らせます」の冊子を見せているのを見て，父親がほほ笑んでいる。2. その後，娘が女の人にjw.orgコンタクトカードを手渡しているのを見て，父親がほほ笑んでいる。]

子供と伝道する時に，柔軟でバランスの取れた考え方をしましょう。（9節を参照）







エホバは辛抱強い

10. エホバが人間に辛抱強く接したどんな例がありますか。


あなたの答え



10 謙虚でない人は待たされるのを嫌います。我慢がきかず，すぐにいらいらします。エホバはそれとは正反対です。並外れて辛抱強い方です。例えば，ノアの時代にエホバは悪い人たちを120年後に滅ぼすと言いました。その間，エホバはじっと待つことにしました。（創 6:3）おかげでノアは子供を育てることができ，家族の助けを借りて箱船を造ることができました。後の時代，アブラハムがソドムとゴモラについて何度も質問した時，エホバに遣わされた天使は辛抱強く話を聞きました。謙虚でない人だったら，「そんなことを聞くなんて何様だと思っているんだ」と言うはずです。でもこの天使は，話を遮ったりせず，アブラハムの気持ちを受け止めました。エホバに倣っていたからです。（創 18:20-33）

11. ペテロ第二 3章9節によると，エホバが辛抱強く待っているのはどうしてですか。


あなたの答え



11 エホバは謙虚な方なので，今も行動するタイミングを辛抱強く待っています。悪い世界を終わらせる時をすでに決めていて，その時を待っています。どうしてでしょうか。「一人も滅ぼされることなく，全ての人が悔い改めることを望んでいる」からです。（ペテロ第二 3:9を読む。）エホバがずっと待ってきたおかげで，これまで何百万人もの人がエホバとの友情を育てることができています。今後もっともっと大勢の人がそうしていく可能性があります。でもエホバは永遠に待ち続けたりはしません。人を愛していますが，悪いことをずっとそのままにしておくことはせず，必ず終わらせます。（ハバ 2:3）

12. イエスはエホバの辛抱にどのように倣っていますか。


あなたの答え



12 イエスはエホバに倣っている。イエスは何千年もの間，エホバの辛抱に倣ってきました。サタンがエホバとエホバに仕える人たちを中傷するのをずっと見てきました。（創 3:4，5。ヨブ 1:11。啓 12:10）多くの人たちがひどく苦しむのも見てきました。それで，「悪魔の行いを終わらせ」たいと強く願っているに違いありません。（ヨハ一 3:8）でもイエスは，エホバが決めたタイミングをじっと待っています。どうしてでしょうか。物事を動かす一番いい時を知っているのはエホバだということを謙虚にわきまえているからです。（使徒 1:7）

13. イエスは使徒たちにどのように辛抱強く接しましたか。どうしてですか。


あなたの答え



13 イエスは使徒たちに辛抱強く接しました。例えば，誰が一番偉いのかで何度ももめていても見放したりせず，根気強く教えました。（ルカ 9:46; 22:24-27）イエスは，使徒たちが必ず変われると信じていました。あなたも同じ間違いを何度も繰り返してしまうことがありますか。そんな時，自分を見守ってくれている王イエスが謙虚で辛抱強い方だということを思い出すと安心できます。

14. どうすれば辛抱強い人になれますか。


あなたの答え



14 どのようにエホバに倣えるか。エホバのように考え行動するには，「キリストの考え」をつかむことが欠かせません。（コリ一 2:16）どうすればキリストの考え方を身に付けられるでしょうか。近道はありません。福音書を読んで，イエスの考え方についてどんなことが分かるかじっくり探ることが大切です。そして，「イエスのように謙虚な考え方ができるよう助けてください」とエホバにお願いしましょう。そんなふうにしてキリストの考え方が身に付いてくると，エホバのように辛抱強い人になることができ，自分自身にも仲間にも，もっとおおらかになれます。（マタ 18:26-30，35）

エホバは目立たない人を大切にしている

15. エホバが目立たないごく普通の人を大切にしてきたどんな例がありますか。（サムエル第一 2:8）


あなたの答え



15 サムエル第一 2:8を読む。宇宙の主権者エホバが，目立たないごく普通の人のことを気に掛けているというのは，本当にすごいことです。エホバは昔からずっと，そういう人たちを大切にし，重んじてきました。幾つかの例を見てみましょう。中にはそれほど知られていない人もいます。でもエホバはそういう人たちのことを聖書に記録しました。例えば，族長時代に生きていたデボラという乳母についてモーセに書かせました。デボラは125年ほどにわたって，イサクとヤコブの家族に仕えました。デボラについて多くのことは分かっていませんが，エホバは彼女がどれほど深く愛されていたかを聖書に記録させました。（創 24:59; 35:8，脚注）何百年も後の時代，エホバは羊飼いの少年ダビデを選んでイスラエル国民の王にしました。（サム二 22:1，36）イエスが生まれた時，エホバは天使たちを遣わして，メシアになる人がベツレヘムで生まれたという知らせをまず羊飼いたちに伝えました。（ルカ 2:8-11）ヨセフとマリアが神殿にイエスを連れてきた時，エホバは高齢のシメオンとアンナに，イエスを見るという特別な経験をさせました。（ルカ 2:25-30，36-38）確かに，エホバは誰よりも高い地位にいますが，立場が低い人を大事にします。

16. イエスはエホバに倣って目立たない普通の人をどのように大切にしましたか。


あなたの答え



16 イエスはエホバに倣っている。イエスはエホバと同じように，目立たない人を大切にしました。「教育のない普通の」人に神の王国について教えました。（使徒 4:13。マタ 11:25）病人を治す時も，その人が愛され，大切にされていると感じられるようにしました。（ルカ 5:13）亡くなる前の晩には，使徒たちの足を洗うという召し使いがするような仕事を買って出ました。（ヨハ 13:5）イエスは天に戻る前，弟子たち全てにとても大切な栄誉ある仕事を任せました。多くの人に良い知らせを伝え，いつまでも生きられるように助けるという仕事です。（マタ 28:19，20）

17. どんなふうに人を敬い，大切にできますか。（写真も参照。）


あなたの答え



17 どのようにエホバに倣えるか。私たちは，相手の背景，人種，教育レベルなどに関わりなく良い知らせを伝えます。そうやってどんな人のことも大切にします。また，仲間の兄弟姉妹が自分より上だと考えて敬います。自分にどんな才能や奉仕の機会があるとしても，そういう謙虚な考え方を忘れません。（フィリ 2:3）エホバは私たちが「自分の方から進んで」人を敬おうとしている姿を見て，喜んでくれます。（ロマ 12:10。ゼパ 3:12）



[image: 2人の姉妹が刑務所で女性と聖書レッスンをしている。]

どんな人にも良い知らせを伝えるなら，謙虚なエホバに倣える。（17節を参照）*







18. エホバのように謙虚になりたいと思うのはどうしてですか。


あなたの答え



18 私たちも優しいお父さんエホバのように，謙虚な人になりたいと思います。そうすれば，話しやすく，柔軟で，もっと辛抱強い人になれます。人を敬い大切にできるようにもなります。そんなふうにエホバに倣おうとする私たちを，エホバはますます愛してくれます。（イザ 43:4）



謙虚さはどう役立ちますか


	  話しやすい人になるために


あなたの答え





	  柔軟で分別がある人になるために


あなたの答え





	  辛抱強い人になるために


あなたの答え












159番の歌 エホバをたたえる



^  写真や挿絵: 姉妹たちが謙虚なエホバに倣って，刑務所で服役中の女性たちに聖書を教えている。






^ （エフェ 5:1） 皆さんは子供として神に愛されているのですから，神に倣ってください。



^  （詩 113:5-8） 誰が私たちの神エホバのようだろうか。 神は高い所に住んで*いる。  6 神は身をかがめて天と地を見る。  7 立場が低い人を地面から起き上がらせる。 貧しい人を灰の山*から引き上げる。  8 そして高貴な人たちと共に座らせる。 ご自分の民の高貴な人たちと共に。

または，「座って」。
もしかすると，「ごみ捨て場」。


^ （詩 62:8） 民よ，いつでも神に頼れ。 あなたの気持ちを全て神に伝えよ。 神は私たちの避難所。（セラ）



^  （詩 62:8） 民よ，いつでも神に頼れ。 あなたの気持ちを全て神に伝えよ。 神は私たちの避難所。（セラ）



^  （ヨシュ 10:12-14） エホバがイスラエル人の目の前でアモリ人を打ち負かした日に，ヨシュアはイスラエルの前でエホバにこう言った。 「太陽よ，止まれ！ ギベオンの上で。 月よ，アヤロンの谷*の上で」。 13 太陽は止まり，月も動かず，イスラエル国民は敵に報復することができた。そのことはヤシャルの書に記されている。太陽は空の中ほどで静止し，ほぼ丸1日，急いで沈むことはなかった。 14 エホバが人間の声を聞き入れたこのような日は，後にも先にも一度もない。エホバがイスラエルのために戦っていたのである。

または，「谷あいの平原」。


^  （サム一 1:10-18） ハンナは非常に苦しんでいて，エホバに祈って激しく泣きだした。 11 そしてこう誓約した。「大軍を率いるエホバ，もしあなたが私の苦悩をご覧になり，私のことを思い出してお忘れにならず，男の子を授けてくださるなら，私はその子をエホバにお捧げし，一生涯，仕えさせます。その子の頭には決してかみそりを当てません」。 12 ハンナはエホバの前で長く祈った。その間，エリは彼女の口元を見ていた。 13 ハンナは心の中で話していたので，唇が震えているだけだった。声が聞こえなかったため，エリは彼女が酔っていると思った。 14 エリは言った。「いつまで酔っているのか。ぶどう酒を飲むのをやめなさい」。 15 ハンナは答えた。「酔っているのではございません。私はひどく思い悩んでいるのです。ぶどう酒などは飲んでおりません。ただ，エホバに気持ちを全てお伝えしているのです。 16 私をどうしようもない女のように見ないでください。あまりに苦しくてつらいので，今まで祈っていたのです」。 17 エリは言った。「安心して行きなさい。あなたが願い求めたことをイスラエルの神がかなえてくださいますように」。 18 ハンナは言った。「これからも私のことを良く思ってくださいますように」。彼女はそこを離れて，食事をした。もう沈んだ顔ではなかった。



^  （ルカ 15:17-20） その息子は本心に立ち返った時，言いました。『父の所では大勢の雇われ人に有り余るほどパンがあるのに，私はここで飢え死にしそうだ。 18 ここを出て父のもとに行き，こう言おう。「お父さん，私は天に対しても，あなたに対しても罪を犯しました。 19 もう息子と呼ばれるに値しません。雇われ人の1人のようにしてください」』。 20 そしてそこを出て父親のもとに向かいました。彼がまだ遠くにいる間に，父親は息子を見てかわいそうに思い，走っていって抱き締め*，優しく口づけしました。

または，「首を抱き」。


^  （哀 3:19， 20） 思い起こしてください。私が苦悩していて，家もないことを。ニガヨモギと毒のことを。 20 あなたは必ず思い起こしてくださり，身をかがめて私を助けてくださいます。



^  （イザ 57:15） 永遠に生きて*いて聖なる名を持つ， 至高の方はこう言う。 「私は高く聖なる場所に住んでいるが， 打ちのめされた謙遜な人たちと共にいる。 謙遜な人たちを元気づけ， 打ちのめされた人たちの心を力づけるために。

または，「住んで」。


^  （ヤコ 5:14， 15） 病気の人がいますか。その人は会衆*の長老たちを呼んでください。そして，自分のために祈ってもらい，エホバ*の名によって油を塗ってもらってください。 15 信仰の祈りは病気の人*を良くし，エホバ*がその人を起き上がらせてくださいます。また，その人が罪を犯したのであれば，許されます。

用語集参照。
付録A5参照。
もしかすると，「疲れている人」。
付録A5参照。


^  （マル 4:10， 11） イエスが1人になった時，12人と一緒に周りにいた人たちが，例えについて質問し始めた。 11 イエスは言った。「あなたたちには神の王国の神聖な秘密に関する理解が与えられていますが，ほかの人たちには全てのことが例えのままです。



^  （マタ 16:13-16） イエスはカエサレア･フィリピ地方に来ていた時，弟子たちに，「人々は人の子のことを誰だと言っていますか」と尋ねた。 14 弟子たちは言った。「バプテストのヨハネや，エリヤ，エレミヤ，預言者の1人などと言っています」。 15 イエスは言った。「でも，あなたたちは，私のことを誰だと言いますか」。 16 シモン･ペテロが答えた。「キリスト，生きている神の子です」。



^  （マタ 17:24-27） 一行がカペルナウムに着いた後，2ドラクマ税を徴収する人たちがペテロに近づいて，「あなたたちの先生は2ドラクマ税を払わないのですか」と言った。 25 ペテロは，「払います」と言った。しかし，家に入ると，イエスが先に言った。「シモン，どう考えますか。地上の王たちは物品税や人頭税を誰から受け取っていますか。自分の子からですか，それともほかの人からですか」。 26 ペテロが「ほかの人からです」と言うと，イエスは言った。「そうであれば，子は税を課されていません。 27 しかし，反感を抱かせないために，湖に行って，釣り針を垂らしなさい。最初に釣れる魚を取って口を開けると，銀貨が1枚見つかります。それを取って，私とあなたの分の税を払いなさい」。



^  （ヨハ 14:9） イエスは言った。「こんなに長い間一緒に過ごしてきたのに，フィリポ，あなたはまだ私を知らないのですか。私を見た人は，父をも見たのです。どうして，『父を見せてください』と言うのですか。



^  （コロ 3:12-14） それで，皆さんは神に選ばれ，神に愛される聖なる人たちですから，温かい思いやり，親切，謙遜さ，温和，辛抱強さを身に着けましょう。 13 引き続き互いに我慢し，寛大に許し合いましょう。たとえ誰かに不満を感じるとしてもです。エホバが寛大に許してくださったのですから，同じようにしなければなりません。 14 これら全てに加えて，愛を身に着けましょう。愛は完全な絆なのです。



^  （民 12:1-15） ミリアムとアロンがクシュ人の妻のことでモーセを非難するようになった。モーセにはクシュ人の妻がいたのである。 2 2人は言った。「エホバが話したのはモーセを通してだけでしょうか。私たちを通しても話したのではありませんか」。エホバはこれを聞いていた。 3 ところで，モーセは地上の全ての人の中で際立って温厚な人*だった。 4 突然エホバはモーセとアロンとミリアムに言った。「3人とも，会見の天幕の所に出なさい」。3人は出ていった。 5 エホバは雲の柱のうちに下ってきて，天幕の入り口に立ち，アロンとミリアムを呼んだ。2人は前に出た。 6 神は言った。「私の言葉を聞いてもらいたい。あなたたちの間にエホバの預言者がいるとしたら，私は幻の中で自分のことをその人に知らせ，夢の中でその人に話す。 7 私に仕えるモーセについてはそうではない！ 彼は私の民全体を託されて*いる。 8 私は顔を合わせて彼に話し，謎を用いずにはっきり語る。彼はエホバの姿を見る。それなのに，どうしてあなたたちは恐れずに，私に仕えるモーセを非難したのか」。 9 エホバは2人に対して怒りに燃え，去っていった。 10 雲は天幕の上から離れた。すると，ミリアムは重い皮膚病にかかって雪のように白くなった。アロンがミリアムの方を振り向くと，ミリアムは重い皮膚病にかかっていた。 11 すぐにアロンはモーセに言った。「お願いです。どうかこの罪を私たちに負わせないでください！ 私たちは愚かなことをしました。 12 どうかミリアムを，死んで生まれた子供のように，腐りかけの状態にはしておかないでください！」 13 モーセはエホバに向かって叫び，「神よ，どうか姉を癒やしてください！ お願いします」と言い始めた。 14 エホバはモーセに答えた。「父親が彼女の顔に唾を吐き掛けたとすれば，彼女は7日間辱められるのではないか。彼女を7日間宿営の外に隔離しなさい。その後，連れ戻してもよい」。 15 ミリアムは7日間宿営の外に隔離された。民はミリアムが連れ戻されるまで旅立たなかった。

または，「とても謙遜（温和）で，地上のほかの誰よりもそう」。
直訳，「私の家全体で，彼は忠実であることを示して」。


^  （王二 20:1） その頃，ヒゼキヤは病気になり，死にそうになっていた。アモツの子である預言者イザヤが来て言った。「エホバはこう言っています。『家の人たちに指示を出しなさい。あなたは回復せず，死ぬからだ』」。



^  （王二 20:5， 6） 「戻って，私の民の指導者ヒゼキヤにこう言いなさい。『あなたの父祖ダビデの神エホバはこう言っている。「私はあなたの祈りを聞いた。あなたの涙を見た。あなたを癒やそう。あさって*にはあなたはエホバの家に上る。 6 私はあなたの寿命を15年延ばし，アッシリアの王の手からあなたとこの都市を救う。私は自分のため，また私に仕えたダビデのためにこの都市を守る」』」。

直訳，「3日目」。


^ （マル 3:1-6） イエスは再び会堂に入った。そこに，片手がまひした*男性がいた。 2 人々は，イエスが安息日にその男性を治すかどうか，じっと見ていた。イエスを訴えようとしてだった。 3 イエスは，片手がまひした*男性に言った。「立って，中央に来なさい」。 4 そして人々に言った。「安息日にしてよいのは，助けることですか，苦しめることですか。命を救うことですか，殺すことですか」。人々は黙っていた。 5 イエスは憤りを覚えながら見回し，人々の心が無感覚なのを深く悲しんで，男性に言った。「手を伸ばしなさい」。男性がそうすると，手は治った。 6 すると，パリサイ派の人たちは出ていき，すぐにヘロデ党の人たちと協議を始めた。イエスを殺そうとしてであった。

または，「なえた」。直訳，「乾き切った」。
または，「なえた」。直訳，「乾き切った」。


^  （マル 3:1-6） イエスは再び会堂に入った。そこに，片手がまひした*男性がいた。 2 人々は，イエスが安息日にその男性を治すかどうか，じっと見ていた。イエスを訴えようとしてだった。 3 イエスは，片手がまひした*男性に言った。「立って，中央に来なさい」。 4 そして人々に言った。「安息日にしてよいのは，助けることですか，苦しめることですか。命を救うことですか，殺すことですか」。人々は黙っていた。 5 イエスは憤りを覚えながら見回し，人々の心が無感覚なのを深く悲しんで，男性に言った。「手を伸ばしなさい」。男性がそうすると，手は治った。 6 すると，パリサイ派の人たちは出ていき，すぐにヘロデ党の人たちと協議を始めた。イエスを殺そうとしてであった。

または，「なえた」。直訳，「乾き切った」。
または，「なえた」。直訳，「乾き切った」。


^  （啓 2:2-5） 『私はあなたの行いと，労苦と忍耐を知っています。また，あなたが悪い人たちを容赦せず，使徒だと自称するものの実は違う人たちを試して，彼らがうそつきだと見抜いたことも知っています。 3 さらに，あなたはよく忍耐しており，私の名のために辛抱してきました。疲れ果ててはいません。 4 しかし，とがめるべき点があります。あなたが，初めの頃に抱いていた愛を失ったことです。 5 それで，自分がどこから落ちたかを思い出し，悔い改めて，初めの頃にしていたことを行いなさい。もしそうせず，悔い改めないなら，私はあなたの所に行って，あなたのランプ台を取り去ります。



^  （ヤコ 3:17） 一方，天からの知恵を持つ人は，第一に清く，次いで平和を求め，分別があり，進んで従い，憐れみと良い実に満ち，差別をせず，偽善的ではありません。



^  （創 33:12-14） その後エサウは言った。「さあ出発しましょう。私があなたの先を行きます」。 13 ヤコブは言った。「お気付きのことと思いますが，子供たちは体力がなく，私が世話している羊や牛は子に乳を飲ませています。1日であってもあまり速く進むと，群れは死に絶えてしまうことでしょう。 14 どうぞ，お兄さま，ぜひ先に進んでいってください。私の方は，家畜と子供たちに合わせてゆっくり旅を続け，セイルのお兄さまの所に参ります」。



^  （テモ一 3:2， 3） ですから，監督は，とがめられるところがなく，1人の妻の夫で，節度をわきまえ，健全な考え方*をし，秩序正しく行動し，人をよくもてなし，教える資格がなければなりません。 3 また，酩酊せず，暴力を振るわず，分別があり，争いを好まず，お金を愛さず，

または，「良い判断」。


^  （ロマ 14:1） 信仰に弱いところがある人を迎え入れてください。異なる意見の善しあしを決め付けてはなりません。



^  （フィリ 4:5） 分別があることが全ての人に知られるようにしてください。主はすぐ近くにいます。



^  （創 6:3） エホバは言った。「私がいつまでも人を大目に見ることはない。人は罪深い*からだ。それで，人が生きるのはあと120年である」。

直訳，「肉体だ」。


^  （創 18:20-33） そこでエホバは言った。「ソドムとゴモラの罪は極めて重く，彼らについての苦情の叫びはあまりにも大きいです。 21 私は下っていって確かめます。私に届いた叫び通りのことが起きているかどうかを知りたいのです」。 22 ここで2人がその場を離れ，ソドムの方に向かった。しかしエホバはアブラハムの所に残った。 23 それでアブラハムは近づいてこう言った。「あなたは本当に，邪悪な人と一緒に正しい人も滅ぼされるのですか。 24 もし町の中に正しい人が50人いるとしたらどうでしょうか。それでも滅ぼされますか。50人の正しい人のためにその町を容赦することはされないのでしょうか。 25 邪悪な人と一緒に正しい人も滅ぼして，正しい人と邪悪な人を同じ目に遭わせるようなことを，あなたがなさるはずはありません。あなたに限ってあり得ないことです。地上の人全てを裁く方は，正しいことを行われるのではありませんか」。 26 エホバは言った。「ソドムの町に正しい人が50人いるなら，その人たちのために町全体を容赦しましょう」。 27 アブラハムは再び言った。「エホバ，お願いです。土と灰にすぎない私ですが，申し上げさせてください。 28 もし正しい人の数が50人に5人足りないとしたらどうでしょうか。5人足りないので町全体を滅ぼされますか」。神は言った。「45人いるなら，滅ぼしません」。 29 アブラハムはさらに言った。「もし40人だとしたらどうでしょうか」。神は答えた。「その40人のために，滅ぼすことはしません」。 30 アブラハムは続けた。「エホバ，どうか，お怒りにならずに聞いてください。もし30人しかいないとしたらどうでしょうか」。神は答えた。「30人いるなら，滅ぼしません」。 31 アブラハムはさらに続けた。「エホバ，お願いです。申し上げさせてください。もし20人しかいないとしたらどうでしょうか」。神は答えた。「その20人のために，滅ぼすことはしません」。 32 アブラハムは言った。「エホバ，どうか，お怒りにならずにもう一度だけ聞いてください。もし10人しかいないとしたらどうでしょうか」。神は答えた。「その10人のために，滅ぼすことはしません」。 33 エホバは話し終えると去っていき，アブラハムは天幕に帰った。



^ （ペテ二 3:9） エホバ*は約束を果たすのが遅いと考える人もいますが，そうではありません。神は，一人も滅ぼされることなく，全ての人が悔い改めることを望んでいるので，皆さんのことを辛抱しているのです。

付録A5参照。


^  （ペテ二 3:9） エホバ*は約束を果たすのが遅いと考える人もいますが，そうではありません。神は，一人も滅ぼされることなく，全ての人が悔い改めることを望んでいるので，皆さんのことを辛抱しているのです。

付録A5参照。


^  （ハバ 2:3） この幻は定められた時のためのもので， 終わり*に向かって急いでおり，偽りではない。 たとえ遅れるとしても*，待ち続けよ*。 必ずその通りになるからである。 遅くなることはない！

または，「実現」。
または，「遅れているように思えても」。
または，「心から待ち望め」。


^  （創 3:4， 5） 蛇は女に言った。「あなたたちは決して死にません。 5 その木の実を食べた日に，目が開かれ，あなたたちが神のようになって善悪を知るようになることを神は知っているのです」。



^  （ヨブ 1:11） 試しに，あなたの手を出して，彼の持つもの全てを破壊してください。彼はきっと面と向かってあなたを侮辱します」。



^  （啓 12:10） 私は大きな声が天でこう言うのを聞いた。 「今や，私たちの神の救いと力と王国，またその方のキリストの権威が実現しました！ 私たちの兄弟たちを神の前で昼も夜も訴える者が投げ落とされたからです。



^  （ヨハ一 3:8） 罪を犯し続ける人は悪魔から出ています。悪魔は初めから罪を犯してきたからです。神の子が現れたのは，悪魔の行いを終わらせる*ためです。

または，「滅ぼす」。


^  （使徒 1:7） イエスは言った。「天の父の権限で定められた時や時期について，あなたたちが知る必要はありません。



^  （ルカ 9:46） その後，弟子たちの間で，自分たちの中で誰が一番偉いかという議論が起きた。



^  （ルカ 22:24-27） ところが，自分たちの中で誰が一番偉いのかについても激しい議論が起きた。 25 しかしイエスはこう言った。「国々の王は威張り，権威を持つ人たちは善行者と呼ばれます。 26 しかし，あなたたちはそうであってはなりません。あなたたちの間で一番偉い人は一番若い人のように，教え導く人は奉仕する人のようになりなさい。 27 というのは，食事をして*いる人と給仕している人では，どちらが偉いですか。食事をして*いる人ではありませんか。しかし私は，あなたたちに仕える人です。

または，「食卓で横になって」。
または，「食卓で横になって」。


^  （コリ一 2:16） 「エホバの考えを知るようになって，その方を教えられる人などいるでしょうか」。とはいえ，私たちはキリストの考えを知っています。



^  （マタ 18:26-30） 奴隷はひれ伏して敬意を表し，『もうしばらくご辛抱ください。全部お返ししますから』と言いました。 27 主人は，かわいそうに思い，奴隷を許して負債を取り消してあげました。 28 ところが，その男性は出ていって，自分に100デナリを借りている仲間の奴隷を見つけ，その奴隷を捕まえて首を絞めながら，『借金を全部返せ』と言いました。 29 仲間の奴隷はひれ伏して嘆願し始め，『もうしばらく辛抱してください。返しますから』と言いました。 30 しかしその男性は応じようとせず，借金を返すまで牢屋に入れてしまいました。



^  （マタ 18:35） もしあなたたち各自が仲間を心から許さないなら，天の父もこの主人と同じようにします」。



^ （サム一 2:8） 立場が低い人を地面から起き上がらせます。 貧しい人を灰の山*から引き上げて， 高官たちと共に座らせ，栄誉ある席を与えます。 大地の土台はエホバのもので， 神はその上に土地を据えます。

もしかすると，「ごみ捨て場」。


^  （サム一 2:8） 立場が低い人を地面から起き上がらせます。 貧しい人を灰の山*から引き上げて， 高官たちと共に座らせ，栄誉ある席を与えます。 大地の土台はエホバのもので， 神はその上に土地を据えます。

もしかすると，「ごみ捨て場」。


^  （創 24:59） そこで彼らは，リベカとその乳母*，またアブラハムの従者と付き添いの人たちを送り出すことにした。

かつての乳母が召し使いとしてリベカに仕えていた，ということ。


^  （創 35:8） その後リベカの乳母デボラが死に，ベテルの麓にある巨木*の下に葬られた。それでその木はアッロン･バクト*と名付けられた。

ブナ科の木と思われる。
意味，「泣き悲しみの巨木」。


^  （サム二 22:1） ダビデは，サウルと全ての敵の手からエホバに助け出された日に，この歌をエホバに向かって歌った。



^  （サム二 22:36） あなたは救いの盾を私に下さる。 私が優れた者になれるのはあなたが謙遜だから。



^  （ルカ 2:8-11） 同じ地方で，羊飼いたちが屋外で生活して，夜間に羊の群れの番をしていた。 9 突然，エホバの天使がその人たちの前に立ち，エホバの栄光が周囲にきらめいた。羊飼いたちはとても恐ろしくなった。 10 しかし天使は言った。「恐れることはありません。聞きなさい。私は民の全てにとって大きな喜びとなる良い知らせを告げます。 11 今日，ダビデの町で，皆さんの救い主，主であるキリストが生まれました。



^  （ルカ 2:25-30） さて，エルサレムにシメオンという男性がいた。神を畏れる正しい人で，イスラエルが慰めを受ける時を待っており，聖なる力に導かれていた。 26 さらに，エホバのキリストを見るまでは死なない，と聖なる力によって神から啓示されていた。 27 シメオンは聖なる力に動かされて神殿に入った。両親が赤ん坊のイエスを連れて，律法のしきたり通りに行うために入ってくると， 28 シメオンはその子を腕に抱き，神を賛美して，言った。 29 「主権者である主よ，今あなたは宣言通り，この奴隷を安らかに行かせてくださいます。 30 私の目は救いの手段*を見たからです。

または，「あなたが救いをもたらす方法」，「あなたによる救い」。


^  （ルカ 2:36-38） さて，アシェル族の人で，パヌエルの娘であるアンナという女預言者がいた。この女性はかなり年を取っていた。結婚して7年間夫と暮らしたが， 37 今はやもめで84歳だった。いつも神殿に来て，昼も夜も神聖な奉仕をし，断食と祈願をしていた。 38 アンナはちょうどこの時に近くに来て，神に感謝し始め，エルサレムの救出を待つ人全てにその子のことを語りだした。



^  （使徒 4:13） 支配者と長老たちは，ペテロとヨハネの大胆な話し方を見た時，2人が教育のない普通の人であることを知って，非常に驚いた。そして，2人がイエスと一緒にいたことに気付くようになった。



^  （マタ 11:25） その時，イエスは言った。「天地の主である父よ，あなたを大いに賛美します。あなたはこのようなことを賢い知識人たちから隠し，幼い子供たちに啓示されたからです。



^  （ルカ 5:13） イエスは手を伸ばして男性に触り，「そう望みます。良くなりなさい」と言った。すぐに病気は消えた。



^  （ヨハ 13:5） それから，たらいに水を入れて弟子たちの足を洗い，腰にくくった布で拭き始めた。



^  （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^  （フィリ 2:3） 対抗心を抱いたり，自己中心的になったりしてはなりません。謙遜になり，自分より他の人の方が上だと考えてください。



^  （ロマ 12:10） 兄弟愛を抱いて，優しい愛情を示し合いましょう。自分の方から進んで人を敬ってください。



^  （ゼパ 3:12） 私は謙遜でつつましい人々があなたの所に残るようにする。 その人々はエホバのもと*に避難する。

直訳，「エホバの名」。


^  （イザ 43:4） 私はあなたを貴ぶようになり， 重んじ，愛した。 それで，あなたの代わりに人々を与え， あなたの命と引き換えに国々を与える。









研究記事 51




132番の歌 私たちは一つになる



エホバに喜んでもらえるような結婚式にするには



「全てのことを適正に，取り決めに沿って行いましょう」。コリント第一 14:40




ポイント

どうすればエホバに喜んでもらえるような結婚式ができるでしょうか。




1-2. エホバはどんな結婚式を挙げてほしいと思っていますか。


あなたの答え



今，婚約中なら，人生の中でも特に幸せな日々を送っているはずです。結婚式の準備で大忙しかもしれません。エホバは結婚する2人の幸せを願っています。結婚式*の日もその後もずっと幸せでいてほしいと心から思っています。（格 5:18。ソロ 3:11）

2 エホバに喜んでもらえるような結婚式にすることは大切です。どうしてでしょうか。どのようにそうできるでしょうか。この記事では，そのために役立つ聖書の考えを学びます。結婚式の準備をしているカップルにとっても，式に出席する人や式について相談を受けた人にとってもためになるはずです。

エホバに喜んでもらえるような結婚式にするのはどうしてか

 3. 結婚式の準備をしているカップルはどんなことを一番に考えますか。どうしてですか。


あなたの答え



3 結婚を控えたカップルは，聖書に書かれているエホバの考えに合わせて式の準備を進めるようにします。どうしてでしょうか。結婚という制度を作ったのはエホバだからです。エホバはアダムとエバを引き合わせ，最初の結婚式を執り行いました。（創 1:28; 2:24）それで結婚式の準備をする時，エホバが何を望んでいるかをまず考えることは大切です。

 4. 結婚式の日にもエホバに喜んでもらいたいと思うのはどうしてですか。


あなたの答え



4 結婚式の準備の時に，エホバの望んでいることを考えるべき大切な理由がほかにもあります。エホバはお父さんで，親友でもあるからです。（ヘブ 12:9）エホバにこれからもずっとそういう存在でいてほしいと思うのではないでしょうか。結婚式の日も，ほかのどんな日も，この大切な友達を悲しませることはしたくありません。（詩 25:14）エホバがこれまでしてくれたことや，これからしてくれることを考えると，エホバに喜んでもらえるような結婚式にしたいと思うのではないでしょうか。（詩 116:12）

エホバに喜んでもらえるような結婚式にするには

 5. 結婚式の準備をする時，聖書はどのように役立ちますか。


あなたの答え



5 聖書には，結婚式や披露宴について細かなルールは書かれていないので，状況や土地の習慣や好みに合わせて決めることができます。結婚についての法律に従う必要もあります。（マタ 22:21）でも何より大事なのは，聖書に書かれている神の考えに沿った結婚式にすることです。そうすればエホバに喜んでもらえます。では，どんな神の考えを覚えておくといいでしょうか。

 6. 結婚についての法律に従うことが大切なのはどうしてですか。


あなたの答え



6 法律に従う。（ロマ 13:1，2）多くの国には，結婚についての法律があります。クリスチャンのカップルは，自分たちの地域にどんな法律があるかを確認し，それに従わなければいけません。何か分からないことがあれば，長老に相談してください。*

 7. どんな雰囲気の結婚式にするといいですか。


あなたの答え



7 品位のある雰囲気にする。（コリ一 10:31，32）世の中の雰囲気を持ち込むのではなく，聖なる力が流れていることがはっきり分かるような雰囲気にすることを心掛けましょう。（ガラ 5:19-26）聖書によると，リーダーシップを取るのは夫です。それで，和やかで品位のある結婚式にする責任は新郎にあります。どうすればそういう結婚式にできるでしょうか。聖書に基づく結婚の話をしてもらうと，結婚というエホバからの贈り物への感謝が深まります。出席する人たちみんなも温かく品位のあるその話から，結婚式が厳粛なひとときだということを理解できます。それでたいてい，兄弟姉妹は王国会館で挙式します。王国会館を使いたい場合，なるべく早く長老団に手紙で依頼してください。

 8. 品位のある雰囲気の披露宴にするために何ができますか。（ローマ 13:13）


あなたの答え



8 ローマ 13:13を読む。披露宴の雰囲気にも気を付けるようにします。世の中に広く見られる風潮に影響されないために何ができますか。「ばか騒ぎ」と訳されているギリシャ語は，飲み過ぎたり夜遅くまで音楽が流れたりするようなパーティーを連想させます。（ローマ 13:13の注釈「ばか騒ぎ」の項目を参照。）披露宴でお酒を出す場合，誰も飲み過ぎたりしないように気を配ります。* 音楽を流すとしても，会話が楽しめるぐらいのボリュームにとどめましょう。音楽のジャンルや歌詞にも注意して，その場にいる人たちの良心に配慮します。

 9. 披露宴でスピーチや余興をしてもらう場合，どんなことに気を付けますか。


あなたの答え



9 披露宴で友達にスピーチをしてもらったり，動画を流したり，余興をしたりすることを計画していますか。きっといい思い出になるはずです。でも，どんなことをするにしても，みんなが爽やかな気持ちになるようなものにしましょう。（フィリ 4:8）こう考えてみてください。「誰かに失礼だったり，嫌な思いをさせたりしないだろうか。結婚を軽く見るような内容ではないだろうか」。何よりも「エホバに喜んでもらえるだろうか」と考えてください。ユーモアがあるのはいいことですが，下品な内容のものは避けなければいけません。（エフェ 5:3）披露宴でコメントをすることになっている家族や友達に，どんなことに気を付けてほしいかを前もって伝えておきましょう。

10. シンプルな式にするといいのはどうしてですか。（ヨハネ第一 2:15-17）


あなたの答え



10 新郎新婦が目立ち過ぎないようにする。（ヨハネ第一 2:15-17を読む。）自分たちに注目を集めようとするのではなく，エホバがたたえられることを目指しましょう。エホバはそういう姿勢を喜んでくれます。それで，お金をたくさんつぎ込んで持ち物を「見せびらかす」ような派手な結婚式にはしないようにします。シンプルな式にすることにはどんなメリットがありますか。ノルウェーのマイク兄弟はこう言っています。「借金をせずに済み，開拓を続けることができました。シンプルでしたが，思い出に残るいい式だったと思います」。インドのタビサ姉妹もこう言っています。「ストレスが少なかったです。式がシンプルな分，悩んだりもめたりしなくて済んで，楽でした」。



[image: 世界各地のクリスチャンの結婚式。1. 王国会館で兄弟が結婚式の話をしている。新郎新婦が座って話を聞いている。2. 屋外で行われている披露宴で，1組の夫婦が新郎新婦にお祝いの言葉を伝えている。3. 新郎新婦がゲストと一緒にビュッフェスタイルの食事を楽しんでいる。4. 屋外で兄弟が結婚式の話をしている。新郎新婦は兄弟の前に立って話を聞いている。]

どこに住んでいてもクリスチャンは，思い出に残るシンプルですてきな結婚式ができる。（10-11節を参照）







11. 花嫁と花婿は結婚式で何を着るか選ぶ時，どんなことを考えるといいですか。（写真も参照。）


あなたの答え



11 新郎新婦は結婚式の時，何を着たらいいでしょうか。すてきに装いたいと思うはずです。聖書の時代も花嫁と花婿は美しく着飾りました。（イザ 61:10）結婚式の時の服装は普段とは違うでしょう。でも，露出が多かったり派手過ぎたりする服装はしたくありません。（テモ一 2:9）新郎新婦が着ていたものばかりが印象に残るような結婚式になってしまうとしたら残念です。（ペテ一 3:3，4）

12. 聖書の教えに反する結婚式の習慣を避けるのが大切なのはどうしてですか。


あなたの答え



12 聖書の教えに反する習慣を避ける。（啓 18:4）世の中の結婚式には，間違った宗教や心霊術や迷信の影響を受けた習慣が見られます。エホバは，そういう汚れたものから離れなさい，と言っています。（コリ二 6:14-17）あなたが住む地域の結婚式で，これはどうなんだろう，と思う習慣や伝統があったら何ができますか。きちんと起源を調べ，聖書の教えに合っているかどうかを確かめましょう。

13. 新郎新婦は贈り物をもらう時，どのようにエホバに倣えますか。


あなたの答え



13 結婚する2人に贈り物をするのが一般的な地域もあります。もちろん，どんな贈り物ができるかは人それぞれ事情によって違います。クリスチャンはいつも与えたいと思っていて，与えると幸せな気持ちになれます。（格 11:25。使徒 20:35）とはいえ，新郎新婦は出席者に，必ず贈り物をしないといけないと思わせたくはありません。ささやかな贈り物は喜ばれないと感じさせたりもしません。エホバのように感謝の気持ちを忘れないでいたいものです。出席者が自分にできる心からの贈り物をしてくれていることを喜びましょう。（コリ二 9:7）

大変だと思う時できること

14. 結婚式の準備をする中で，どんな難しさを感じることがありますか。


あなたの答え



14 エホバに喜んでもらえるような結婚式をしたいと願っていても，なかなか難しい場合があります。例えば，シンプルな式にしづらいと思うかもしれません。ソロモン諸島のチャーリー兄弟はこう言っています。「披露宴に誰を呼ぶかすごく悩みました。友達はみんな自分が呼ばれるものと思っていました。この辺りではそれが普通のことだからです」。先ほどのタビサ姉妹もこう言っています。「私が住む地方では盛大な披露宴をするのが一般的です。それで，親を説得してゲストを100人ぐらいに抑えるのが大変でした」。インドのサラ姉妹はこう話します。「社会的地位に強いプライドを持っている人たちもいます。いとこたちはすごく豪華な結婚式を挙げました。それで，もっと盛大な式にするようにというプレッシャーをかけられました」。では，こういういろんな大変さがある時，どうしたらいいでしょうか。

15. 結婚式の計画について祈るのが大切なのはどうしてですか。


あなたの答え



15 結婚式の計画について祈る。気掛かりな状況や自分の気持ちを何でもエホバに話せます。（フィリ 4:6，7）良い判断ができるように，心配があっても穏やかな気持ちでいられるように，必要な時に勇気を出せるように祈ってください。（ペテ一 5:7）エホバが祈りを聞いて助けてくれるという経験をすると，エホバをますます信頼できるようになります。タビサ姉妹はこう言っています。「私たちは，2人の間でも家族との間でも，意見がぶつかったらどうしようかと心配でした。それで2人で結婚式について話し合う時はいつも，まず一緒に祈るようにしました。エホバが助けてくれたので，空気がぴりぴりすることはありませんでした」。

16-17. 結婚式の計画を立てる時，良いコミュニケーションが大切なのはどうしてですか。


あなたの答え



16 上手にコミュニケーションを取る。（格 15:22）結婚式に向けて2人で決めないといけないことがたくさんあるはずです。日付，予算，招待する人などいろいろです。何かを決める前に2人でよく相談し，聖書の考えも確かめるようにしましょう。経験を積んだクリスチャンからアドバイスをもらうのもいいことです。自分の希望や好みを伝える時は，意見を通そうとするのではなく，相手の気持ちに配慮しながら穏やかに話しましょう。両親など近い家族から何かの要望を受けたなら，できる限り応えるようにします。結婚式は家族にとっても特別な時だからです。要望通りにできない場合は，理由を丁寧に説明してください。（コロ 4:6）2人の一番の願いが，幸せでエホバに喜んでもらえる結婚式にすることだということを，家族にも分かってもらえるようにしましょう。

17 特にエホバの証人ではない親に，自分たちの意向について説明するのは難しいかもしれません。そんな時どうしたらいいでしょうか。インドのサントシュ兄弟はこう言っています。「家族は結婚式の時，ヒンズー教のいろんな儀式を取り入れてほしいと思っていたので，それができないことをかなり時間をかけて説明しないといけませんでした。同時に，エホバが嫌うことでない限り家族の願いを尊重するようにしました。例えば，披露宴で出す食事のメニューは家族の希望に合わせて変更しました。家族が嫌がったので歌やダンスはしませんでした」。

18. 式がスムーズに行われるように何ができますか。（コリント第一 14:40）（写真も参照。）


あなたの答え



18 よく計画する。前もってよく準備していれば，当日あたふたしなくて済みます。（コリント第一 14:40を読む。）台湾のウェイン兄弟はこう言います。「結婚式の数日前に，スタッフの兄弟姉妹と簡単な打ち合わせをしました。式の流れを確認し，本番がスムーズに進むようにリハーサルもしました」。ゲストに配慮して，できる限り式が時間通りに進むよう見届けましょう。



[image: 婚約中のカップルが結婚式について，式を手伝ってくれる友人たちと打ち合わせをしている。兄弟はタブレットで披露宴の座席表を見せている。]

式がスムーズに進むために，前もってよく計画しておくことが大切。（18節を参照）







19. 披露宴でも節度が保たれるようにどんなことができますか。


あなたの答え



19 どんなことが起きそうか考えておけば対策ができます。（格 22:3）例えば，招いていない人が披露宴に来ることが普通の地域なら，そういうことを防ぐために何ができるか考えておきましょう。エホバの証人ではない親族に，エホバの証人の結婚式がどんな様子かを前もって伝えてください。jw.orgの「エホバの証人の結婚式はどのようなものですか」の記事を見せることもできます。披露宴の時もきちんと節度が保たれるように，信頼できる兄弟に「宴会の幹事」を務めてもらいます。（ヨハ 2:8）当日の流れを幹事の兄弟に具体的に伝えておけば，品位のある雰囲気になっているか，計画通り進んでいるか見届けてくれるはずです。

20. 結婚する2人はどんなことを覚えておくといいですか。


あなたの答え



20 結婚式までにしなければいけないことを考えると，気が遠くなるかもしれません。でも覚えておきたいのは，結婚式が2人でエホバに仕える素晴らしい日々の始まりだということです。シンプルで品位のある結婚式にできるよう，ベストを尽くしてください。エホバに頼りましょう。エホバに助けてもらうなら，後で振り返って幸せな気持ちになれるようなすてきな結婚式にできるはずです。（詩 37:3，4）



何を学びましたか


	  エホバに喜んでもらえるような結婚式にするのが大切なのはどうしてですか。


あなたの答え





	  どうしたら温かく品位のある雰囲気の結婚式にできますか。


あなたの答え





	  シンプルな式にするといいのはどうしてですか。


あなたの答え












107番の歌 神の愛の模範



^  語句の説明: 多くの文化圏では，結婚式で新郎新婦が神の前で誓いをします。式の後に披露宴が行われることもあります。結婚式や披露宴をするのが一般的ではないとしても，結婚式についての聖書の考えを調べるのは大切なことです。


^  クリスチャンが結婚に関する法律をどう見るかについて詳しくは，「ものみの塔」2006年10月15日号の「神と人から見て誉れのある結婚式」という記事を参照。


^  jw.orgの「アルコールを出してもいい？」の動画を参照。






^ （コリ一 14:40） 全てのことを適正に，取り決めに沿って行いましょう。



^  （格 5:18） あなたの泉*に祝福があってほしい。 あなたは若い時からの妻と喜ぶように。

または，「水源」。


^  （ソロ 3:11） 「シオンの女性たち，見に出ていらっしゃい。 ソロモン王が花婿の冠*を付けている。 結婚の日，王の喜びの日に母君が作った物を」。

または，「花の冠」。


^  （創 1:28） 神は2人を祝福し，こう言った。「子を生み，増えて，地上全体に広がり，地球を管理しなさい。また，海の魚，空を飛ぶ生き物，地上を動くあらゆる生き物を治めなさい」。



^  （創 2:24） それで，男は父と母から離れて妻にしっかり付き*，2人は一体となるのである。

または，「妻とずっと一緒にいて」。


^  （ヘブ 12:9） また，私たちは人間の父親から矯正を受け，父親に敬意を払いました。ではなおのこと，天の父*に従って生きるべきではないでしょうか。

または，「聖なる力によって生活を導いてくださる父」。


^  （詩 25:14） エホバは，ご自分を畏れる人を親しい友とし， 契約を知らせる。



^  （詩 116:12） 私は何をしてエホバにお返ししよう。 私のためにしてくださった全ての良いことに対して。



^  （マタ 22:21） その人たちは，「カエサルのです」と言った。イエスは言った。「それでは，カエサルのものはカエサルに，しかし神のものは神に返しなさい」。



^  （ロマ 13:1， 2） 全ての人は上位の権威に従わなければなりません。神によらない権威はないからです。存在する権威は神によって相対的な地位に据えられています。 2 ですから，権威に反抗する人は，神の取り決めに逆らっていることになります。逆らう人は断罪されます。



^  （コリ一 10:31， 32） それで，食べるにしても，飲むにしても，ほかのどんなことをするにしても，全てのことを神の栄光のためにしましょう。 32 ユダヤ人にとっても，ギリシャ人にとっても，神の会衆にとっても，信仰の妨げ*にならないようにしましょう。

または，「過ちのもと」。


^  （ガラ 5:19-26） さて，罪深い欲望から出る行いは明らかです。それは，性的不道徳，汚れ，恥知らずな行い， 20 偶像崇拝，心霊術，敵意，争い，嫉妬，激怒，不和，分裂，分派， 21 ねたみ，酩酊，ばか騒ぎなどです。こうした事柄について私はすでに警告しましたが，あらためて警告します。こうした事柄を習慣にする人が神の王国を授けられることはありません。 22 一方，聖なる力が生み出すものは，愛，喜び，平和，辛抱強さ，親切，善良，信仰， 23 温和，自制です。このようなものを否定する律法はありません。 24 キリスト･イエスのものである人たちは，自分の罪深い欲情や欲望を杭にくぎ付けにしました。 25 私たちは聖なる力に導かれて生きているのですから，その力に導かれてきちんと歩んでいきましょう。 26 自己中心的になってはなりません。競い合ったりねたみ合ったりしないようにしましょう。



^ （ロマ 13:13） 昼間のように，きちんと行動しましょう。ばか騒ぎや酩酊，不道徳な性関係や恥知らずな行い，争いや嫉妬を避けなければなりません。



^  （ロマ 13:13） 昼間のように，きちんと行動しましょう。ばか騒ぎや酩酊，不道徳な性関係や恥知らずな行い，争いや嫉妬を避けなければなりません。



^  （ロマ 13:13） 昼間のように，きちんと行動しましょう。ばか騒ぎや酩酊，不道徳な性関係や恥知らずな行い，争いや嫉妬を避けなければなりません。



^  （フィリ 4:8） 最後に，兄弟たち，真実なこと*，真面目なこと，正しいこと，清いこと，愛すべきこと，立派なこと，高潔なこと，称賛に値することについて，考え続けてください。

または，「ことは何でも」。


^  （エフェ 5:3） 性的不道徳や，あらゆる汚れや貪欲については，皆さんの間で口に上ることさえあってはなりません。聖なる人として正しく振る舞うためです。



^ （ヨハ一 2:15-17） 世も，世の中のものも，愛してはなりません。世を愛する人は，天の父を愛していません。 16 世の中のもの，すなわち罪深い*欲望，見ることから生じる*欲望，持ち物を見せびらかすことは皆，父からのものではなく，世から出るものだからです。 17 さらに，世も，世の欲望も，過ぎ去りつつあります。一方，神の望むことを行う人は永遠に生きます。

直訳，「肉体の」。
直訳，「目の」。


^  （ヨハ一 2:15-17） 世も，世の中のものも，愛してはなりません。世を愛する人は，天の父を愛していません。 16 世の中のもの，すなわち罪深い*欲望，見ることから生じる*欲望，持ち物を見せびらかすことは皆，父からのものではなく，世から出るものだからです。 17 さらに，世も，世の欲望も，過ぎ去りつつあります。一方，神の望むことを行う人は永遠に生きます。

直訳，「肉体の」。
直訳，「目の」。


^  （イザ 61:10） 私はエホバのことで歓喜する。 私の神のことで喜びに満ちる。 神は救いの衣服を着せてくださった。 正義の外衣*をまとわせてくださった。 祭司のに似たターバンを巻く花婿のように。 装飾品で身を飾る花嫁のように。

または，「袖なしの上着」。


^  （テモ一 2:9） 女性は，慎みと健全な考え方*が表れた，きちんとした*服装をすべきです。凝った髪形をしたり，金や真珠や非常に高価な服を身に着けたりするのではなく，

または，「良い判断」。
または，「上品な」。


^  （ペテ一 3:3， 4） 皆さんを飾るのは，凝った髪形や金の装飾品や上等な服といった外面のものであってはなりません。 4 自分の内面*を飾りとしましょう。物静かで温和な精神という朽ちない飾りです。それは神から見てとても価値があります。

または，「内面の人つまり心」。


^  （啓 18:4） また，天から別の声がした。「私の民よ，彼女から出なさい。彼女の罪に関わったり，災厄に巻き込まれたりしないためである。



^  （コリ二 6:14-17） クリスチャンではない人と結び付いてはなりません。それは不釣り合いな関係です。正しいことと不法にいったいどんな関わりがあるでしょうか。光と闇にどんな共通点があるでしょうか。 15 キリストとベリアルの間にどんな調和があるでしょうか。クリスチャンはクリスチャンではない人と何を共有するのでしょうか。 16 神の神殿と偶像にどんな接点があるでしょうか。私たちは，生きている神の神殿です。神が言った通りです。「私は彼らの中に住み，彼らの中を歩く。そして私は彼らの神となり，彼らは私の民となる」。 17 「エホバはこう言います。『それで，彼らの中から出て，離れなさい。汚れたものに触れるのをやめなさい』。『そうすれば私はあなたたちを受け入れよう』」。



^  （格 11:25） 惜しみなく与える人は報われ*， 他の人を爽やかにする*人は自分も爽やかにされる。

直訳，「太らされ」。
直訳，「に惜しみなく水を与える」。


^  （使徒 20:35） 私は，このように真面目に働いて，弱い人たちを援助しなければならないこと，また，主イエス自身が述べた『受けるより与える方が幸福である』という言葉を覚えておかなければならないことを，あらゆる点で皆さんに示しました」。



^  （コリ二 9:7） 一人一人が，嫌々ながらでも強いられてでもなく，心に決めた通りに行ってください。神は快く与える人を愛されます。



^  （フィリ 4:6， 7） 何も心配せず，いつでも祈り，祈願を捧げ，感謝しつつ，願いを神に知っていただくようにしましょう。 7 そうすれば，神からの平和が，キリスト･イエスを通して皆さんの心と考えを守ります。その平和は人間の理解をはるかに超えています。



^  （ペテ一 5:7） そして，心配事*を全て神に委ねましょう。神は優しく気遣ってくださるからです。

または，「不安」，「悩み」。


^  （格 15:22） 相談*しないと計画は失敗し， 助言者が多ければ達成される。

または，「内密の話し合いを」。


^  （コロ 4:6） 塩で味付けされた快い言葉を語るように心掛けましょう。そうすれば，誰に対してもどのように答えるべきかが分かります。



^ （コリ一 14:40） 全てのことを適正に，取り決めに沿って行いましょう。



^  （コリ一 14:40） 全てのことを適正に，取り決めに沿って行いましょう。



^  （格 22:3） 聡明な人は危険に気付いて身を隠すが， 経験のない人たちは進んでいって当然の報い*を受ける。

または，「罰」。


^  （ヨハ 2:8） イエスは言った。「さあ，少しくんで，宴会の幹事の所に持っていきなさい」。彼らは持っていった。



^  （詩 37:3， 4） エホバに頼り，善を行え。 地上に住み，忠実に歩め。  4 エホバに仕えるのは最高の喜び*。 神はあなたの心の願いをかなえてくださる。

または，「エホバを最高の喜びとせよ」。









[image: エホバへの奉仕を楽しんでいる高齢の兄弟姉妹。1. 兄弟が笑顔で前を見つめている。2. 車椅子の姉妹が介護スタッフにパンフレットを見せている。3. 姉妹が集会でコメントしている。4. 姉妹が若い兄弟の腕につかまりながら，伝道している。5. 兄弟が王国会館で，2人の子供と母親と話している。]



高齢の皆さんは会衆にとってかけがえのない存在です


「昔を振り返ると，よくあんなにいろんなことができてたなと思います。でも，今はそうはいきません」。コニー，83歳




あなたも，年を取って昔のようにはいかなくなったと感じているかもしれません。長年エホバに一生懸命仕えてきましたが，今はできることが少なくなって，さみしく感じることがありますか。昔の自分と今の自分を比較してしまうことがあるでしょうか。そんなとき，どうしたらいいでしょうか。

エホバはどうしてほしいと思っているか

「エホバは私にどうしてほしいと思っているのだろうか」と，考えてみてください。申命記 6章5節からエホバが何を願っているかが分かります。こうあります。「あなたは，心を尽くし，力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければなりません」。

エホバはあなたに，自分の心，力，全てを尽くして仕えてほしい，と思っています。自分をほかの人や若かった頃の自分と比べなくていいということです。

考えてみてください。あなたは若い時，どんなふうにエホバに仕えていましたか。きっとベストを尽くして仕えていたはずです。その時の自分にとってのベストです。今も，やはりベストを尽くしているはずです。今のあなたにとってのベストです。こう考えると，昔も今も同じようにエホバに仕えていることが分かります。ベストを尽くしているという意味では，昔も今も全く同じです。



[image: 長年エホバに仕えてきた姉妹。1. 若かった時の姉妹が家から家の伝道で女性と話している。2. 高齢になった姉妹が若い姉妹と一緒に電話で伝道している。]

年を取った今も，あなたは若い時と同じようにベストを尽くしてエホバに仕えている。





あなたもみんなの力になれる

年齢のせいでできないとではなく，今の年齢だからこそできることがある，と考えるようにしましょう。年齢を重ね経験を積んだクリスチャンになった今，若い頃にはできなかったようなことができます。例えば，どんなことができるでしょうか。

これまでの人生で学んだことを仲間に伝える。こんなふうに語った人たちがいます。

ダビデ王: 「若かった私も，今は年老いた。だが，正しい人が見捨てられるのを見たことも，その子供たちがパンを探すのを見たこともない」。（詩 37:25）

ヨシュア: 「皆さん，私はもう長くありません。皆さんがよく知っている通り，皆さんの神エホバが話した全ての良い約束のうち，果たされなかった言葉は一つもありません。皆さんにとって全てその通りになりました。果たされなかった言葉は一つもありません」。（ヨシュ 23:14）

若くても，こういうことは言えるかもしれません。でも，ダビデもヨシュアも人生経験を基に語っていました。長年エホバに仕える中で，自分たちが見たり聞いたりしたことに裏打ちされた2人の言葉には重みがあります。

これまでずっとエホバに仕えてきたあなたも，きっと報いの多い人生を歩んできたことでしょう。エホバが自分や仲間を助けてくれたという大切な思い出があるのではないでしょうか。そういうことをぜひほかの人に話しましょう。聞いた人はみんな力づけられるはずです。そうやって豊富な経験をみんなに分けてあげれば，大切な贈り物を与えていることになります。（ロマ 1:11，12）

みんなを力づけるためにできることはほかにもあります。できる限り会衆の集会にじかに出席することです。それは自分のためにもなります。前に出てきたコニー姉妹はこう言っています。「集会にじかに出席すると落ち込まずに済みます。王国会館でみんなに気遣ってもらうと，元気が湧いてきます。私もちょっとしたプレゼントをして感謝を伝えるようにしています。これからもいろんな機会に兄弟姉妹と一緒にエホバを賛美したいと思います」。

エホバはあなたが一生懸命していることに感謝している

聖書には，できることが限られていても，エホバから愛された人たちがたくさん出てきます。例えばシメオンは，イエスが生まれた時すでに高齢でした。神殿に行くと，そこで若い男性たちが力いっぱい働いているのを見たことでしょう。シメオンは，年を取った自分は若い人たちみたいに働けないのでもうエホバの役に立てていない，と感じたかもしれません。でも，エホバはそんなふうには思っていませんでした。シメオンのことを「神を畏れる正しい人」と思っていて，赤ちゃんのイエスを見る特別な機会を与えました。メシアについての預言もさせました。（ルカ 2:25-35）シメオンは「聖なる力に導かれていた」人でした。エホバは，シメオンの年老いた姿にではなく，強い信仰に注目していました。



[image: ヨセフとマリアがうれしそうに赤ちゃんのイエスをシメオンに見せている。]

エホバはシメオンに，赤ちゃんのイエスを見る特別な機会を与え，イエスがメシアになるという預言もさせた。





同じように，できることが限られていてもあなたが一生懸命していることにエホバは感謝しています。聖書にはエホバの見方がこう書かれています。「進んで与える気持ちがあるなら，受け入れられます。持っている物を与えればよいのです。持っていない物までは期待されていません」。（コリ二 8:12）

それで，今できることに気持ちを向けましょう。どんな形の伝道なら無理なく参加できそうでしょうか。短い時間しかできないとしても大丈夫です。仲間に電話をかけたりカードを書いたりして，元気づけられるでしょうか。経験を積んだあなたが，愛の気持ちからちょっとした親切をすることには大きな力があります。

体力がなくても，エホバのためにできることはいろいろあります。「命を救った出会い」という囲みの東アフリカでのエピソードをご覧ください。

あなたが長年ひたむきにエホバに仕え，忍耐してきたことは，周りの人にとって素晴らしいお手本です。次のことを確信してください。「皆さんはこれまでずっと聖なる人たちに仕え，今も仕え続けています。そのようにして，神の名を愛していることを示してきました。神は不公正な方ではないので，そうした働きや愛を忘れたりはされません」。（ヘブ 6:10）

前向きにできることをしましょう

研究によると，人のためになることをしている高齢者は，健康で頭もさえ，長生きする傾向があるようです。

でも，そうやって人の役に立つことをしても，加齢に伴う問題を全部なくせるわけではありません。人間が年を取って死んでいくのは，罪を受け継いでいるせいです。神の王国だけがそういう問題をなくせます。（ロマ 5:12）

それで，これからもエホバに仕え続け，みんながエホバについて知ることができるよう助けましょう。そうすると希望をしっかり見つめていられ，健康にもプラスになります。会衆にとって高齢の兄弟姉妹はかけがえのない存在です。エホバがあなたの奉仕を大切に思っていることを忘れないでください。



[image: カートの奉仕をしている高齢の姉妹が若い女性に聖書を見せている。女性の頰を涙が伝っている。]



命を救った出会い


文書カートのそばを通った若い女性に，そこにいた高齢の姉妹が声を掛け，「心が温かくなるような聖書の言葉を読んでもいいですか」と尋ねました。姉妹が読んだのはエレミヤ 29章11節です。エホバが災いではなく平和をもたらす，と書かれている聖句です。それから姉妹は女性に「神様はあなたにどんな将来を用意していると思いますか」と質問しました。

女性は胸を打たれた様子で，目に涙を浮かべて，こう言いました。「穏やかで平和な将来を願っているんですね。すてきな言葉をありがとうございます。神様が私の祈りに答えてくれたんだと思います。次から次へといろいろ大変なことがあって，もう死にたい，と思うこともありました。今朝，神様に『もし私のことを忘れていないなら，そのことがはっきり分かるようにしてください』と祈ってました。そしたら見ず知らずのあなたが私を呼び止めて，聖書の言葉を見せてくれたんです。神様が私の幸せを願っていることが分かりました。神様があなたに会わせてくれたんですね」。

姉妹はjw.orgに載っている，死にたいという気持ちに悩まされている人のための記事を幾つか見せました。聖書レッスンについて説明し，集会にも招待しました。次の週末，女性は集会に出席しました。今では「いつまでも幸せに暮らせます」の冊子で聖書レッスンをしています。

若くても年を取っていても，カートの奉仕に参加すると，きっとこういううれしい経験ができます。









^ （申 6:5） あなたは，心を尽くし，力*を尽くし，自分の全て*を尽くして，あなたの神エホバを愛さなければなりません。

または，「活力」，「資力」。
ヘブライ語，ネフェシュ。用語集参照。


^ （詩 37:25） 若かった私も，今は年老いた。 だが，正しい人が見捨てられるのを見たことも， その子供たちがパン*を探すのを見たこともない。

または，「食べ物」。


^ （ヨシュ 23:14） 皆さん，私はもう長くありません。皆さんがよく*知っている通り，皆さんの神エホバが話した全ての良い約束のうち，果たされなかった言葉は一つもありません。皆さんにとって全てその通りになりました。果たされなかった言葉は一つもありません。

または，「心を尽くし自分の全てを尽くして」。


^ （ロマ 1:11， 12） 皆さんに会うことを心から願っています。神からの贈り物を与えて，皆さんを力づけるためです。 12 いえ，むしろ，皆さんの信仰と私の信仰によって励まし合うためです。



^ （ルカ 2:25-35） さて，エルサレムにシメオンという男性がいた。神を畏れる正しい人で，イスラエルが慰めを受ける時を待っており，聖なる力に導かれていた。 26 さらに，エホバのキリストを見るまでは死なない，と聖なる力によって神から啓示されていた。 27 シメオンは聖なる力に動かされて神殿に入った。両親が赤ん坊のイエスを連れて，律法のしきたり通りに行うために入ってくると， 28 シメオンはその子を腕に抱き，神を賛美して，言った。 29 「主権者である主よ，今あなたは宣言通り，この奴隷を安らかに行かせてくださいます。 30 私の目は救いの手段*を見たからです。 31 それはあなたが用意され，全ての国の人々が見ることのできるもので， 32 異国の人々からベールを取り除くための光，あなたの民イスラエルの栄光です」。 33 父親と母親は，その子について語られることを聞いて不思議に思った。 34 また，シメオンは2人のために祝福を願い，母親のマリアに言った。「この子が選ばれたのは，イスラエルの多くの人が倒れ，あるいは立ち上がるためであり，この子は非難の的になります。 35 （そうです，長い剣があなたの心を刺し通します。）多くの人の本当の考えが明らかになるためです」。

または，「あなたが救いをもたらす方法」，「あなたによる救い」。


^ （コリ二 8:12） 進んで与える気持ちがあるなら，受け入れられます。持っている物を与えればよいのです。持っていない物までは期待されていません。



^ （ヘブ 6:10） 皆さんはこれまでずっと聖なる人たちに仕え，今も仕え続けています。そのようにして，神の名を愛していることを示してきました。神は不公正な方ではないので，そうした働きや愛を忘れたりはされません。



^ （ロマ 5:12） このような訳で，1人の人によって人類に罪が入り，罪によって死が入り，こうして，全ての人が罪人になったために，死が全ての人に広がったように―。



^ （エレ 29:11） エホバはこう宣言する。『私は，あなたたちのために自分が行おうとしている*ことをよく知っている。あなたたちに災いではなく平和をもたらし，良い将来と希望を与えたいと思っている。

または，「考えている」。







覚えていますか



今年の「ものみの塔」誌からも大切なことを学びました。幾つか思い出してみましょう。

私たちがエホバをたたえたいと思うのはどうしてですか。

エホバに深い敬意を抱き，エホバを心から愛しているからです。また，ほかの人にもエホバについて知ってほしいと思っているからです。（塔研25.01 3）

誰かに傷ついた時，どうすれば快く許せるでしょうか。

自分の気持ちを無視したりはしませんが，怒りや憤りを捨てるように努めます。そうすると，心が乱されることを避けられます。（塔研25.02 15-16）

若い兄弟がマルコを手本にするといいのはどうしてですか。

マルコは仲間のために進んで働きました。傷つき落ち込むこともあったはずですが，諦めませんでした。パウロやほかの経験を積んだクリスチャンとの友情を深めました。（塔研25.04 27）

イエスは祈りの中で，どういう意味で「私はあなたのお名前を彼らに知らせました」と言いましたか。（ヨハ 17:26）

イエスの弟子たちはすでに神の名前を知っていました。それでこれは，イエスがその名前を持つ神がどんな方かを教えたという意味です。神の魅力的な性格，これまでどんなことをしてきて，これからどんなことをしようとしているか，地球や人間に対してどんなことを思い描いているかを教えました。（塔研25.05 20-21）

謙虚でいれば，どんなことを認められますか。

自分には知らないことがある，と認められます。例えば私たちは，終わりがいつ来るか，その時エホバがどんな行動を取るかを知りません。明日がどうなるかは分かりませんし，エホバが私たちのことをどれほどよく分かっているかも理解できません。（塔研25.06 14-18）

記事を読んだり公開講演を聞いたりする時，どんなことを意識できますか。

次のようなことを考えましょう。「説得力のあるどんな情報が含まれているだろうか。ここで使われている例えを自分も使えるだろうか。このテーマに関心がありそうな人がいるだろうか」。（塔研25.07 19）

ダビデのことを考えると，エホバの許し方についてどんなことが学べますか。

ダビデは重大な罪を犯しましたが，心から後悔したのでエホバから許されました。（王一 9:4，5）エホバはいったん許したら，その罪を持ち出して責めたりはしません。（塔研25.08 17）

聖書レッスン生がある点になかなか納得できないとき，どうするといいですか。

聖書を使ってじっくり話し合ってもまだ引っ掛かっているなら，そこを飛ばして，後で改めて考えることができます。（塔研25.09 24）

罪に「人を欺く」力があるというのは，どういう意味ですか。（ヘブ 3:13）

罪を受け継いでいるせいで，悪いことをしたくなることがあります。さらに，エホバから愛されていないのでは，という疑いの気持ちが付きまとうこともあります。（塔研25.10 16）

心から祈るために，どんな3つのことができますか。

（1）エホバがどういう方かをじっくり考えます。（2）自分にとって気掛かりで，エホバに話したいことは何かを考えます。例えば，許さないといけない人がいることなどです。（3）じっくり祈ります。そうすると深い気持ちをエホバに伝えられます。（塔研25.10 19-20）

高齢の人をどんなふうにサポートできますか。

家に行ったり電話したりできます。病院に付き添ったり一緒に伝道したりもできます。（塔研25.11 6-7）

エホバに喜んでもらえるような結婚式にするにはどうしたらいいですか。

結婚についての法律に従います。結婚式も披露宴も，聖なる力が流れていることがはっきり分かるような雰囲気にします。服装にも気を配ります。聖書の教えに反する習慣を避けます。上手にコミュニケーションを取りながら計画を立てます。（塔研25.12 21-24）







^ （ヨハ 17:26） 私はあなたのお名前を彼らに知らせました。これからも知らせます。あなたが私を愛してくださったように彼らが愛を示し*，私が彼らと結び付いているためです」。

直訳，「愛してくださった愛が彼らの内にあり」。


^ （王一 9:4， 5） あなたが父ダビデと同じように，私が命じたこと全てを行って，清い心で*正直に私に仕え*，私の規定と法規を守るなら， 5 私は，あなたの父ダビデに『イスラエルの王座には必ずあなたの家系の人がつく』と言って交わした約束の通り，イスラエルを治めるあなたの王国の王座が永遠に揺るがないようにする。

または，「忠誠心を尽くして」。
直訳，「の前で歩み」。


^ （ヘブ 3:13） 「今日」と呼ばれる時期が続く限り，毎日励まし合い，人を欺く罪の力によって頑固になってしまうことがないようにしてください。








調べてみよう

エホバが必ず助けてくれることを信じるために



民数記 13章25節から14章4節を読む。イスラエル人がエホバを信頼していなかったことは，どんなことから分かりますか。

前後の出来事を調べる。エジプトから救い出されていたイスラエル人は，当然エホバの力を信じられたはずです。どうしてそういえますか。（詩 78:12-16，43-53）それなのにエホバを信頼できなくなってしまったのはどうしてでしょうか。（申 1:26-28）ヨシュアとカレブがエホバを信じて疑わなかったことはどんなことから分かりますか。（民 14:6-9）

さらに掘り下げる。イスラエル人はどうしていれば，エホバの力をもっと信じることができましたか。（詩 9:10; 22:4; 78:11）エホバを信頼することとエホバを敬うことにはどんな関係がありますか。（民 14:11）

学べる点を考える。自分に問い掛けてみましょう。

	  「エホバを本当に信頼しているかが試されるどんな場面があるだろうか」。



	  「もっとエホバを信頼するために何ができるだろうか。そういう信頼を持ち続けるためには何ができるか」。



	  「大患難に備えて，どんなことを確信しているべきだろうか」。（ルカ 21:25-28）











^ （民 13:25-14:4） 40日がたち，その人たちは偵察から戻った。 26 そして，パランの荒野のカデシュにいたモーセとアロンおよびイスラエル人の民全員の所に来た。民全員に報告を持ち帰り，土地の果物を見せた。 27 モーセに次のように報告した。「あなたが遣わした土地に入りました。まさしく非常に肥沃な*所でした。これがそこの果物です。 28 でも，そこに住む人々は強く，町は非常に大きく，防備されています。しかも，アナク人も見ました。 29 ネゲブ地方にはアマレク人が住み，山地にはヘト人，エブス人，アモリ人，海辺とヨルダン川沿いにはカナン人が住んでいます」。 30 カレブは，モーセの前にいる民を静めようとして，言った。「すぐに向かっていきましょう。必ずその土地を取得できます。間違いなく征服できるのです」。 31 しかし，一緒に行った人たちは言った。「あの人たちの所に攻めていくなんて無理だ。彼らは私たちより強い」。 32 そして，偵察してきた土地についてイスラエル人にあれこれと悪い報告をして言った。「偵察のために通った土地は，住む人たちを食い尽くす土地だ。そこで見た人たちは皆，並外れて大きかった。 33 そこでネフィリムを見た。ネフィリムから出た*アナクの子たちだ。それに比べると，私たちはバッタのようだった。彼らもそう思ったに違いない」。 
14 民全員が声を上げ，夜通し大声で泣き続けた。 2 イスラエル人は皆モーセとアロンに対して不満を口にし始め，民全体がこう言った。「私たちはエジプトで死んでいればよかった。あるいは，この荒野で死んでいればよかった。 3 どうしてエホバは私たちをこの土地に連れてきて，剣によって倒れるようにするのか。妻や子供たちも連れ去られてしまう。エジプトに戻った方がよいのではないか」。 4 民は，「指導者を立ててエジプトに戻ろう」と言い合うまでになった。

直訳，「乳と蜜が流れる」。
または，「の子孫である」。


^ （詩 78:12-16） 神は父祖の前で驚くべきことを行った。 エジプトで，ツォアンの地域で。 13 人が渡れるよう海を分け， 水をせき止めて壁のようにした。 14 昼，雲によって導いた。 夜通し，火の光によって導いた。 15 荒野の岩を割り， 存分に飲ませた。海のように豊富な水を。 16 大岩から水を流れさせ， 川のように下らせた。



^ （詩 78:43-53） 神がエジプトでしるしとなることを， ツォアンの地域で奇跡を行ったことを。 44 ナイルの運河を血に変え， 川の水を飲めなくしたことを。 45 神はアブの群れを送り，エジプト人を苦しめた。 カエルに土地を荒らさせた。 46 作物を食欲旺盛なバッタに， 労苦の実をバッタの大群に与えた。 47 ひょうによってブドウの木を， ひょうの石でエジプトイチジクの木を壊滅させた。 48 動物*にひょうを， 家畜に稲妻を落とした*。 49 神は敵対者に差し向けた。 燃える怒りを， 激怒と憤りと苦難を， 災難をもたらす天使の軍団を。 50 神はご自分の怒りが通る道をつくった。 敵対者が死ぬに任せ， 疫病に命を奪わせた。 51 ついには，エジプトの全ての長男を滅ぼした。 ハムの天幕で初めに生まれた者たち*を。 52 そして民を羊の群れのように連れ出した。 荒野で家畜の群れのように導いた。 53 民は安全に導かれ， 恐れを感じなかった。 海が敵を覆った。

または，「荷を運ぶ動物」。
もしかすると，「を熱病にかからせた」。
または，「生殖力が初めに生み出したもの」。


^ （申 1:26-28） ところが，皆さんは上っていこうとせず，エホバ神の指示に背きました。 27 皆さんは天幕の中で不満をつぶやき続け，こう言いました。『エホバは私たちを憎んでいる。それでエジプトから連れ出してアモリ人に渡し，私たちを全滅させようとしているのだ。 28 私たちはどんな所に行くのだろうか。兄弟たちは「私たちより大きく背の高い民，大きくて天に届く城壁に囲まれた町，それにアナク人*の子たちを見た」と言って，私たちの心をくじいた』。

または，「アナキム」。


^ （民 14:6-9） 土地を偵察しに行った人たちのうちヌンの子ヨシュアとエフネの子カレブは，自分の衣服を引き裂き， 7 イスラエル人の民全員にこう言った。「私たちが偵察のために通った土地は，とても，とても良い土地です。 8 エホバが私たちのことを喜んでくださっているなら，私たちをその土地に連れて入り，その非常に肥沃な土地*を与えてくださるはずです。 9 エホバに反逆してはなりません。その土地の民を恐れてはなりません。彼らを征服できます*。彼らを保護するものはなくなっており，エホバは私たちと共にいます。彼らを恐れないでください」。

直訳，「乳と蜜が流れる地」。
直訳，「彼らは私たちのパンです」。


^ （詩 9:10） あなたの名を知っている人はあなたに頼る。 エホバ，あなたはご自分に導きを求める人を決して見捨てない。



^ （詩 22:4） 私たちの父祖はあなたに頼った。 頼ったので，あなたはいつも助け出した。



^ （詩 78:11） 神が行ったことを忘れた。 神が見せた素晴らしい偉業を。



^ （民 14:11） エホバはモーセに言った。「この民はいつまで私に不敬な振る舞いをするのか。私が彼らの間で行った全ての奇跡*を見ながら，いつまで私に信仰を持たないのか。

直訳，「しるし」。


^ （ルカ 21:25-28） また，太陽と月と星にしるしがあり，地上では，海のとどろきと動揺のために，逃げ道を知らないさまざまな国の人々が苦悩します。 26 人々は，世界を襲う事柄に対する恐れと予想から気を失います。天の力が揺り動かされるからです。 27 またその時，人々は，人の子が力と大きな栄光を帯びて雲と共に来るのを見ます。 28 しかし，これらのことが起き始めたら，真っすぐに立ち，頭を上げなさい。あなたたちの救出が近づいているからです」。
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^ ***喜歌 129番 決して負けない 最後まで***
129番
決して負けない 最後まで
（マタイ 24:13）
1. 終わりまで耐え忍ぶために
思い出す イエスの模範を
痛み 耐えた
報い見つめ
（※ 繰り返し）
決して負けない 耐えていける
エホバの愛に包まれて最後まで
2. たくさんの涙を流した
つらい日々やがて過去になる
未来見つめ
さあ進もう
（※ 繰り返し）
決して負けない 耐えていける
エホバの愛に包まれて最後まで
3. 恐れない 諦めもしない
エホバの日 来るその時まで
耐えていこう
その日 近い
（※ 繰り返し）
決して負けない 耐えていける
エホバの愛に包まれて最後まで
（使徒 20:19，20; ヤコ 1:12; ペテ一 4:12-14も参照。）



^ ***喜歌 156番 信仰を抱いて***
156番
信仰を抱いて
（詩編 27:13）
1. 炎のように迫る敵たち
恐れはしない
いつもそばにエホバがいるから
（※ 繰り返し）
あなたの助けを信じ
あなたから離れない
力もらって強くなろう
進みつづけていこう
あなたと
2. エホバは友を忘れることなく
また再び目覚めさせる 新しい世界で
（※ 繰り返し）
あなたの助けを信じ
あなたから離れない
力もらって強くなろう
進みつづけていこう
あなたと
確かな希望がある
試練の向こうに
揺るがず立ちつづけていく
信仰抱いて
3. 未来が見える もう目の前に
守り抜く この信仰
エホバの勝利まで
（※ 繰り返し）
あなたの助けを信じ
あなたから離れない
力もらって強くなろう
進みつづけていこう
未来へ エホバと
（ヘブ 11:1-40も参照。）









^ ***喜歌 44番 謙遜な人の祈り***
44番
謙遜な人の祈り
（詩編 4:1）
1. エホバ 祈りを聞いてください
私のこの重荷 深い傷
心は責められ弱り果てる
あなたの恵みが必要です
（※ 繰り返し）
この手をつかんで
助けてください
希望と力を
エホバよ 下さい
2. あなたが記した祈りの書は
声にならない私のうめき
聖書読み信仰強められ
あなたの大きな愛 感じる
（※ 繰り返し）
この手をつかんで
助けてください
希望と力を
エホバよ 下さい
（詩 42:6; 119:28; ロマ 8:26; コリ二 4:16; ヨハ一 3:20も参照。）



^ ***喜歌 125番 「憐れみ深い人たちは幸福」***
125番
「憐れみ深い人たちは幸福」
（マタイ 5:7）
1. 憐れみの神は親切を愛し
気遣いにあふれ 惜しまず与える
愛に基づいて人の願い聞き
憐れみ示して 許しを与える
2. 間違い犯して苦しいときには
憐れみと許し 祈りで求める
自分の弱さを忘れずにいれば
他の人を許し 平和生み出せる
3. 見返り求めず憐れみ示せば
喜び膨らみ 満足得られる
憐れみの人は真に美しい
神から報われ 幸せ味わう
（マタ 6:2-4，12-14も参照。）









^ ***喜歌 48番 毎日エホバと共に歩む***
48番
毎日エホバと共に歩む
（ミカ 6:8）
1. 握り締めた手に父のぬくもり
お父さんエホバ あなたと歩く
この手を離さず いついつまでも
慎み忘れず 光の道を
2. 握り締めた手が勇気与える
恐れの気持ちに負けたりしない
悲しみの谷をあなたと抜けて
喜びの丘をあなたと歩く
3. 握り締めた手は幸せあふれ
心を通わせ毎日歩く
あなたに頼って力を尽くし
この手を離さず 光の道を
（創 5:24; 6:9; 王一 2:3，4も参照。）



^ ***喜歌 159番 エホバをたたえる***
159番
エホバをたたえる
（詩編 96:8）
1. 天の父エホバ 永遠の王
賛美と栄光はあなただけのもの
惜しみなく愛を注いでくれる
あなたに私は なにができますか
（※ 繰り返し）
エホバよ 私の歌 聴いてください
あなたを賛美します
熱い心で 命の限り
2. あなたに仕える 栄誉と誇り
胸に抱きしめて語りつづけたい
あなたの導き あなたの力
与えてください どうか永遠に
（※ 繰り返し）
エホバよ 私の歌 聴いてください
あなたを賛美します
熱い心で 命の限り
3. 美しい地球 輝く星も
息をのむほどの驚きに満ちて
すべてはあなたが生み出したもの
その愛と知恵に賛美があふれる
（※ 繰り返し）
エホバよ 私の歌 聴いてください
あなたを賛美します
熱い心で 命の限り
（詩 96:1-10; 148:3，7も参照。）









^ ***喜歌 132番 私たちは一つになる***
132番
私たちは一つになる
（創世 2:23，24）
世界で1人の最愛の存在
私はあなたに愛を誓う
あなたはエホバの尊い贈り物
命ある限りあなた愛し 守る
家族になる 今日からは一つになって
2人の間に神がいてくださる
あなたへの愛は終わりのない愛
（創 29:18; 伝 4:9，10; コリ一 13:8も参照。）



^ ***新世ス ローマ 13:13***
13 昼間のように，きちんと行動しましょう。ばか騒ぎや酩酊，不道徳な性関係や恥知らずな行い，争いや嫉妬を避けなければなりません。



^ ***イ質 記事62 エホバの証人の結婚式はどのようなものですか***
エホバの証人の結婚式はどのようなものですか
エホバの証人は品位のあるシンプルな結婚式を行います。聖書に基づく短い話をみんなで聞きます。式の後に披露宴や食事会などが行われることもあります。 イエスは宣教を始めて間もない頃に，カナという町で披露宴に出ました。（ヨハネ 2:1-11）
式はどのように執り行われますか
エホバの証人の結婚式はどこで行われますか
誰が出席できますか
服装の決まりはありますか
結婚祝いは渡しますか
乾杯はしますか
ライスシャワーなどの演出はしますか
食べ物や飲み物は出ますか
音楽やダンスを楽しみますか
エホバの証人は結婚記念日を祝いますか
式はどのように執り行われますか
メインは結婚の話です。エホバの証人の長老と呼ばれる奉仕者が，約30分間の温かい話をします。夫婦がずっと仲良く幸せに暮らすために，聖書がどのように役立つかが話されます。（エフェソス 5:33）
多くの国では，エホバの証人の奉仕者に結婚式を執り行う権限が与えられています。その場合，話の終わりの方で新郎と新婦は結婚の誓いを交わします。指輪の交換をすることもあります。そして話をした奉仕者が，2人が夫婦になったことを宣言します。
国によっては，役人に結婚を認可してもらう必要があります。結婚する2人は，結婚の話の少し前に民事婚をして認可を得ます。その際に誓いの言葉を言わなかった場合は，結婚の話の終わりの方で言うことができます。誓いの言葉をすでに言った場合には，過去形でもう一度言うこともできます。結婚の話の結びに，夫婦のために神からの祝福を願う祈りがささげられます。
エホバの証人の結婚式はどこで行われますか
多くのエホバの証人は，王国会館が使用できるなら，そこで結婚式を行います。 披露宴や食事会は別の会場で行われます。
誰が出席できますか
王国会館で行われる結婚式には普通，エホバの証人もそうではない人も出席できます。披露宴や食事会に誰を招待するかは新郎新婦が決めます。
服装の決まりはありますか
王国会館での結婚式に服装の決まりは特にありませんが，エホバの証人は聖書の基準に合わせて上品できちんとした服装を心掛けています。出席している皆がそのようにするなら，良い雰囲気になります。（テモテ第一 2:9）披露宴や食事会についても同じことが言えます。
結婚祝いは渡しますか
聖書は気前よく与えることを勧めています。（詩編 37:21）エホバの証人も結婚祝いをあげたりもらったりします。（ルカ 6:38）とはいえ，贈り物を求めたり，くれた人の名前を発表したりはしません。（マタイ 6:3，4。コリント第二 9:7。ペテロ第一 3:8）そのようにすることは聖書の教えに合わず，出席している人たちを気まずくさせるかもしれません。
乾杯はしますか
聖書は，乾杯やグラス同士を軽く当てることを禁じてはいません。しかし，ほかの人の信仰を妨げないために，乾杯をしないよう参加者にお願いする新郎新婦もいるかもしれません。（ローマ 14:21）
ライスシャワーなどの演出はしますか
いいえ，しません。結婚式の演出として，新郎新婦にお米などを振り掛ける人たちもいます。こうすれば2人は幸運や幸せや長寿に恵まれる，と信じられているからです。しかし，エホバの証人は迷信に基づく習慣を避けます。幸運を祈ることは，聖書の教えに反しています。（イザヤ 65:11）
食べ物や飲み物は出ますか
王国会館での結婚式では食べ物や飲み物は出ません。式後の披露宴などでは食事や軽食が出されることがあります。（伝道の書 9:7）アルコール飲料が出される場合には，飲酒ができる年齢の人たちだけに適度な量が振る舞われます。（ルカ 21:34。ローマ 13:1，13）
音楽やダンスを楽しみますか
披露宴や食事会では，音楽やダンスを楽しむことがあります。（伝道の書 3:4）音楽は好みや文化によっても異なりますが，品のあるものが選ばれます。王国会館での結婚式では，聖書に基づくテーマの音楽が使われます。
エホバの証人は結婚記念日を祝いますか
聖書には結婚記念日を祝ってよいとも祝ってはいけないとも書かれていないので，祝うかどうかはエホバの証人の夫婦それぞれが決めます。2人だけで祝ったり，家族や友人と祝ったりすることがあります。
[脚注]
具体的なやり方や，法律に基づいて行う事柄は，国によって違います。
結婚の話をする奉仕者が料金を請求することはありません。王国会館の使用料もかかりません。
​​​​​​​​​



^ ***喜歌 107番 神の愛の模範***
107番
神の愛の模範
（ヨハネ第一 4:19）
1. 心打つ エホバ神の愛の模範
その愛を深く学び 身に付け示そう
愛する子イエス与え 人々の罪を許す
限りないエホバの愛 これこそ神の道
2. 神の道歩むときに愛は育ち
心から仲間全て気遣い敬う
もし友が苦しむなら手を伸ばし支えとなり
兄弟の愛を示す これこそ真の愛
3. 真の愛 私たちを結び付ける
父のもと家族となり 幸せ味わおう
聖書から教えられて 友たちと手を取り合い
広げよう 一致の輪を これこそ神の愛
（ロマ 12:10; エフェ 4:3; ペテ二 1:7も参照。）



^ ***塔06 10/15 18–23ページ 神と人から見て誉れのある結婚式***
神と人から見て誉れのある結婚式
「カナで婚宴が催され，……イエスとその弟子たちもその婚宴に招かれていた」。―ヨハネ 2:1，2。
イエスも，その母も，弟子たちの幾人かも，神の民の間での誉れある結婚式に伴う喜びを知っていました。キリストは，ある結婚式の時，記録に残る最初の奇跡を行なってその時の喜びに貢献し，その宴を特別なものにしたことさえあります。（ヨハネ 2:1-11）あなたも，幸福な夫婦としてエホバに仕えることを願うクリスチャンの結婚式に出席して，楽しいひとときを過ごしたことがあるかもしれません。あるいは，自分自身がそのような結婚式を挙げることを楽しみにしているかもしれず，友人の結婚式がうまくいくように手伝いたいと思っているかもしれません。結婚式をそのような喜ばしいものにするには，どうすればよいでしょうか。
2 クリスチャンは，男女が結婚の計画を立てる際に，霊感による神の言葉に収められているアドバイスが非常に役立つ，ということを知っています。（テモテ第二 3:16，17）言うまでもなく，クリスチャンの結婚式についての厳密な手順が聖書に記されているわけではありません。慣習はもちろん，法律上の事柄でさえも，場所や時代によって様々に異なるからです。例えば古代イスラエルでは，改まった婚礼の儀式などありませんでした。花婿は，結婚する日に，花嫁を自分の家もしくは自分の父親の家に連れて来ました。（創世記 24:67。イザヤ 61:10。マタイ 1:24）その公の行動が結婚式であり，今日の多くの結婚式によく見られる改まった儀式はなかったのです。
3 イスラエル人はその行動を，婚姻を成立させるものと考えていました。それが終わってから，ヨハネ 2章1節で言及されているような祝宴に出席することもあったでしょう。聖書翻訳の多くはその聖句を，「カナで結婚式があった」というふうに訳していますが，原語のその言葉は，「婚宴」もしくは「結婚式の宴会」と訳すのが適切です。 （マタイ 22:2-10; 25:10。ルカ 14:8）ヨハネの記述によれば，イエスがその場にいて，あるユダヤ人の結婚式に伴う宴に貢献したことは明らかです。しかし銘記しておくべき点は，当時のそのような結婚式は今日一般に行なわれているものとは異なる，ということです。
4 今日，多くの国のクリスチャンは，結婚しようと思う場合，一定の法律上の要求を満たさなければなりません。それを満たしたなら，何であれ法的に受け入れられる方法で結婚することができます。それは，裁判官または市長か町長が行なう，あるいは国から権限を与えられた聖職者が行なう，小規模で簡素な儀式によるものかもしれません。そのような方法で結婚する人は，恐らく少数の親族かクリスチャンの友人に，法的な証人として立ち会ってくれるよう，あるいは単にその重要な時の喜びを共にしてくれるよう頼むことでしょう。（エレミヤ 33:11。ヨハネ 3:29）同様にあるクリスチャンは，相当な計画と費用が求められる大規模な婚宴や披露宴は行なわないことにし，その代わりに幾人かの親しい人たちと和やかに食事を共にするように取り決めるかもしれません。わたしたちは，その点に関する自分の好みがどうであれ，円熟したクリスチャンの中に自分とは異なる見方をする人もいることを認めるべきでしょう。―ローマ 14:3，4。
5 ほとんどのクリスチャンは，自分たちの結婚式の時に聖書に基づく話をしてもらいます。 エホバが結婚を創始されたこと，また結婚生活を円滑に営み幸福なものにするための賢明なアドバイスをみ言葉の中に収めておられることを認識しているのです。（創世記 2:22-24。マルコ 10:6-9。エフェソス 5:22-33）また，新郎新婦は大抵，クリスチャンの友人たちや親族にもその喜びの時を共にしてほしいと思います。しかし，わたしたちは法律上の要求，手続き，さらには土地ごとに広まっている慣習の多様性についてどんな見方を持つべきでしょうか。この記事では，様々な地方の事情について考えます。中には，あなたが知っている事柄やあなたの地域で行なわれている事柄とはかなり異なっているものもあるでしょう。それでも，神の僕にとって重要な，幾つかの共通の面や原則に注目することができます。
誉れある結婚 ― 法律にかなう結婚
6 エホバが結婚を創始されたとはいえ，人間の諸政府は，結婚する人々に幾らかの制限や要求を課す権限を有しています。これは当を得たことです。イエスは，「カエサルのものはカエサルに，しかし神のものは神に返しなさい」と言いました。（マルコ 12:17）同様に，使徒パウロもこう命じました。「すべての魂は上位の権威に服しなさい。神によらない権威はないからです。存在する権威は神によってその相対的な地位に据えられているのです」。―ローマ 13:1。テトス 3:1。
7 大抵の国や地域では，結婚する人に求められる資格をカエサルすなわち民事当局が決めています。ですから，聖書から見て結婚する自由のあるクリスチャン同士の場合も，地元の法律に良心的に従って結婚します。これには，許可証を取得して，公認の婚姻仲介者に署名してもらい，おそらくはすべての手続きを終えた後に婚姻を登録することも含まれるでしょう。カエサル･アウグスツスが「登録」を義務づけたとき，マリアとヨセフはそれに従い，「登録をするため（に）」ベツレヘムまで行きました。―ルカ 2:1-5。
8 クリスチャン同士が合法的な公認されている方法で結婚したなら，その結びつきは神の目から見て拘束力のあるものです。ですからエホバの証人は，何種類かの合法的な式を挙げることにより結婚式を繰り返すということはしませんし，結婚25周年や50周年記念の時などに結婚の誓いを更新するといったこともしません。（マタイ 5:37）（諸教会の中には，司祭か僧職者が司式するか夫婦と宣言するのでない限り，実際には正当な結婚ではないと主張して，法律上認められた民事婚を承認しない教会もあります。）かなりの国々の政府はエホバの証人の奉仕者に，結婚式を執り行なう権限を与えています。その奉仕者は，もし可能なら王国会館で結婚の話をして式を執り行ないたい，と思うでしょう。王国会館は，その土地における真の崇拝のための場所であり，エホバ神が創始された結婚という取り決めについての話をするのにふさわしい場所なのです。
9 また，国によっては，結婚する二人は市役所などの官公庁で，あるいは選任された民事当局者の前で式を挙げることが法律で義務づけられている場合もあります。クリスチャンは大抵，そうした法律上の手続きを踏んだ後，同じ日か翌日に王国会館で結婚の話をしてもらうことにします。（二人は神の前で，また同時にクリスチャン会衆も含め人の前で結婚するのですから，民事上の式を終えて聖書の話をしてもらうまでに幾日も間を置くことは望まないでしょう。）民事婚をする二人は，王国会館で話をしてもらいたいと思うのであれば，前もって，その会衆の奉仕委員会を構成する長老たちに，王国会館を使用する許可を求めるべきでしょう。それら監督たちは，その二人の評判が良いことを確認するとともに，結婚式の日時が通常の集会や予定されている他の事柄の妨げにならないことを確かめます。（コリント第一 14:33，40）また，王国会館の用い方に関して二人が望む事柄についても検討し，その使用予定について発表をするかどうかも決めます。
10 結婚の話をする長老は，話を温かい，霊的に築き上げる，品位あるものとするように努めるでしょう。新郎新婦がまず民事婚によって結ばれたのであれば，話し手は二人がカエサルの法律に従って結婚したことを明らかにします。その民事上の式で結婚の誓いが交わされなかったのであれば，二人は結婚の話の中でそうしたいと思うかもしれません。 もしその式に誓いが含まれていたものの，エホバと会衆の前でも誓いの言葉を述べたいのであれば，それを過去形で言い，自分たちがすでに「くびきで結ばれ」ているということを示すでしょう。―マタイ 19:6; 22:21。
11 国や地域によっては，結婚に何の儀式も，当局者の立ち会いさえも，義務づけられていないかもしれません。署名した婚姻届を役所に提出すれば，婚姻が成立するのです。その場ですぐに，婚姻届受理証明書が作成されます。そのようにして二人は正式に夫婦とみなされ，その日付が，結婚した日となります。すでに述べたように，そのようにして結婚した二人は，届け出をしたすぐ後に，王国会館で聖書に基づく話をしてもらいたいと思うことでしょう。話し手として選ばれた霊的に円熟した兄弟は，二人が届け出を済ませたゆえに夫婦であることを，出席者全員に知らせます。誓いを交わすのであれば，10節とその脚注で述べられている事柄に沿って行なわれます。王国会館でのその式に参列している人たちは，新郎新婦と歓びを共にし，神の言葉に基づく助言を聴いて益を受けます。―ソロモンの歌 3:11。
慣習婚と民事婚
12 ある国や地域の人々は，慣習婚（または，部族婚）とでも呼べる方法で結婚します。これは，ただ男女が一緒に生活するようになるだけのことではなく，また一部の人々から認められてはいても法律上の手続きをきちんと踏んではいない同棲のことでもありません。 ある部族または地方で公に認められている慣習に従って行なう結婚のことです。これには，花嫁料（婚資）全額の授受が伴う場合もあります。それによって法律的にも聖書的にも婚姻が成立するのです。行政当局はそのような慣習婚を，有効で合法的な，拘束力のあるものとみなしています。慣習婚が成立した後でそれを登録のために届け出ることは大抵可能であり，結婚した二人はその時に公式の証書を受け取れるでしょう。そのように登録しておけば，法律上の保護を受けることができます。その保護は，妻がやもめになる場合には妻に，また子どもが生まれるならその子にも与えられるでしょう。会衆は，そのような慣習婚をする人に，できるだけ早く登録するように勧めるでしょう。興味深いことに，モーセの律法のもとでは，結婚と出生が公式に記録されたようです。―マタイ 1:1-16。
13 慣習に基づいて合法的に結ばれた男女は，その婚姻が成立した時に夫婦となります。前にも述べたように，そのような合法的な結婚をするクリスチャンは，王国会館で，結婚の誓いを交わすことも含めた，結婚の話をしてもらいたいと思うことでしょう。そうする場合，話し手は二人の婚姻がカエサルの法律のもとで現に成立していることを述べます。そのような話は1回だけ行なわれます。この場合は法的に有効な慣習婚（部族婚）で，一つの婚姻なので，聖書に基づく話も1回でよいのです。慣習婚と結婚の話をなるべく短期間のうちに，できれば同じ日に行なうなら，地域社会でのクリスチャンの結婚は誉れあるものとなります。
14 慣習婚が法的に有効と認められている国や地域によっては，民事婚（制定法に従った婚姻）のための規定も設けられています。民事婚は，普通，一人の当局者の前で執り行なわれ，その時に結婚の誓いと登録簿への署名が行なわれる場合もあります。クリスチャンの中には，慣習婚よりこの民事婚を好む人もいます。両方を行なう法律上の要求はなく，一方だけ行なえば法的に有効とされます。結婚の話と誓いの言葉については，9節と10節で言われている事柄が，ここにも当てはまります。肝心なのは，神と人との前に誉れのある仕方で結婚することです。―ルカ 20:25。ペテロ第一 2:13，14。
結婚の誉れを保ちなさい
15 ペルシャのある王の結婚生活に一つの問題が生じたとき，主立った顧問官であったメムカンは，『妻たちが皆，自分の夫に敬意を表する』という良い結果の期待できるアドバイスを述べました。（エステル 1:20）クリスチャンの結婚生活の場合，人間の王にそのようなアドバイスに基づく布告を出してもらう必要はありません。妻は夫を敬いたいと思っているからです。同様に，クリスチャンである夫も，配偶者に誉れを配し，これを称賛します。（箴言 31:11，30。ペテロ第一 3:7）結婚生活が誉れあるものとなるまでに長年を要するというようであってはなりません。まさに最初から，そうです，結婚式の日から誉れあるものとなっているべきです。
16 結婚式の日に誉れや敬意を示すべきなのは，新郎新婦だけではありません。クリスチャンの長老が結婚の話をするのであれば，その話にも敬意が表われているべきです。その話は，新郎新婦に向けてなされます。話し手は，二人の誉れとなるような話をし，冗談や俗っぽいことわざが目立つような話はしません。また話に，当人や他の人たちがきまり悪く思うようなエピソードや個人的所見は含めないほうがよいでしょう。むしろ，結婚の創始者とその方の与えるアドバイスに注意を向けながら，温かくて築き上げる話をするよう努めます。そうです，長老の行なう品位ある結婚の話も，結婚式をエホバ神の誉れとなるものにするのです。
17 この記事には，結婚に関する法律上の細かな事柄について多くの点が含まれていたことにお気づきでしょう。ある面は，あなたの国や地域に直接には当てはまらないかもしれません。それでも，わたしたちは皆，エホバの証人の間での結婚式に関する事柄が，カエサルの要求に対するつまり地元の法律に対する敬意の表われたものである，ということの重要性を認識すべきです。（ルカ 20:25）パウロはこう勧めています。「すべての者に，その当然受けるべきものを返しなさい。税を要求する者には税を，貢ぎを要求する者には貢ぎを，……誉れを要求する者にはしかるべき誉れを」。（ローマ 13:7）そうです，クリスチャンが結婚式当日から，神の当面認めておられる取り決めを尊重するのは，ふさわしいことなのです。
18 クリスチャンの結婚式のあとには，多くの場合，披露宴や会食などの親睦の集いも開かれます。そのような宴にイエスも出席された，ということを思い起こしてください。そのような集いを催す場合，それが確かに神の誉れとなり，新郎新婦にもクリスチャン会衆にも好ましいものとなるようにするうえで，聖書の助言はどのように役立つでしょうか。次の記事でその点が取り上げられます。
[脚注]
同じ語が，結婚とは関係のない宴を指して用いられる場合もありました。―エステル 9:22，セプトゥアギンタ訳。
エホバの証人は，「神の目に誉れある結婚」と題する，30分の結婚の話の筋書きを用いています。これは，「幸せな家庭を築く秘訣」という本やエホバの証人の他の出版物に載せられている，聖書的なアドバイスに基づくものです。話される事柄は，新郎新婦にとって，また結婚式に出席しているすべての人にとっても有益です。
地元の法律が特定の表現を義務づけているのでなければ，神に対する敬意を反映した次のような誓いの言葉が用いられます。花婿: 「私[花婿の名前]は，あなた[花嫁の名前]を私の妻とし，結婚に関する神の取り決めに従って二人が地上で共に生きる限り，聖書の中でクリスチャンの夫に対して述べられている神の律法に従って，あなたを愛し，慈しみます」。花嫁: 「私[花嫁の名前]は，あなた[花婿の名前]を私の夫とし，結婚に関する神の取り決めに従って二人が地上で共に生きる限り，聖書の中でクリスチャンの妻に対して述べられている神の律法に従って，あなたを愛し，慈しみ，あなたに深い敬意を払います」。
「ものみの塔」誌（英語），1962年5月1日号の287ページには，同棲についての論評が載せられています。
28ページの「結婚式 ― 品位ある喜びの日とする」という記事もご覧ください。
思い起こせますか
• 結婚式の法的な面と霊的な面の両方に関心を払うべきなのはなぜですか
• クリスチャン同士が民事上の式で結婚する場合，二人はおそらくそのすぐあとに何をしてもらうことにしますか
• 王国会館で結婚の話が行なわれるのはなぜですか
[研究用の質問]
 1 カナを訪れたイエスに関する記述を読むと，どんなことに気づきますか。
 2 聖書には，結婚式について，どんな情報が含まれていますか。
 3 イエスはカナでのどんな出来事に貢献しましたか。
 4 クリスチャンの中には，どんな方法で結婚する人もいますか。そうするのはなぜですか。
 5 多くのクリスチャンが，結婚するとき結婚の話をしてもらうことを望むのは，なぜですか。その話の内容はどのようなものですか。
 6，7 わたしたちが結婚の法的な面に関心を払うべきなのはなぜですか。そのことをどのように示せますか。
 8 結婚はどれほど拘束力のあるものですか。その理解は，エホバの証人のどんな方針に反映されていますか。
 9 （イ）民事婚の場合，クリスチャンの新郎新婦は何を行なうことにするかもしれませんか。（ロ）長老たちは結婚式の計画にどのようにかかわりますか。
10 民事婚をしなければならない場合，結婚の話はどのようなものになりますか。
11 場所によっては，婚姻はどのようにして成立しますか。そのあと結婚の話が行なわれる場合，それはどのようなものになりますか。
12 慣習婚とは何ですか。そのような結婚をした後はどうするのが望ましいことですか。
13 慣習婚をした後の結婚の話に関しては，どんなことがふさわしいと言えますか。
14 慣習婚も民事婚も可能な場合，クリスチャンはどうしますか。
15，16 結婚にはどのように誉れや敬意が伴っているべきですか。
17 クリスチャンの結婚式に法的な面があるのはなぜですか。
18 結婚式後に行なわれることのあるどんな集いは，注意を払うに値しますか。それに関連した情報をどこに見いだせますか。
[18ページの図版]
古代イスラエル人の結婚式は，花婿が花嫁を自分の家もしくは自分の父の家に連れて来ることであった
[21ページの図版]
クリスチャンは大抵，慣習婚をしたあと王国会館で話をしてもらうことを望む












^ ***塔研25 01月号 3ページ エホバをたたえましょう***
何かがうまくできた時，エホバのおかげだと考えることができます。（イザ 26:12）エホバをたたえる点でダビデは立派な手本を残しました。ダビデはイスラエルの会衆の前でこのような祈りを捧げました。「エホバ，あなたは偉大で力強く，美しくて輝かしく，威厳に満ちた方です。天と地にあるものは全てあなたのものです」。ダビデの祈りを聞いた後，「会衆全体は……エホバを賛美し」ました。（代一 29:11，20）
4 イエスは，奇跡を行う力がエホバから来ていることを明らかにすることによってエホバをたたえました。（マル 5:18-20）また，みんながエホバの素晴らしさを知ることができるように，エホバについて話したり人に接したりしました。例えばこんなことがありました。イエスが会堂で教えていた時のことです。そこには18年間邪悪な天使に取りつかれた女性がいました。その女性は邪悪な天使のせいで腰が折れ曲がり，真っすぐに立つことができませんでした。どれほどつらい毎日を送っていたことでしょう。イエスはかわいそうに思い，ぜひ助けたいと思いました。そして，優しく「あなたはもう病弱ではありません」と言います。イエスが両手を置くと，その女性はすぐに真っすぐに立ち，「神をたたえ始め」ます。女性は体の健康だけでなく自尊心も取り戻すことができました。（ルカ 13:10-13）女性がエホバをたたえたいという気持ちになったのもよく分かります。
エホバをたたえたいと思うのはどうしてか
5 私たちはエホバに深い敬意を抱いている。その理由はたくさんあります。エホバは全能で無限の力を持っています。（詩 96:4-7）エホバが造った物を見ると，エホバが深い知恵を持っていることがよく分かります。エホバは私たちに命を与え，支えてくださっています。（啓 4:11）揺るぎない愛に満ちる方です。（啓 15:4）エホバがすることは全て成功し，その約束は一つ残らずその通りになります。（ヨシュ 23:14）エレミヤはエホバについてこう書きました。「国々の全ての賢い者たちの中にも，どの王国にも，あなたのような方は誰もいない」。（エレ 10:6，7）このようにエホバについて考えると，エホバへの敬意が深まります。でも，エホバをたたえたいと思う理由はそれだけではありません。
6 私たちはエホバを心から愛している。エホバの魅力的なところについて知ると，エホバのことが大好きになります。例えば，エホバは憐れみ深く，思いやりのある方です。（詩 103:13。イザ 49:15）私たちがつらい時には，同じようにつらく感じてくださいます。（ゼカ 2:8）親しみやすく，私たちの友になってくれます。（詩 25:14。使徒 17:27）エホバは謙遜な方です。次の言葉の通りです。「神は身をかがめて天と地を見る。立場が低い人を地面から起き上がらせる」。（詩 113:6，7）このように素晴らしい神であることを考えると，エホバをたたえたいという気持ちになります。（詩 86:12）
7 私たちは他の人にもエホバについて知ってほしいと思っている。エホバについて本当のことを知らない人はたくさんいます。サタンがエホバについてのひどいうそを広めて，人々の思考を遮っているからです。（コリ二 4:4）サタンは



^ ***塔研25 02月号 15–16ページ エホバに倣って人を許す***
たち家族の人生を狂わせた男性の前で証言することになりました。姉妹はどんなことを言ったでしょうか。寛容な判決を願っていることを裁判官に伝えました。 姉妹が話し終えると，裁判官は涙をこらえ切れない様子でこう言いました。「裁判官として働いて25年になりますが，法廷でこのようなことを聞いたのは初めてです。被害者の家族が被告のために寛容な判決を願うことなど普通ありません。人を許す温かい言葉を聞くこともまずありません」。
3 デニース姉妹が相手を許す上で何が助けになったでしょうか。姉妹はエホバがどのように許してくださっているかについてよく考えました。（ミカ 7:18）私たちもエホバが許してくださっていることに対する感謝を深めるなら，人を許したいという気持ちになります。
4 エホバは，私たちがご自分に倣って人を寛大に許すことを願っています。（エフェソス 4:32を読む。）たとえ誰かに傷つけられたとしても快く許すことを望んでいます。（詩 86:5。ルカ 17:4）この記事では，人を一層許せるようになるために役立つ3つのポイントを考えます。
自分の気持ちを無視しない
5 私たちは人の言動に深く傷つくことがあります。それが仲の良い友達や家族だと特に傷つきます。（詩 55:12-14）時には，剣で突き刺されたかのように鋭い心の痛みを感じることがあるかもしれません。（格言 12:18を読む。）そういう時，つらい気持ちを押し殺して無視しようとしてしまうことがあるかもしれません。でも，それは刺さったナイフをそのままにしておくようなものです。同じように，傷ついた気持ちをただ無視しているなら，心の傷は癒えないでしょう。
6 誰かに傷つけられると，最初は怒りを感じるかもしれません。聖書にも書かれているように，何かのことで腹が立つ時はあるものです。でも，そうした感情のままでいてはいけないとも警告されています。（詩 4:4。エフェ 4:26）感情は大抵，行動に影響を与えるからです。怒りの気持ちから良い結果が生まれることはほとんどありません。（ヤコ 1:20）次の点を覚えておきましょう。怒りを感じるのは自然な反応ですが，怒ったままでいるかは自分で決められます。
7 ほかの人からひどいことをされると，ほかにもいろいろな心の痛みを感じます。アン姉妹はこう言います。「私が小さい時，父は母を捨てて私のベビーシッターと再婚しました。見放されたように感じました。2人に子供が生まれた時，自分の居場所がなくなったように思いました。自分は邪魔者なんだと思いながら大きくなりました」。ジョルジェット姉妹は夫が不倫をした時どう感じたか，こう言っています。「夫とは幼なじみで，一緒に開拓奉仕もしていたんです。心がずたずたになりました」。ナオミ姉妹はこう言っています。「主人から傷つけられるなんて思ってもみませんでした。私に隠れてポルノを見ていたということを打ち明けられた時，とてもショックを受けました。裏切られたと感じました」。
8 ほかの人が言うことやすることはコントロールできません。でも，自分の反応をコントロールするよう努力することはできます。大抵の場合，一番良いのは許すことです。どうしてそういえますか。私たちを愛しているエホバが，人を許すことを願っているからです。怒ったままで許そうとしないなら，愚かなことをしてしまう可能性があります。さらに，体にも良くない影響があるかもしれません。（格 14:17，29，30）クリスティーン姉妹はこう言っています。「傷ついた気持ちにのみ込まれてしまうと，笑うことが少なくなります。どんな物を食べるかも気にしなくなってしまいます。あまり眠れなくなり，感情をコントロールするのがもっと難しくなります。そうなると，夫婦の関係やほかの人との関係にも影響が出ます」。
9 自分を傷つけた人が間違いを認めようとしないとしても，痛みを和らげるためにできることがあります。先ほどのジョルジェット姉妹はその点についてこう言っています。「時間はかかりましたが，別れた夫への怒りや憤りを捨てるようにしました。そうすると，とても穏やかな気持ちになりました」。憤りを捨てるなら，イライラした気持ちになって心が乱されることを避けられます。それは自分のためになり，前向きに人生を歩んでいくのに役立ちます。（格 11:17）では，なかなか相手のことを許せない場合，どうすればいいでしょうか。
感情をコントロールする
10 どうすれば怒りの気持ちや傷ついた気持ちを乗り越えられるでしょうか。まず，心の傷が癒えるには時間がかかるということを認めましょう。ひどいけがをして治療を受けた場合，傷が治るには時間が必要です。同じように，感情を傷つけ



^ ***塔研25 04月号 27ページ 若い兄弟たち，マルコとテモテの手本に倣ってください***
3 マルコもテモテも，若い頃からよく学び，重い責任を立派に果たしました。パウロはそんな2人と一緒に働けたことをとてもうれしく感じ，自分の死が近いことを悟った時，2人にそばにいてほしいと願うほどでした。（テモテ第二 4:6，9，11を読む。）マルコとテモテがそれほどパウロに愛されたのはどうしてでしょうか。若い兄弟たちは2人にどのように倣えるでしょうか。パウロの親心のこもったアドバイスから何を学べますか。
マルコはエホバと人のために進んで働いた
4 誰かのために進んで働く人は，相手に尽くし，そうするのが大変なときも諦めません。マルコはまさにそういう人でした。パウロが2回目の宣教旅行に連れていってくれなかった時，きっと傷つき，落ち込んだことでしょう。（使徒 15:37，38）それでもマルコは，兄弟姉妹のために働くのをやめませんでした。
5 その後，マルコはいとこのバルナバと一緒に奉仕しました。11年ほど後には，ローマで囚人になっていたパウロを支えました。（フィレ 23，24）パウロはそのサポートをとてもありがたく思い，マルコについて「私をとても慰めてくれています」と書きました。（コロ 4:10，11）
6 マルコはローマでパウロといくらか時間を過ごした後，バビロンで使徒ペテロと奉仕しました。ペテロが「私が愛するマルコ」と呼んでいることから，2人の強い絆が読み取れます。（ペテ一 5:13）マルコは，おそらくペテロからイエスの生き方や伝道について詳しく話を聞き，それを福音書にまとめたのでしょう。このようにマルコは，経験を積んだ立派なクリスチャンと時間を過ごすことから大切なことを学びました。
7 マルコはエホバへの奉仕に打ち込み，兄弟たちとの友情を深めました。では，マルコにどの



^ ***塔研25 05月号 20–21ページ エホバの名前はイエスにとってどれほど大切か***
研究記事 22
15番の歌 神の初子を賛美しましょう
エホバの名前はイエスにとってどれほど大切か
「私はあなたのお名前を彼らに知らせました。これからも知らせます」。ヨハネ 17:26
ポイント
イエスはどのようにエホバの名前を知らせましたか。エホバの名前を神聖なものとし，名誉を回復させるために何をしてきたでしょうか。
西暦33年ニサン14日，木曜日の夜のことです。イエスはこれから自分がどんな目に遭うかを分かっていました。裏切られ，裁判にかけられ，有罪になり，拷問に遭い，処刑されます。イエスは階上の部屋で使徒たちと特別な食事をします。別れを前にして，使徒たちを力づけるために話をします。階上の部屋を離れる前，イエスはとても深い意味のある祈りを捧げます。その祈りはヨハネ 17章に記録されています。
2 その祈りから，この時イエスが何を一番気に掛けていたかが分かります。それはイエスが地上で伝道してきた間ずっと大切にしてきたものでもあります。一体何でしょうか。
「私はあなたのお名前を彼らに知らせました」
3 イエスは祈りの中で，「私はあなたのお名前を彼らに知らせました」と言っています。イエスは同じような表現を2回使っています。（ヨハネ 17:6，26を読む。）神の名前を知らせた，とはどういう意味でしょうか。神の名前を教えたということでしょうか。弟子たちはユダヤ人だったので，神の名前がエホバであることはすでに知っていました。その名前はヘブライ語聖書中に何千回も出てきます。それでイエスは，単に神の名前がエホバだと教えたわけではありません。その名前を持つ神がどんな方かを教えました。エホバのことをよりよく知るよう弟子たちを助けました。エホバの魅力的な性格，これまでどんなことをしてきて，これからどんなことをしようとしているか，地球や人間に対してどんなことを思い描いているか，などを教えました。イエスほどエホバのことをよく知っていて，エホバについて詳しく教えられる人はいませんでした。
4 こんな例えで考えてみましょう。会衆に医師として働いている，博という名前の長老がいるとします。長い付き合いなので，あなたはその兄弟のことをよく知っています。ある時，命が危険にさらされるような事態が生じ，博兄弟が働いている病院に運ばれます。兄弟に手術をしてもらい，一命を取り留めます。感謝してもし切れない，という気持ちになるのではないでしょうか。そして，その兄弟の名前を聞くたびに，自分にしてくれたことが思い浮かぶようになるはずです。あなたにとって博兄弟はもはや単なる会衆の長老ではありません。命を救ってくれた医者でもあります。
5 同じように，弟子たちもエホバの名前は以前から知っていました。でもイエスのおかげで，エホバという名を持つ方についてもっとよく分かるようになりました。イエスは何をする時も何を言う時も，エホバに完璧に倣っていたからです。弟子たちは，イエスの教え方や人への接し方から，エホバがどんな神かをよく「知る」ようになりました。（ヨハ 14:9; 17:3）
「私に託してくださったお名前」
6 イエスは弟子たちのためにこう祈りました。「あなたは私にあなたのお名前を託してくださいました。そのお名前のためにこの人たちを見守ってください」。（ヨハネ 17:11，12を読む。）イエスがエホバの名前を託されたとは，イエスがエホバとも呼ばれるようになるということですか。そうではありません。イエスは「あなたのお名前」と言っているので，イエスの名前がエホバになるとは考えられません。ではイエスはどういう意味で，神の名前が自分に託された，と言ったのでしょうか。イエスは，神の代理として神のメッセージを伝えてきました。また，天の父の名によって地上に来て，その名によって奇跡を起こしました。（ヨハ 5:43; 10:25）さらに，イエスという名前には「エホバは救い」という意味があるので，イエスの名前とエホバの名前には深い関係があります。
7 イエスがエホバの代理として神からのメッセージを伝えた，とはどういうことでしょうか。例えで考えてみましょう。大使は自分の国のトップの代理を務め，いわばその人の名によって語ることがあります。そのため，大使の発言は国のトップの発言と見なされます。同じように，イエスもエホバの代理を務め，エホバの名によって語りました。（マタ 21:9。ルカ 13:35）
8 イエスは聖書の中で言葉と呼ばれています。ほかの天使たちや人間に神からのメッセージや指示を伝える，ということです。（ヨハ 1:1-3）イスラエル人を導くためにエホバが遣わした天使はイエスだったと思われます。エホバはイスラエル人にその天使に従うように命じ，そうすべき理由についてこう言いました。「彼は私の名によって行動するからである」。 （出エジプト記 23:20，21を読む。）つまり，イエスはエホバの代理として働き，エホバの名前を神聖なものとするためにとても大切な役割を担うということです。



^ ***塔研25 06月号 15–18ページ 全てを知らないことを謙虚に認めましょう***
知りません。イエスでさえ，地球にいた時はその「日と時刻」を知りませんでした。 イエスは使徒たちに，何かの出来事が起きるタイミングを決める「権限」はエホバにあると教えました。そしてエホバはいつも時間を守る方です。（使徒 1:6，7）エホバはこの世界がいつ終わるかをすでに決めています。でも私たちには，終わりが来る正確なタイミングは分かりません。
5 イエスの言葉からすると，私たちは終わりが来るまでどれぐらい待たないといけないかも分からない，ということになります。それで，もどかしく思ったり，やる気を失ったりしてしまうかもしれません。これまで終わりを何年も待ってきた人であれば，なおさらそうです。家族や周りの人から終わりはいつ来るのかと，ばかにされることもあるでしょう。（ペテ二 3:3，4）正確な日付が分かってさえいれば，もっと穏やかな気持ちで待てるし，ばかにされても耐えやすいと思うかもしれません。
6 エホバが，終わりが来る日付を知らせていないことには良い面があります。私たちは日付を知らないからこそ，エホバを心から愛し，信頼していることを証明できます。期日やタイミングを気にしてエホバに仕えているわけではありません。エホバへの信仰は終わりが来るまでの期間限定のようなものでもありません。「エホバの日」がいつ来るかを気にし過ぎるのではなく，どれほど素晴らしい将来が待っているかに目を向けるようにしましょう。そうすると，エホバを信じて待ちたい，エホバの喜ばれることを何でもしたいという気持ちになります。（ペテ二 3:11，12）
7 知らないことにではなく，今，知っていることに目を向けることは大切です。例えば，私たちは1914年に終わりの時代が始まったことを知っています。エホバは預言を通して，終わりの時代がいつ始まるかだけでなく，それ以降世界がどんな状態になるかを教えています。私たちはその預言の実現を見ているので，「エホバの大いなる日は近い」と確信しています。（ゼパ 1:14）さらにエホバが今，私たちに何をしてほしいと思っているのかも知っています。できるだけ多くの人に「王国の良い知らせ」を伝えることです。（マタ 24:14）エホバの証人は240ほどの国や地域で1000以上の言語でその良い知らせを伝えています。その「日と時刻」を知らなければ，熱意を持って伝道できないわけではありません。
エホバがどんなことをするか，全ては分からない
8 私たちは「真の神の行い」をいつも理解できるわけではありません。（伝道の書 11:5を読む。）「真の神の行い」とは何のことでしょうか。エホバが望むことを実現させるために行うことです。ある状況が起きるままにすることも含まれます。エホバがなぜそのように事を運んだのか，私たちには分からないことがあります。また，エホバが私たちのために具体的に何をしてくれるのか，分からないこともあります。（詩 37:5）胎児の発育の過程の全貌は科学者にもまだよく分かっていません。同じように，真の神の行いを人間が正確に理解することはできません。
9 エホバが私たちを助けるために何をしてくれるかが分からないと，不安になってしまうことがあります。そのせいでエホバのためにもっと頑張ろうという気になれないかもしれません。例えば，伝道者がもっと必要な場所に引っ越そうと思っても，なかなか一歩踏み出せないかもしれません。あるいは，エホバが自分の頑張りを後押ししてくれていないのでは，と感じてしまうこともあります。何かの目標に向かって努力していても達成できないとそういう気持ちになってしまいます。一生懸命伝道していても思うような成果が出なかったり，取り組んでいるプロジェクトで壁にぶつかったりするときもそうです。
10 エホバの行いを全て理解することはできないと認めると，もっと謙虚になれます。エホバの考えややり方は，私たちの想像のはるか上をいっています。（イザ 55:8，9）そのことをわきまえていると，もっとエホバを信頼し，心から頼るようになります。宣教や何かのプロジェクトで成果を上げたときも，エホバのおかげだと考えます。（詩 127:1。コリ一 3:7）自分の期待通りにいっていないように感じるときも，物事を動かしているのがエホバだと思い出すと，穏やかな気持ちでいられます。（イザ 26:12）自分にできることを精いっぱいしたら，後はエホバが何とかしてくれると信じて全てをエホバにお任せします。昔のように奇跡的な方法で導いてくれることはないとしても，エホバは必要な指示を必ず与えて進むべき道を教えてくれます。（使徒 16:6-10）
11 エホバについて知っていることをじっくり考えるのは大切です。エホバはいつも優しく，正しいことを行う賢い方です。また，私たちがエホバや兄弟姉妹のためにすることを何一つ見逃したりせず，喜んでくれます。エホバを深く愛する人たちに必ず報いてくれます。（ヘブ 11:6）
明日がどうなるかは分からない
12 ヤコブ 4:13，14を読む。私たちは，明日自分の身にどんなことが起きるかを知りません。現実として，この世界では「思いも寄らないことがいつ誰にでも起き」ます。（伝 9:11）それで，何かのプランを立てても思い通りに事が運ぶとは限りません。突然命を失ってしまい，やり遂げられないこともあります。
13 先行きが分からないとストレスを感じ，不安になるものです。将来を心配するあまり，前向きな気持ちを失ってしまうかもしれません。突然の悲劇に襲われてつらくなったり，思いがけない変化が起きて気持ちがかき乱されたりすることがあります。物事が自分の期待していた通りにいかないと，落ち込んでがっかりしてしまいます。（格 13:12）
14 でも大変な時こそ，自分がエホバに仕えているのはエホバを愛しているからだということを証明できます。自分にメリットがあるからではありません。聖書によると，エホバは私たちがどんな問題にも遭わないように守ってくれるわけではありません。また，私たちにどんなことが起きるか，全てを予知するようなこともしません。私たちは，この先どうなるかが分からないと幸せになれないわけではありません。本当の幸せは，エホバに導いてもらい，エホバの言う通りにすることに懸かっています。そのことをエホバはよく知っています。（エレ 10:23）何を決めるときもエホバに頼るなら，いわばこう言っていることになります。「もしエホバが望まれるなら，私たちは生きていて，あれやこれができるだろう」。（ヤコ 4:15）
15 日々何が起きるか分からないとしても，はっきり分かっていることがあります。将来いつまでも生きられるとエホバが約束していることです。天で生きる人もいれば，地上で生きる人もいます。さらに，エホバは偽ることができず，どんなことがあっても必ず約束を守る方だと知っています。（テト 1:2）エホバだけが「結末を初めから，まだ行われていないことをずっと前から予告」できます。エホバがこれまでに予告したことは全てその通りになってきました。これからもそうなります。（イザ 46:10）ほかにも分かっていることがあります。何があってもエホバの私たちへの愛は変わりません。（ロマ 8:35-39）エホバは私たちがどんな問題にぶつかっても耐えられるよう知恵と力を与え，慰めてくれます。エホバが私たちを守り支えてくれることは間違いありません。（エレ 17:7，8）
エホバが私たちのことをどれほどよく分かっているかは理解できない
16 詩編 139:1-6を読む。人間を創造したエホバは私たちのことを誰よりもよく分かっています。そして私たちをいつも見守ってくれています。私たちが何をする時も何を言う時もです。どんな気持ちでそうしたのか，本当のところ何が言いたかったのかも全部理解してくれています。ダビデが言っているように，いつも私たちに温かいまなざしを向け，力になろうとしています。宇宙の主権者エホバが優しく見守ってくれていることを考えると，ダビデと同じような気持ちになるのではないでしょうか。「こうした知識に私はただ驚くばかりです。あまりに多くて計り知れません」。（詩 139:6，脚注）
17 エホバのことをいつも温かく見守ってくれるお父さんと見るのが難しい人もいます。生い立ちや育った文化や，エホバの証人になる前の信条のためかもしれません。過去にした間違いのせいでエホバを遠くに感じてしまう人もいます。エホバはこんな自分と親しくなってくれるはずがないと思ってしまうのです。ダビデも同じような気持ちになったことがありました。（詩 38:18，21）エホバの道徳基準に合わせるために生き方を変えようと闘っている人はこう感じるかもしれません。「エホバが本当に自分のことを理解してくれているなら，どうしてありのままの自分を受け入れてくれないんだろう。どうして，ここまで大変なことを要求するんだろう」。
18 エホバは私たちのことを誰よりもよく分かっています。自分では気付かないような良いところにもエホバは気付いています。私たち自身よりも



^ ***塔研25 07月号 19ページ 聖書の基本的な教えから学び続ける***
教えることを意識した学び方
聖書についてあまり知らない人を対象にした記事を読んだり動画を見たり講演を聞いたりするとき，ほかの人を教えることを意識して学びましょう。例えば，次のようなことを考えます。
• 「説得力のあるどんな情報が含まれているだろうか」。
• 「ここで使われている例えを自分も使えるだろうか」。
• 「このテーマに関心がありそうな人がいるだろうか，どんな場面で伝えられるだろうか」。



^ ***塔研25 08月号 17ページ エホバから許されていることを信じてください***
エホバはどのように許し，忘れるか
エホバは罪を許したなら，そのことをもう二度と持ち出しません。そういう意味で，罪を忘れます。（イザ 43:25）ダビデ王のことを考えると，たとえ重大な過ちを犯してもやり直せるということが分かります。
ダビデは姦淫や殺人など重大な罪を犯しました。でも心から後悔し，エホバから許されました。ダビデは正された時，素直に受け入れ，生き方を改め，ずっとエホバから離れませんでした。（サム二 11:1-27; 12:13）
エホバはソロモンに，「父ダビデと同じように……清い心で正直に私に仕え[なさい]」と言いました。（王一 9:4，5）ダビデが犯した罪のことには少しも触れませんでした。ダビデのことを，忠誠を貫いて真っすぐに生きた人と見ていました。そんなダビデをエホバは「豊かに報い」ました。（詩 13:6）
何が学べますか。エホバはいったん許したなら，私たちが過去に犯した罪にではなく，私たちのしている良いことに注目し，報いたいと思っています。（ヘブ 11:6）それで，以前の過ちについていつまでも思い悩む必要はありません。エホバがもう忘れていることだからです。



^ ***塔研25 09月号 24ページ 「正しい態度を持つ人」に出会ったら***
のような優れた資質を身に付けられるよう，新しい弟子たちを助けることの大切さも教えました。（コリ一 3:11-15）例えば，信仰，知恵，識別力，エホバへの畏れなどです。（詩 19:9，10。格 3:13-15。ペテ一 1:7）私たちもパウロに倣って，レッスン生が強い信仰を持ち，優しい天のお父さんエホバとの友情を育てていけるよう助けましょう。（コリ二 1:24）
13 イエスのように辛抱強く柔軟な教え方をしましょう。相手が気まずくなるような質問をしないようにします。もし引っ掛かってなかなか納得できない点があれば，そこを飛ばして，後で改めて考えることもできます。無理やり納得させるのではなく，十分な時間をかけて，学んだことがレッスン生の心に根付くようにしましょう。（ヨハ 16:12。コロ 2:6，7）聖書によると，私たちが覆そうとしている間違った教えは要塞のようです。（コリント第二 10:4，5を読む。注釈「要塞のように強固なものを打ち砕きます」の項目を参照。）レッスン生をその要塞から引きずり下ろそうとするのではなく，エホバという素晴らしい「避難所」に連れていってあげましょう。（詩 91:9）
集会に来てくれたら
14 エホバは私たちに，誰に対しても公平に接してほしいと思っています。相手の社会的地位，人種，文化的背景に関わりなくです。（ヤコ 2:1-4，9）では，集会に来た人に私たちの温かい気持ちをどんなふうに伝えられるでしょうか。
15 集会に来る人の中には，興味本位で来る人もいれば，エホバの証人の親族や知り合いに勧められて来た，という人もいます。そういう人たちにも，こちらからぜひ話し掛けるようにしましょう。とはいえ，歓迎の気持ちを伝えようとするあまり，相手が引いてしまわないようにします。一緒に座り，聖書や資料を見せたり貸してあげたりできます。相手の緊張を和らげるよう



^ ***塔研25 10月号 16ページ 神の愛はどんなときも変わらない***
「人を欺く罪の力」に気を付ける
聖書には「人を欺く罪の力」という表現が出てきます。（ヘブ 3:13）罪を受け継いでいるせいで，悪いことをしたくなることがあります。でもそれだけでなく，エホバから愛されていないという気持ちが付きまとうこともあります。それこそが「人を欺く罪の力」です。
自分に限ってだまされたりはしないと思うものです。例えば，詐欺の被害に遭うことなんてないと思っているかもしれません。でも，気を付けていないと痛い目に遭ってしまいます。
罪も私たちを欺いて，エホバに愛されていないと信じ込ませようとします。また，自分の欠点や失敗ばかりをくよくよ考えさせようとします。そういう「人を欺く罪の力」に気を付けましょう。



^ ***塔研25 10月号 19–20ページ エホバに心から祈るには***
とのそういう友情を築きたいと思っていました。この人はつらい経験をいろいろしていました。周りの人から中傷されて苦しみました。（詩 119:23，69，78）自分の弱さにがっかりすることもありました。（詩 119:5）でも，エホバに気持ちを打ち明けることをためらいませんでした。（詩編 119:145を読む。）
5 エホバは重大な罪を犯した人にも，祈るように勧めています。（イザ 55:6，7）それで，不安や恥ずかしさを感じる時も祈ることをためらわないでください。例えで考えてみましょう。飛行機のパイロットは助けが必要な時，いつでも管制官に連絡を取れます。パイロットは何かミスしたり進路に迷ったりして恥ずかしく思っても，連絡を取らないということはありません。私たちも，どうしていいか分からなくなったり，罪を犯したりしてしまっても，ためらわずにエホバに祈ることができます。（詩 119:25，176）
どうすれば心から祈れるか
6 自分の考えていることや感じていることを自由に何でもエホバに伝えるなら，心から祈っていることになります。どうしたらそういう祈りができるでしょうか。
7 エホバがどういう方かじっくり考える。 エホバがどんな方かを考えれば考えるほど，思っていることを何でも話したいという気持ちになります。（詩 145:8，9，18）クリスティーン姉妹について考えてみましょう。姉妹の父親は家で暴力を振るっていました。姉妹はこう言います。「お父さんに話すようにエホバに話せると言われても，そんなことできないと感じました。私には駄目なところがたくさんあるので，エホバから嫌われるんじゃないかとも思っていました」。でも姉妹は，エホバがどんな神かを考えるようにしています。こう言っています。「エホバの揺るぎない愛について考えると，そういう不安は消えていきます。エホバはどんな時もそばにいてくれます。たとえ私が転んでも，優しく抱き起こしてくれます。だから，うれしいことも悲しいこともエホバには何でも話せるんです」。
8 どんなことを話すか考える。祈る前にこんなことを考えてみましょう。「今どんなことが特に気掛かりだろうか。許さないといけない人が誰かいるだろうか。最近，何かの変化を経験してエホバの助けを必要としているだろうか」。（王二 19:15-19）また，イエスが教えた祈りに沿って，エホバのお名前と王国，エホバの望んでいることについてどんなことを祈れるかを考えてみましょう。（マタ 6:9，10）
9 アリスカ姉妹は，夫が末期の脳腫瘍だと知った時，祈るのが難しくなりました。こう言っています。「とてもショックで，何と祈ったらいいか分かりませんでした」。姉妹はどうしたでしょうか。「祈る前に時間を取って頭の中を整理するようにしました。そうしたので，自分のことや夫の病気のことばかり祈らずに済みました。冷静になって穏やかな気持ちで祈れるようになりました」。
10 じっくり祈る。短くても内容の濃い祈りができますが，時間をかけて祈る方が自分の深い気持ちを伝えられます。 アリスカ姉妹の夫のイライジャ兄弟はこう言っています。「1日に何回も祈るようにしています。じっくり時間をかけて祈るようにしたら，エホバをもっと身近に感じられるようになりました。エホバは私たちが祈る時，いつまで聞かされるんだろうと思ったりはしません。だから安心してゆっくり祈れるんです」。気を散らされずにじっくり祈れる時間帯や場所を見つけましょう。声に出して祈ることもできます。そんなふうにして時間をかけて祈ることを習慣にしていきましょう。
聖書に記録されている心のこもった祈り
11 聖書に記録されている，心のこもった祈りやエホバへの歌や詩を味わいながら読むのはよいことです。昔エホバに仕えた人たちが，どんなふうに心の奥底にある気持ちをエホバに伝えたかを考えると，自分も心を開いてエホバに祈ろう，という気持ちになります。祈りに取り入れられそうな表現もきっと見つかるでしょう。自分と同じような経験をした人の祈りに共感するかもしれません。
12 聖書に記録されている祈りを読む時，次のようなことを考えてみてください。「誰がどんな時に捧げた祈りだろう。自分も同じような気持ちになることがあるだろうか。この祈りからどんなことを学べるだろう」。答えを知るには調査しないといけないかもしれません。でも，そうしてよかったと思えるはずです。では，幾つかの祈りを調べてみましょう。
13 サムエル第一 1:10，11を読む。ハンナはこの祈りを捧げた時，2つの大きな悩みを抱えていました。子供ができないことと，もう1人の妻から嫌がらせを受けていたことです。（サム一 1:4-7）あなたも，なかなか解決しない問題に悩まされていますか。もしそうなら，ハンナの祈りから学べる
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エホバは必ず約束を守ります。（ヨシュ 23:14。イザ 55:10，11）祈って，エホバに愛され支えられていることを肌で感じると，うれしくて胸がいっぱいになるはずです。
13 今の状況は一時的だと自分に言い聞かせる。聖書によると，年を取ることも病気になることもやがてなくなります。（ヨブ 33:25。イザ 33:24）今のつらい状況がずっと続くわけではないことを考えると，気力を失わずに済みます。過去がどんなに素晴らしかったとしても，最高の日々はこれからやって来ます。（コリント第二 4:16-18を読む。）では，周りの人は高齢の仲間をどのようにサポートできるでしょうか。
周りはどんなふうにサポートできるか
14 定期的に高齢の兄弟姉妹を訪ねたり電話したりする。（ヘブ 13:16）自分は独りぼっちだと感じている高齢者がいます。家から出られないカミーユ兄弟はこう言っています。「朝から晩まで家にいるので，本当に退屈です。自分がおりの中に入れられた年寄りのライオンみたいだなと思うことがあります。気持ちがふさいでいらいらしています」。それで，高齢の人の家を訪ねるようにしましょう。そうすれば，その人のことを大切に思っていることが伝わります。でも，会衆の高齢の仲間の家を訪ねたり電話したりしようと思っていたのに，できなかったということがあるはずです。忙しくても，高齢の仲間を訪ねるという「より重要なこと」を忘れないために何ができるでしょうか。（フィリ 1:10）会衆の高齢の仲間にメールや電話をするのを忘れないよう，スケジュールにメモしておくといいかもしれません。成り行き任せにせず，訪問する日をきちんと決めておきましょう。
15 若い人は高齢の人と何を話したらいいか，どんなことを一緒にしたらいいか，分からないかもしれません。でもあまり難しく考えなくて大丈夫です。友達になりましょう。（格 17:17）集会の前後に高齢の人に声を掛けるようにしましょう。お気に入りの聖句や子供の頃の楽しい思い出などを尋ねてみてください。JW Broadcasting®を一緒に見ないか誘ってみるのもいいかもしれません。高齢の人が自分ではできないようなことを手伝ってあげましょう。電子機器のアップデートをしたり，集会で学ぶ新しい記事や本をダウンロードしたりできます。キャロル姉妹はこう言っています。「自分が普段楽しんでいることを，高齢の人を誘って一緒にやってみるといいと思います。私も年を取りましたけど，ショッピングしたり，外食したり，自然を見に出掛けたりするのが好きです」。マイラ姉妹はこう言っています。「90歳の姉妹と仲良くしています。私より57歳年上ですが，一緒に笑ったり映画を見たりしていると，年の差のことは忘れてしまいます。お互いとてもいい相談相手です」。
16 病院に一緒に行ってあげる。病院への送迎をするだけでなく，診察に立ち会って，医師や看護師がきちんと対応しているかを見届けることもできます。（イザ 1:17）医師の言うことをメモしてあげることもできるでしょう。高齢のルース姉妹はこう言っています。「私一人で診察に行くと，お医者さんから軽くあしらわれることがよくあります。『どこにも悪いところはありません。気持ちの問題ですよ』というようなことを言われてしまいます。でも，付き添いがいると，お医者さんの対応が全然違うんです。兄弟姉妹が時間を取って一緒に病院に行ってくれることに本当に感謝しています」。
17 一緒に伝道する。体力的に家から家の伝道ができない兄弟姉妹もいます。それで，そういう仲間を，カートの奉仕に誘ってあげられるでしょうか。カートの近くにいすを置いて座れるようにもしてあげられます。あるいは，聖書レッスンに参加してもらえるでしょうか。高齢の兄弟姉妹の自宅でレッスンできるかもしれません。長老たちが高齢の人の家で野外奉仕の集まりを開くことを計画すれば，その人も参加しやすくなります。高齢の仲間をサポートし，敬うためにできることをしましょう。（格 3:27。ロマ 12:10）
18 エホバは高齢の人たちを愛し，とても大切に思っています。私たちにとっても，かけがえのない存在です。年を取るといろいろ大変なことがありますが，前向きな気持ちでいられるようエホバが助けてくれます。（詩 37:25）過去がどんなに素晴らしかったとしても，最高の日々はこれからやって来ます。その時が本当に楽しみです。では，高齢の家族を介護している人や，病気の子供や友達を介護している人についてはどうでしょうか。どうしたらそういう人たちは前向きな気持ちを持てるでしょうか。次の記事で考えます。
何を学びましたか
■ 高齢の兄弟姉妹が明るい気持ちでいるのが難しいのはどうしてですか。
 __________
■ 高齢の兄弟姉妹は明るい気持ちでいるためにどんなことができますか。
 __________
■ 会衆の人たちは高齢の兄弟姉妹をどんなふうにサポートできますか。
 __________
30番の歌 私の父，私の神，私の友
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